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江別市
つい1

対雁 2 遺跡(1)
一石狩川改修工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書一

平成11年度

財団法人 北海道埋蔵文化財センタ ー



口絵ー 1

クマと見られる土談品

焼土の重複状況 NE→SW 



口絵ー 2

土器集中1謂査風景 N→S 



口絵ー 3

蝦夷国測量図（伊能中図） ，： （部分） 「トイシカリ川」 「イヘッフト」の地名がある



口絵ー4

航空写真（平成8年8月27日撮影）



例 日

1. 本害は、 石狩川改修工事に伴い、 財団法人北海道埋蔵文化財センタ ー が実施した、 江別市対雁2

遣跡の発掘調査の報告書である。 本書では、 平成11年度調査の概要と遺構・遺物の整理抜粋分を報

告する。 対雁2遺跡の調査報告書としての1冊目となる。
2. I -V章の執筆は、 西田茂・三浦正人・鈴木信・酒井秀治が分担し、 文責は各項目の文末に括弧

で示した。 編集は、 酒井秀治・ 三浦正人が主となって行った。

3. 現場の遺構図・調査状況図・土啓図などの作図、 整理は、 三浦・鈴木•吉田・ 酒井・三浦千晴・

高橋幸恵が担当、 従事し、 酒井が統括した。

4. 調査写輿は吉田裕吏洋が担当した。 遺構写真の一部は三浦・鈴木・酒井が分担し撮影したものも
ある。 遺物写真・写真図版の編集は吉田が担当した。

5. 遺物整理は、 土器を鈴木、 石器等を酒井が担当した。

6. 遺物の実測・ トレ ー スは、 土器・土製品を久末真紀子・大崎孝徳が、 石器・石製品を高桔幸恵が

行い、 各担当者が統括した。
7. 放射性炭素年代測定は加速器質髪分析法(AMS)で株式会社地球化学研究所に依頼し、 報文を掲

載した。

8. 調査にあたっては下記の諸機関、 各氏から御指導御協力をいただいた。

江別市教育委員会、江別市郷土資料館、 江別の歴史を語り伝える集い、 恵庭市教育委員会、

恵庭市郷土資料館、 千歳市埋蔵文化財センタ ー 、 北広島市教育委員会、 石狩市教育委員会、

札幌市埋蔵文化財センタ ー 、 北海道開拓記念館

高橋正勝、 直井孝一、 園部真幸、 野中 一宏、 稲垣和幸、 佐藤一志、 兼平一志、 藤岡 徹、

羽賀憲二、 仙庭伸久、 出穂雅実、 大谷敏三、 田村俊之、 高橋 理、 豊田宏良、 上屋真 一、

松谷純一、 大林千春、 遠藤龍畝、 石橋孝夫、 工藤義衛、 三浦孝一、 柴田信一、 北澤 実、

料西智義、 小林幸雄、 長谷山隆博、 野村 祟、 森岡健治、 澤田 健、 森 淳、 坂本真弓、

鈴木康之、 山田昌久、 赤沼英男、 大津 直、 田近 淳、 村野紀雄、 富川 徹、 西脇昭夫、

松山 潤、 高間和儀、 君 手彦、 卜部信臣、 安井幸雄、 田中 賓、 田中利 一、 伊藤兼平、

渡辺興志、 関 信行、 飯田 基、 山本 巌、 畑 宏明、 大沼忠春、 千葉英 一、 田才雅彦、

工藤研治、 西脇対名夫、 宗像公司



記号等の説明

1. 遺構の表記は以下に示す記号を用い、 原則として調査順に番号を付した。

p:土坑

F:焼土

s: 集石

2. 遺構図の縮尺は、 スケ ー ル等が入っているもの以外は、 原則として40分の1である。

遺構平面図に方位記号がない場合は、 上がN-23° -Wである。

遺構平面図の＋はグリッドラインの交点で、 交点傍らの名称記号は右下の区画を示す。

造構平面図の ・ 小数字は、 その地点の標高（単位m)である。

3. 遺構の規模は、 「長軸の上端／下端x短軸の上端／下端x確認面からの最大深•最大厚」で示し

てある。

一部破壊されているものは現存長を（ ）、 で示し、 不明のものは ー で示した。

4. 遺物実測図と土器拓影図の縮尺は、 原則として以下のとおりである。 一枚の図面に違う縮尺の図

が配置されたものには、 スケ ー ルを付したものもある。

復元土器： 4分の1 土器拓影： 3分の1 土製品： 3分の1

剥片石器： 2分の1 礫石器 ： 3分の1 石製品： 2分の1

5. 石器・土製品・石製品の大きさは、 「最大長x最大幅x最大厚」で記してある。
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I 調査の概要

I 調査の概要

1. 調査にいたる経緯
石狩川の治水事業は1910年 （明治43年） から本格的に始まった。江別市域においても築堤、護岸、

掘削、浚渫などの改修工事が、治水計画の改定を経ながら長期的な観点のもと実施されてきた。1917
年（大正6年）策定の計画において、対雁と篠津の大曲流部が直線化されることになり、篠津地区につ
いては1923年着工で1933年（昭和 8 年）には通水にいたった。のこりの対雁地区の直線化の計画は、い
くたびかの治水計画の改定にあたっても常に保持され具体化が検討されてきた。一例を示せば、1950
年北海道庁土木部作成の河川地図（図II- 8)にある直線の「堤防予定地」である。

直線化が対雁地区において具体化し始めたのは、1970年からであり、工業団地造成と関連するもの
である。地区住民の移転が現実のものとなり、開校90周年を経ていた対雁小学校が4 番通り 5丁目近
くに移転したのは1972年（昭和47年） 9 月のことであった。 以後、石狩川の堤防と道道石狩沼田線（現
在では国道337号と呼ばれている）が切り替わる；図II- 8 で 「堤防予定地」とあったところに土が盛
られ 「対雁築堤」ができる。そして広くなった河川敷の一部では、河川環境整備事業のひとつとして1975
年から 「高水敷整備」工事が着手され1981年に完了した。これによって石狩川河川敷緑地は江別市の
運動公固として野球場、サッカ ー場、 自由広場が整備されたのである（図I - 2)。

そのような治水事業が進展するなか、1981年 8 月上旬石狩川の中流域、下流域において大洪水が発
生した。これによって、あらためて石狩川本流の整備計画が改定され、護岸の築堤嵩上げ(+2.00m)
が実施されることになった。この築堤嵩上げは、堤防の安全度を高めるために 「丘陵堤」として施工
されるものである。「丘陵堤」の堤防構築には良質で多量の土砂を必要とするので、対雁地区の「高水敷」
部分の土砂も使用されることになり、運動公園の切下げが計画され、 「中水敷」の公圏として再整備
されることとなった。

この工事は1987年、89年、90年と順次行われ 「石狩川改修工事に基づく築堤盛土材の採取」が進行
した。1991年12月「築堤盛土材の採取」にあたって、工事施工の立場にある石狩川開発建設部江別河
川事業所から江別市教育委員会へ、埋蔵文化財の包蔵地の有無の照会が行われている。範囲は旧豊平
川よりも上流側14万吋というものである。

江別市教育委員会は、埋蔵文化財に関しては所在を確認するための調査が未実施であること、およ
び対雁番屋跡に近く、さらに樺太アイヌ強制移住地に近接しており江別の歴史にとって重要なところ
であることにかんがみ、1992年4 月から所在確認調査を実施した。

以下は、所在確認調査により埋蔵文化財が確認された後におこなわれた「範囲確認調査」の報告書（対
雁 2遺跡部分）の概略である。

工事名は「石狩川改修工事による掘削」であり区域は 「江別市工栄町地先の河川敷地」 である。
現地調査を担当したのは、江別市郷土資料館の学芸員野中一宏である。調査期間は、1992年（平成

4 年）10月21日から10月31日まで。調査方法は、建設用重機と人力の併用で 1 m角あるいは 2 m角の
—穴を掘るものである。---------- ---- ... . . . 3.7万吋を対象とする試掘調査である （図I-3·4· 5) 。

. . ． -^“- --- -- - - ．  ー ・ ー ・ ．ー ・ --- - -
このときの調査結果は、以下のようにまとめられている。

対雁番屋跡にかかる遺構、遺物は検出されず、I層中から検出された陶磁器類は、公園造成等
による客土中に包含されていたものである。一方、基盤層とみなされた褐色粘土中から縄文時代
晩期末葉～続縄文時代初頭の遺構（焼土）、遺物が比較的まとまった状態で出土し、これまで確認
されていなかった新たな包蔵地であることが判明した。

ー



1 調査にいたる経綽

図 I-1 対雁 2 遺跡の位置 （
この図は1997年国土地理院発行の5万分の］地形図

噂l．！を複製し加箪したものである。 ） 



I 調査の概要

緑の回廊づ く り （江別地区）

こ こ 江別の「緑の回廊」づ く り
丘 の よ う に な だ ら かで ゆ っ た り と し た堤防 を つ く り 、

樹木 を 植 え て緑の空間 を つ く り ま す 。 樹木は成長す る に
つ れ て 憩 い の空間 を つ く り だ し 、 防風林 の 役 目 も し ま
す。 ま た 、 い ざ と い う 時 は 水防の資材 に も な り ま す 。

場 所

新石狩大橋 と石狩大橋の間 、 石狩川の左岸に広がる 「石
狩川対雁英堤」。 こ の 、 約2,300mの長 さ と 、 約20mの幅
の空間に樹木を植 え ま す 。

植栽用 盛土

口施設整備平面図

四場
＼ 

：：： 

==== 

□ 予コ 〗□丁了
ー

『］

：：：：： 

図 I - 2 河川敷の整備状況 （ 『江別河川事業所史」 よ り ）
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I 調査の概要

こ れに よ って対雁 2 遺跡の存在が明らかになったのである。追跡の範囲は約 2 万面である。
図I - 3·4 · 5 は、 こ の報告書に添付 さ れた平面図お よ び土層柱状図をもとに、1999年 5 月にと り

まとめた試掘調査の成果概略図である。
工事計画の変更が不可能 であるために発掘調査を必要とする埋蔵文化財包蔵地について、石狩川開

発建設部は、 その調査を1999年度、財団法人 北海道埋蔵文化財セ ン タ ー に委託した。北海道埋蔵文
化財セ ン タ ーは 6月から 9 月末までの調査計画を立案し、 実施した。 こ の調査は、遺跡の範囲確認と
遺物包含状態の よ り 詳細を把握する こ とを 目的とする試掘的な発掘 である。

2 . 調査の概要 （図I - 6) 
調査は、 ト レ ン チ (2.5 m X 5 m ) の継続で行った。調査予定範囲の最西端で 2 か所だ け続縄文時代

後半の土器を検出した ほかは、縄文時代晩期～続縄文時代初頭の造物包含層 である。焼土の重複は最
大で11枚の面を検出している (71-158·159区） 。こ れらの遣物出土面は、粘土、シ ル ト 質土のために、
検出確認作業は困 難を極めた。土器、石器等の遺物 ぱ焼土のまとま り 、 炭化物のまとま り と 同 じ 面を
成すものが多い。個 体毎にまとまって いる土器も多い。また、 大型土器 (67 - 158区） や 焼土を横 断し
ている噴砂 （砂脈） もある。

試掘的調査であるが、 着手以前に想定して いた遺跡内容 よ り も、はるかに密度が濃 く て 大 き く 広が
る遺跡であるこ とが判明した。したがって、遺物の密集、散在する分布状態は明らかになったが、遺
物が出土する範囲は、面的にも、深度的にも未確定である。

今後の発掘調査にあたっては、逍物包含層 の深 さ の確定が必要である。崩 壊しやすい土 質なので、
今回の調査では概ね 1 m ほ どしか掘 り 下げなかった。局地的に深 く 掘った部分で確認で き た遺物包含
層の深い （古い） ものは、地表下 2 m ほどにある縄文時代晩期である。今後とも、下位の遺物包含層
の確認のために深 く 掘 り 下げると き は、土 質状態に留 意し、安全に対して十分な配慮が必要である。
広い範囲を掘 り 下げた後に、 さ らに試掘を行う方法が望ましい。

4 か月の試掘調査から得られた、対雁 2 遺跡についての予測的な評価は次の よ うなものである。
石狩川の増水時堆積物のなかに焼土、 土器、石器等が検出 さ れて お り 、 遺物、 遺構の残存状況は き

わめて良好である。縄文時代晩期～ 続縄文時代初頭の大集落 （住居、墓地、祭祀の場、捨て場、通路、
広場など空間） の可能性が高い。調査にあたっては、 よ り 詳細な記録化が必要となる。

遺構 と 遺物 遺構は土城 ( 9 ) 焼土 （約160) 土器集中 (4 ) 集石 ( 7 ) がある。黒 曜石の剥片剥離の場
所も検出している。

取上げた遺物は、約41000点で、 その 9 割 は土器である。石鏃、石斧、ス ク レ イ パ ー などの定形的
な石器のほかに、 径 1 cm程の紅色琥珀 2 点、石炭の円礫 ( 5 cm 弱） 、 ベ ン ガ ラ などもある。長 さ 9 cm ほ
どの ク マと見なさ れる土製品もある。

3. 年代測定値—
縄文時代晩期の焼土が多数検出 さ れた。 こ れらのうち には、重複して いるものがあ り 、層位的な上

下関係が明ら かな資料が得られた。上下から判 断して 前後の関係にある良好な資料などをもとに·14 c
年代測 定をお こ なった (VI章113ペ ー ジ） 。測定資料に オ ニ グル ミ 、 木炭を用いた17点の値は、 その多
く が補正年代で2450から2550の間に集中している。土器に付着した炭化物を資料とするものは、い く
ぶん古い値であるが、堆積土層 の理解、土器型式の編年整備を待って 検討す る こ とになる。
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4 . 北海道教育委員会へ の報告
野外での調査が終了 し 、 室 内 で の 整理作業が進展 し て い る 12月 15 日 、 北海道教育委員 会へ取 り 急 ぎ

以下の よ う な 報告 を 提出 し た （ 図 I - 6 ) 。
l （前略）

調壺方法
調査結果

検出遺構

幅2 . 5 m 長 さ 5 m を 単位 と す る 試掘溝の発掘
別紙の通 り （略）

土堀 （ 9 ) 、 焼土 （約160) 、 土器集 中 （ 4 ) 、 集石 ( 7 )
黒曜石の剥片剥離の場所 も あ る

検出遺物 土器36000点、 石器5700点、
径 1 cm程の紅色琥珀 2 点、
石炭の 円礫 ( 5 cm弱） 、 ベ ン ガ ラ 塊、
長 さ 9 cm ほ どの ク マ と 見 な さ れ る 土製品

崩壊 し やす い 土質 な の で 、 概ね 1 m ほ‘ど し か掘 り 下げな か っ た
深い も の は 、 地表下 2 m ほ ど に あ る 縄文時代晩期 で あ る
縄文時代晩期 ～ 続縄文時代初頭の遺物包含層 で あ る （別紙、 略）
最西端で 2 か所だけ続縄文時代後半の土器 を 検 出 し た
焼土の重複は最大で11枚の 面 を 検出 し て い る (71 - 158 · 159区）
大型土器や焼土 を横断 し て い る 噴砂 （砂脈） も あ る
噴砂 （砂脈） は2000年前 よ り も 新 し い も の で あ る

2 調査結果 に つ い て の所見
包蔵地の範囲

東側 ： 現状の線で よ い
南側 ： 工事の施工 （計画） 部分 ま で取 り 込 む
西側 ： 新た な試掘 に よ っ て判 断 す る
北側 ： 地形、 包含層 の残存 を 取 り 込む (400面弱、 別紙、 略）

包蔵地の深 さ
地表下 2 m ほ ど ま で は 縄文時代晩期 の 遺物があ る
地表下 4 m で は粒の祖い砂が多 く な る と こ ろ があ る

迫跡の特性
遺物、 遺構の残存状況 は き わ め て 良好であ る
縄文時代晩期 ～続縄文時代初頭の大集落の可能性が高 い

（西田 茂）
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II 遺跡の位置 と 環境

1 . 位置 と 環境
( 1 ) 位置 （ 口絵 4 、 図 I - 1 )  
対雁 2 遺跡 は 、 J R 江別駅の北西約3 . 5 km に位置 し て い る 。 石狩川 の南岸であ り 、 旧豊平川 と の 合

流点 よ り も 上流側 で あ る 。 標高 は 8 ~ 9 m であ り 、 現在 は 堤防 に よ っ て 区切 ら れて 、 石狩川 の河川 敷
地 に な っ て い る 。 こ こ ら で の石狩川 の水面高 は 、 低水期で0 . 3 m ほ どであ る 。

江別 の市街地 と は 、 終末処理場の あ る 低地部分で も っ て 分離 さ れ た 場所で あ る 。 江別 の市街地か ら
北 に 石狩川 を 越 え る 橋は石狩大橋であ り 、 さ ら に こ こ か ら 下流 3 km に あ る の は新石狩大橋であ る 。 対
雁 2 遺跡 は 、 こ の新石狩大橋の 上流 1 kmほ ど に あ る 。

5 万分の 1 地形図 か ら 割 り だ し た遺跡の位置 は 、 調査区の東南部が東経141度31分21秒、 北緯43度 7
分34秒で あ る 。

( 2 ) 地形 （ 口絵 4 、 図 I - 1 、 II - 1 · 2 · 3 、、 図 皿 ー 1 )
対雁 2 遺跡の調沓予定地 は 図 II - 1 、 図 皿 ー 1 に 示 し た 。 東西の 長 さ 200 m 、 南北の幅100 m の範囲

で あ る 。 遺跡の広が り は南北方向お よ び西側 に の びる こ と は確実で あ る が、 遺物 の 分布状態か ら 判 断
す る と 、 東側 は こ の線引 き が妥 当 で あ ろ う 。 江別市の運動公園造成 に よ っ て 、 均平化がす す み 、 ほ ぼ
た い ら な 地形 に な っ て い る 。

図 II - 1 • 2 · 3 は空中写真 を も と に 1 999年 8 月 に作成 し た地形図であ る 。 運動公園 造成以前の 自 然
地形 を 理解す る た め に 空 中写真 は 、 1966年、 1971年撮影の も の を 使用 し て い る 。 こ れ を み る と 調査予
定範囲 は 、 石狩川 か ら 400 m ほ ど隔 た っ た 、 標高 9 m ほ どの高 い場所であ る こ と がわ か る 。 こ の標高 9 m 
を結んで み る と 、 南 北 に 長 い 島状の も の が浮かんで く る （図 II - 2 ) 。

北海道 の 中 央部 を 北か ら 南 に 流 れ る 石狩川 は 、 江別市域 に い た っ て大 き く 西北へ 曲 が り 、 対雁 2 遺
跡 か ら 北西 に 約33km流れて石狩市で 日 本海 に 注 い で い る 。 石狩川 は 河 口 か ら 上流100km ほ ど は 低平 な
地形の 中 を 流 れ て お り 、 河 口 か ら 70 kmであ っ て も 水面 は標高10m ほ どで し か な い 。 し た が っ て 、 こ の
下流域は き わめ て低平 な 地形 な の で あ り 、 流路 に 沿 う 周辺地形 を 区分す る と 、 対雁 2 遺跡が立地す る
と こ ろ は ひ と つ の 高 ま り と し て と ら え る こ と がで き る 。
( 3 ) 周辺の環境 （図 I - 1 、 図 II - 1 • 2 · 3 )
調査着手前 は 、 1976年以後 に 造成、 整備 さ れ た 河 川 敷地 の運動公 園 で あ っ た。 し たが っ て地形は平

坦で、 植生 は芝生 に代表 さ れ る よ う な 管 理 さ れ た も の で あ る 。 堤防 よ り も 南側 は 、 1970年 か ら 本格的
に 稼働 し た工業団地で あ る 。 そ の西側の流路は、 旧豊平川 で あ る 。 工業団 地 は 旧豊平川 の 西岸 に も 広
が っ て い る 。 さ ら に そ の西側 は 農耕地であ り 畑、 牧草、 放牧地であ る 。 江別の市街地 は野幌丘陵の上
に あ り 、 南西方向 に野幌、 大麻へ と 拡大発展 し て い る 。

石狩川 の北岸 に は 、 農耕地が広がっ て い る 。 明 治時代 に設定 さ れ た殖民区画で あ る 号線道路 に 沿 っ
て民家が点在 し て い る 。 低平 な 地形であ る が相対的 に 高 い と こ ろ に 人家 、 畑、 牧草、 放牧地があ る 。
整備さ れ左水路 に も かか わ ら ず、 水 田 は畑作物の所 も あ る 。

. ·-· 一 • - - - . ．  - - - · •ー・

新石狩大橋の 北 に は 、 か つ て の石狩川 の 本流蛇行の跡で あ る 河川 地形が よ く 残 っ て い る 。
以下、 自 然地形が よ く 残 る 1966年 の 空 中 写真か ら 作成 し た 図 II - 1 · 2 · 3 で説明す る 。
対雁 2 遺跡の調査予定範 囲 は 、 図示 し た と こ ろ 幅 100 m 、 長 さ 200 m で あ る 。 遺跡の北東250 m に 対

雁小学校があ る 。小学校 は標高 9 m の高 い場所 に 立地 し 、 北辺は石狩川 の 本流 に 接 し て い る 。 ］877年 （ 明
治10年） の対雁教育所設立か ら 1972年 の対雁小学校移転 に 至 る ま で、 対雁の学校 は こ の位置 に あ っ た 。
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1 位世 と 環境

こ の こ と は 明治期以降の諸地図 に よ く 表現 さ れ て い る （図 II - 5 · 6 · 7 · 8 · 9 · 10) 。
小学校の南側 に緩い弧を 描い て走 る の は 、 1876年 （明治 9 年） の 「 旧樺太 ア イ ヌ 」移住 に伴 う 地割 に 由

来す る も の で あ る 。 さ ら に そ の南側150 m に 直線で延びる の は 、 1876年 に 建設 さ れ た 、 札幌か ら 対雁 、
江別 を 経 て 幌内太へ達す る 道路の 一部であ る 。 最後 に は 道道札幌沼 田線 と 呼ばれ、 バス の 路線 と も な っ
た こ の道路 は 、 河川敷地 と な っ て廃止 さ れ る ま で は 、 江別 に お け る 主 要 な 道路の ひ と つ で あ っ た 。 周
囲の土地区画 は 、 こ れ ら の道路か ら 直角 に 延 びる も の で あ り 、 主 に 畑 と し て利用 さ れて い る 。

こ の 図 に お い て破線で直線 に 延 び （国道337号） と 表示 し て あ る のが、 現在堤防 に 沿 っ て 走 る 国道337
号であ る 。 図 の左上で、 石狩川 に 延 びる 破線の直線 は 、 建設中 の新石狩大橋であ る 。

石狩川 の南岸は 断崖であ る 。 対雁小学校の あ た り か ら 石狩川 を 見 る と 、 足下 に は 8 - 9 m の崖が続
い て い た こ と に な る 。 旧豊平川 （ こ の 図 で は世 田豊平川） が石狩） I I に 合流す る 付近 は 、 三 角 洲 に 類似す
る 地形 で あ り 、 融雪期 な どの増水時に は水没す る と こ ろ であ る 。 湿地あ る い は 砂浜状の荒れ地 で あ る 。
こ の合流点の 東端 に 川 縁 ま で直線で延びた道 は 、 か つ て 渡船場へ連絡 し て い た も の であ る 。 渡船場跡
の 周 囲の家屋、 畑 を み る と 、 定期的 な増水 は 5 m 近 く ま で で あ っ た こ と に な る 。

( 4 ) 洪水 と 治水事業
自 然河川 と し て の石狩川 は 、 季節 の変化 の な かで定期 的 に 増水期、 低水期 を 繰 り 返 し て い る 。 お も

な 増水期 は春の融雪 と 夏、 秋の多雨であ る 。 春の融雪増水 は 4 月 中旬 か ら 5 月 中旬 ま で の 期 間 に 生 じ 、
降雨 に よ る 相乗効果が著 し い 。 夏の多雨増水は 7 月 中旬 か ら 8 月 上旬 の梅雨前線が関係す る も の で あ
る 。 秋の場合は 8 月 下旬 か ら 10月 上旬 ま で の台風や低気圧が も た ら す多雨であ る 。

融雪増水は継続時間 の 長 さ に 、 多雨増水 は 地域 と 期 間 の 限定 に 特色があ る 。 いずれに し て も 増水 は 、
氾濫 し 洪水 に な り がち で あ る 。 石狩川 流域の氾濫の規模、 家屋、 農作物 に 与 え る 被害 な ど に つ い て は 、
明治時代以降、 関係す る 行政当局 に よ り 、 詳細 な 記録が積み重ね ら れて い る 。

明治時代以降の農業社会の進展 、 農耕地の拡大 と り わ け水 田稲作地の増加は低平地の利用 の た め 、
氾濫が も た ら す被害 を 増大 さ せ る こ と に な っ た 。 そ こ で洪水被害の軽減 を め ざ し て 石狩川 に 関 し て は
治水事業が行 わ れ る こ と に な る 。事業計画の 策定 に 先立 っ て 、 ま ず流路、 流水 の 実態調査が行 わ れ る 。
実態調査の初期の も の と し て は 、 1872年 （明治 5 年） の高畑利 宣 の 『石狩川実地検測図』 、 1873年 と 翌1874
年 に お こ な わ れた 「 ワ ス ソ ン と デ イ 」 の測植調査が知 ら れ て い る 。 石狩川 に つ い て の 理解 を 深め る た め
の調査 は 1879年 （明治12年） に 始 ま る 水贔の調査で あ ろ う 。 こ れ は 1901年 （明治42年） に 岡 崎文吉が 『石
狩川 治水計画調査報文』 と し て取 り ま と め 、 「対雁水測所」 に お け る 水位の変化が詳細 に 記録 さ れ て い
る 。 下表は 『江別河川 事業所史』 に 引 用 さ れて い る 「洪水表」 であ る 。
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表 II - 1 石狩川洪水表
口 石 狩 川 洪水表 （対暉水測所河道濶水ilii は 即 ち 平均海水面上20尺 と す る 。 22 、 23年度欠測せ り ）

年 次 汎2溢始 月 日 iB潰注冬月 日 沢3漏 日 改 選高水位： 年 ；欠． 江滋藍始月 日 れ3湿年月 日 汎3濯 日 数 最高水泣
ロ月治12年 4 月 20 日 5 月 24 日 34 曰 26尺 寸 B月治28年 5月 13 日 5月 18 日 5 日 21尺5寸

‘’ 10月 23 日 10月25 日 2 日 21尺5寸 29年 4月 10 日 4月 19 臼 9 日 22尺5寸
l呼 4 月 27 日 5 月 12 曰 15 日 23尺 寸 30年 5 月 8臼 5月 13 日 4 日 21尺 寸
20年 4 月 17 日 4 月 23 日 6 日 21尺8 寸 31年 4月 19 曰 4月30日 11 日 23尺 寸
21年 4 月 18 日 4 月 25 日 7 臼 22尺8寸 ’‘ 5 月 3日 5月 10 日 7 日 21尺5寸
25年 4 月 20 日 5 月 8 日 18 日 23尺． 2 寸 ’’ 7 月 25 日 7月 26 日 1 日 20尺5寸

99 5 月 1 1 曰 5 月 13 B 2 日 20尺． 4寸 * ,, 9月 10 日 9 月 15 臼 5 日 27尺． Z寸
’‘ 5 月 1 8 曰 5 月 20 日 2 白 20尺7寸 33年 4月 29 日 5 月 9日 10日 22尺な「

Z7年 4 月 17 日 4 月 21 曰 4 日 21尺8寸 34年 5 月 20 日 5月 29 日 9 日 22尺 寸
28年 4 月 19 日 4 月 23 日 4 日 20尺． 5 寸 99 9月 10日 9月 1 4 日 4 日 21尺 寸

注） 15-19年、 35-42 年 を 省 略 。

上表は明治42年10 月 道庁主任技師岡崎文古が ｀ 北海辺庁 長 官 に 提出 し た報文中 に あ る 対雁水測所洪水記録の抜粋で あ る 。

明治12年 4 月 ー 5 月 の洪水が 、 ※印の有史以来 と き わ れ た 明治31年 9 月 の洪水よ り 少 し ばか り 水位が低い も の の 、 氾濫
日 数34 日 と 記録 さ れ て い る の に は驚か さ れ る 。



II 遺跡の位置 と 環瑳

江別市域 に かか わ る 石狩川 の 洪水 と 治水事業 な どの概略 は 年表形式で示 し た。
洪水の記録 治水事業 な ど
1898年 （明治31) 9 月 上旬、 石 狩 川 氾濫、 大洪水。

1910年 （明治43) 石狩川治水工事計画、 一部着手。
1916年 （大正 5 ) 石狩川 、 江別 ～石狩 間 の治水工事が着手。
1918年 （大正 8 ) 治水事務所、 江別機械工場設置。 榎本農場、 小作地開放。
1920年 （大正 9 ) 石狩大楠完成。
1923年 （大正12) 石狩川 、 対雁新水路、 切替 に着手。
1924年 （大正13) 対雁の樺太 ア イ ヌ の土地 を 小作者 に売却。

1932年 （昭和 7 ) 9 月 上旬、 水害
1933年 （昭和 8 ) 石狩川、 対雁新水路掘削完了。 豊平川 、 新水路掘削 に 着手。
1941年 （昭和 16) 豊平川 新水路完成。
1954年 （昭和29) 豊平川新旧連絡水路完成、 通水。

1961年 （昭和36) 7 月 下旬、 大水害 （石狩川 逆水氾濫） 。
1962年 （昭和37) 8 月 上旬、 大水害 （石狩 川 逆水 氾濫） 。

1968年 （昭和43) 新石狩大橋完成。
1972年 （ 昭和47) 対雁小学校が移転。

1975年 （昭和50) 8 月 下旬、 水害
1976年 （昭和51) 石 狩大橋架 け替え 工事完成。

1981年 （昭和56) 8 月 上旬 、 大水害 （石狩 川 、 千歳川 ） 。

以上の よ う に 、 石狩川 は江別市域で繰 り 返 し 氾濫 し て い る 。 に も かかわ ら ず、 対雁小学校は標高 9 m
よ り も 高 い位置 に 設置 さ れて い た の で、 略100年間 、 直接の洪水被害 を 受け る こ と は な か っ た。

( 5 ) 噴砂 （砂脈） （図 II - 4 )  
発掘調査が進行す る な かで噴砂 （砂脈） を検出 し た 。 調査区域の全域 に認め ら れる が、 今回 の調査

で は 、 詳細 を 追求す る に は い た ら な か っ た。 確認で き た か ぎ り に お い て は 、 噴砂 （砂脈） の 走 る 方向
は 略南北 で ほ ぽ一定 し て い る 。 噴砂の現象が生 じ た時期 は 、 焼土 を 横切 っ て い る と こ ろ 、 土器 を左右
に 分け て い る 例 (158の列） な どか ら 判断す る と 、 縄文時代晩期 よ り も 後 と い え る 。

図 II - 4 は噴砂 （砂脈） の 図 で あ る 。
（西 田 茂）

引用 ・ 参考文献
江別河川 事業所史編慕委貝 会 編纂 1995 『江別河川事業所史』 ＿

樺太 ア イ ヌ 研究会編 1992年10月 r対雁の碑』 北海道 出版企画 セ ン タ ー

江別市役所 1970年 3 月 『江別市史上 • 下』
江別市役所 1996年 3 月 『え べつ 昭和史.l

江別対雁 自 治会 1972年 9 月 『対雁百年史J
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ll 遺跡の位置 と 環境

2 . 歴史的環境
地名「 ツ イ シ カ リ 」は、近世にあっては、東蝦夷地の勇払から西蝦夷地の石狩までの内陸横断の経路

にあたっており、旅行者の記録すると こ ろ となり、多くの文書が残っている。 当時、東蝦夷地と西蝦
夷地とを連絡するのは水路なので、対雁は石狩川を上って来ると最初の停泊地、千歳川を下って来る
と最後の停泊地である。 対雁 2 遺跡が立地する付近が「 ツ イ シ カ リ 」と呼ばれるようになるのは19世紀
中頃からであり、 それ以前は石狩川の北岸の地が「 ツ イ シ カ リ 」と称されていたようである。

対雁に陸路が確保されたのは、1858年 （安政 5 年）の石狩との間の道路開削には じまる。 そして1876
年 （明治 9 年）に札幌との陸路が開かれ、同 時に内 陸部への通過点の一つとなった。 開拓使の内陸部開
発政策による、石狩 川流域にお ける陸路の開通、確保は、 やがて野幌丘陵を横切り江別地区を通るも
のとなってゆく。 明治政府の鉄道を含めた陸路の整備は、対雁地区にとって主要交通路からの逸脱離
反を意味していた。

こ こ では18世紀、19世紀の旅行記な どの古文書、古地図、近代の地図な どを手がかりに歴史的な環境、
土地利用の特色を確かめておきたい。

( 1 ) 対雁 （ ツ イ シ カ リ ）の語義
対雁 （ ツ イ シ カ リ ）という地名はアイヌ語に由来するものである。 その語義につ いてはいくつかの説

があるが、 こ こ では永田方正の 「沼のある曲がりくねった川」 を引用するにと どめる。 『北海道蝦夷
語地名解」 （初版明治24年 ；1891年）の復刻版 (1984年） は、以下のように書いてある。

ト イ シ カ ラ (To ishikara) 回流沼 「 卜 」ハ 沼 ナ リ 「イ シ カ ラ 」ハ 回流 ナ リ 此沼 ハ 「ヌ プ ロ チ ペ ッ 」 ト
「ハ シ ウ シ ュ ペ ッ 」 ノ 間ニ ア リ テ清水湧出回流セ リ 故二名 ク 文政年間上対雁 卜 称シ 石狩十三場所ノ 内 ト
ス 明治四年対雁村 ヲ 置 ク

ト イ シ カ ラ メ ム (To ishikara mem) 白 石村ニ ア リ 古へ対雁川 ノ 源泉 ナ リ シ ガ札幌川 卜 合流 セ シ
以来漸次二埋没 シ 今僅二小池 ヲ 存 ス

ト イ シ カ ラ プ ト (To ishikara putu) 渦沼口 対雁川 ロ ヲ 云 フ

石狩 （ イ シ カ リ ）国 原名「イ シ カ ラ ペ ッ 」 (Ishikar'a pet)回流川 ノ 意石狩川 ロ ノ 邊川 脈最屈 曲 回流 シ
テ 川 上塞 ル ガ如 シ 故 二 名 ク 初 ヨ リ 全川 二 名ケ タ ル ニ ア ラ ズ 対雁 ノ 原 名 ヲ 「 ト ー イ シ カ ラ (To ishi­
kara)」 卜 云 フ 回流沼 ノ 義 ナ ル ガ如 シ ト 此ハ 「パニ ウ ン グル （中川 ノ 人）」 ノ 説ナ リ

「ペ ニ ウ ン グ ル （上川 人）」 云 フ 「イ シ ュ 、 カ ラ ペ ッ 」 (Ish-kara-pet)ナ リ 、「イ シ ュ 」 ハ 美 ク 「カ ラ 」ハ
作ル、美 ク 作 リ タ ル 川 ノ 意太古 「 コ タ ン 、 カ ラ 、 カ ム イ 」 （国作神 ク ニ ッ ク リ ノ カ ミ ）拇指 ニ テ大地 ヲ 画
シ 此川 ヲ 作 リ 給 ヒ タ リ 故二名ク ト

和人某云「イ シ カ ラ ペ ッ 」ハ 「鳥尾 ニ テ 箭羽 ヲ 作ル慮」 ノ 意 ナ リ ト 老夷笑テ 曰 ク 此説ハ非ナ リ 石狩アイ
ヌ鳥尾 ヲ 「オ イ シ ュ 」 (Oish) 卜 称 シ 「イ シ 」 (Ishi) 卜 呼バズ ［後略】

( 2) 諸旅行記 な ど の古文書
渡瀬荘 三郎が東京人類学会の例会で 「札幌近傍 ピ ッ ト 其他古跡 ノ 事」 （ 『人類学会報告』 明治19年

2 月号）を話題にしたのは、1884年 （明治17年）10月17日の こ とであった。 こ の「札幌近傍」 の説明のな
かに「 ツ イ シ カ リ 」を訪れた こ とが記してあるが 自 然、地形、民俗に触れると こ ろ は少ない 。 渡瀬の 目
にすれ ば特記する ほ どの珍しい場所ではなかったのであ ろ う。

こ こ では渡瀬よりも以前の旅人の 目 に、石狩川 および対雁近辺が どのようなものとして映ったかを
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2 歴史的環境

み て お く 。 川 沼 な どの 自 然、 お よ び民俗 を 含み 、 前後 も あ わせて い る の で い さ さ か分量が多 く な る 。
ま た引 用 に あ た っ て は 、 刊 行本 に な ら っ て い る の で数字、 仮名 な ど は 多様であ り 文字使い も 異 な る が、
こ こ で は 、 さ ら に 句読点 を 含め て 改 め た と こ ろ も あ る 。 な お 、 松浦武四郎 の記緑 は 除外 し て あ る 。

① 『快風丸渉海記事』 1688年 （元禄元年） の 見 聞
「石狩川 、 広 さ 那珂河 よ り も 広 く 御座候、 深 も 同 由 に 候。 脇 に 蝦夷共罷在候。 両脇 は平場 に て 四 、

五里程脇 に 大 山 見へ 申候。 然共、 右の ひ ら 場木立 し げ り 往来不罷成候、 舟 に て常 に か よ ひ 申候。 一村
に 大将分の蝦夷一人づつ御座候」

「鮭の登 り 申候節 は 、 中 々 多 く 御座候。 舟の舟魯 に 当 り 申 候程 に て承 り 候 よ り は 多御座候 由 」
②串原正峯 『夷諺俗話』 1792、 93年 （寛政 4 、 5 年） の見 聞 《石狩川 シ コ ツ 越の事〉 の項 （全文）
ソ ウ ヤ よ り 松前へ帰郷の節、 イ シ カ リ 川 よ り 夷船 に て 東蝦夷地 シ コ ッ と い ふ所へ 出 た り 。 イ シ カ リ

出舟 し て其夜は ト マ マ タ ヱ と い ふ所 に止宿 し 、 〔此川 筋止宿 は み な 夷小屋 に 泊 な り 〕 二 日 目 イ ベ チ と
いふ所へ着船。 三 日 目 シ コ ツ え 出 た り 。 夫 よ り 山越 を し て ビ ビ と いふ所 よ り 又船 に 乗 る 。 此処 よ り は
夷 の丸木船 に て ユ ウ プ ツ と いふ所へ着船せ し な り 。 イ シ カ リ よ り 川 路山越 と も 三十六里餘な り 。

今年 イ シ カ リ 川 に て鮭漁御用交易 あ り し か、 予 は宗谷 に詰居た る 故、 秋鮭漁 は見 ざ り し が、 右 川 路
通行の節、 シ コ ツ 川 鮭多 く 、 船中 よ り 川 中 を 見 る に 、 背 を 揃 た る 所、 器 し さ た と へ ん様 な し 。 夷 と も
ャ ス に て突漁す る な り 。 尤最早秋ゆへ、 錆魚 ゆ へ 、 干 し て か ら （干） 鮭 と な す な り 。 此川 続 き シ コ ツ の
ヲ サ ッ ト ウ と い ふ 沼 、 差渡一里斗、 此所 に も 鮭魚多 し 。

先年此沼水枯 し故、 所の夷 と も 不思議 に 思 ひ し所、 沼 の 川 口 に 大魚の死 し た る あ り て 、 夫 にせ き ら
れ川 の水増 し 、 沼の水かれた る よ し 。 此魚 は ア メ マ ス と い ふ魚 の年経た る に て有 し よ し 。 右大魚 の腹
の 中 よ り 丸 に 呑た る 鹿二疋あ り し と な り 。

イ シ カ リ 川 、 イ シ カ リ 場所 を は つ れて は イ ベ チ 川 と い ふ 。 夫 よ り シ コ ツ ） I I と 云。 夫 よ り は ユー プ ツ
川 と い ふ な り 。 ） I I 幅、 イ シ カ リ の浜辺川 口 甚広 く 、 丸二里斗 り 、 夫 よ り 段 々 狭 り 、 差渡 し 百二、 三十
間 あ り 。 イ シ カ リ 運上屋の前 に て 町見 を 斗 り し に 、 百廿十 間 餘あ り 。 川 筋所 に よ り て は狭 く な り 、 五
十 間 又 は 二 、 三 十 間 の所 も あ り 。 川 筋種々 に 曲 り て 直 な る 所少 し 。 午 に 向 ひ行か と 思へば、 少 し行 て
又折返 り 、 子 に 向 ひ跡へ戻 る 川 路 に て 、 又段々 と 午 に 向 ひ行 な り 。

予通行の節は 、 前 に も い ふ こ と く 最早鮭 も さ ひ て 夷 ど も ヤ ス に て是 を 突、 鍵 に て 引 懸あ ぐ る な り 。
こ れ を か ら （干） 鮭 に な し 、 交易荷物 に 出 し 、 又 は テ ン ヒ ラ と い ふ て 鮭 を ひ ら き に な し 、 食糧 に な す な り 。

シ コ ツ 川 の か ら （干） 鮭、 夷交易米八升入壱俵 に付八束位の相場 な り 。 一束 は 弐拾本結 な り 。
③武藤勘蔵 『蝦夷 日 記』 1798年 （寛政10年戌午） の 見 聞
7 月 25 日 シ コ ツ 越 と て イ シ カ リ 川 を 船 に て登 る 道あ り 。 こ の道 を 出立す。 ト イ シ カ リ と い ふ所 に

て 、 船中 に 泊 す 。 26 日 、 未 明 に 出 船。 イ ザ リ 川 と いふ所 に て 日 も く れ、 又 々 船中 に泊す。 二夜 と も 大
小便は 上陸 し 山 中へ通ふ。 其 た びた びに 蚤 の如 き 品、 股、 膝頭の下、 足の 甲 ま で一面真黒 に た か り 、
む さ き 事か ぎ り な し 。 山 中 に は熊、 兎 な ど沢山居 る よ し な り 。

27 日 、 夕 がた シ コ ツ に着船す。 28 日 、 同所出立。 船路 に て東蝦夷地ユ ウ プ ツ に 着船。 一 日 逗留 。
④同 じ 一行の 『蝦夷島巡行記』 1798年 （寛政10年戌午） の見聞
25 日 、 屋根船 に て イ シ カ リ 河 を •t斥 る 事凡三里許 に し て ビ ト イ と 云所 に 船 を 寄せ、 昼食 を 喫 亡7下オ

シ カ リ と 言処の岸 に 船 を 繋泊。 イ シ カ リ よ り 六里有 と 言。 26 日 イ サ リ の川 口 に泊 り 、 27 日 出 帆。
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⑤ 『遠山 ・ 村垣、 西蝦夷 日 誌』 1806年 （文化 3 年） の紀行 〔遠山金四郎景普 ら 一行西蝦夷地視察〕
6 月 11 日 （ ト ウ ペ ツ ） 戴里余 ま か り こ し候得 ば蝦夷家弐軒 こ れあ り 。

津石狩川 幅五間半 此所 に て石狩川江落合 申候
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右近年迄は小川 に御座候処、四 、五年以前大水 にて、サ ッ ポ ロ 川 上 に 切所出来、其後ツ イ シカ リ
水深、船通 自由の川 にまかり成り候由。夫より十四 五町過候得ば、

ツ イ シカ リ 蝦夷屋三軒其外運上家等こ れな く 、此処巡見 に付仮小屋取建こ れあり。 右漁小屋へ
止宿仕候。石狩より船路八里位。一体 に 東まかり こ し趣 に 候得共、道筋屈 曲 こ れあり、西或は東 に
向罷越候。

6月 12日 ツ イ シカ リ 乗船。石狩川通十四五町罷越候得ば、右の方より枝川 一筋落合候場所
イ ベ ッ ブ ト 川幅二十間余

此 イ ベ ッ ト 申 川 筋は東蝦夷地千歳川の下流 にて、即御用地民の船路 にて、是より石狩の本川 に 別れ、
イ ベ ッ 川 へ入る。左右雑木立、平野の間、船路凡四里余過候得 ば、左の方ユ ウ バ リ 川 。

⑥ r東海参澤」 1806年 （文化 3 年）の紀行。 『遠山 ・ 村垣、 西蝦夷 日 誌』 と 同 じ旅。
6月11日 イ シカ リ 川を船に てi斥る。川上へ行程川幅狭 け れども、川水は甚 だ深し。ハ ッ サ ブ 五

軒 サ ッ ポ ロ ベ ツ 夷 ヒ ト ヰ ト ウ ベ ッ ト マ ム タ ヰ 夷 ツ イ シ カ リ 上陸して泊る。夜更前也。
草野の、ただ雨露をしの ぐのみ。

早発石狩河、i斥河水、最子員中流相別、至当別、付帰舟以贈。
【中略】

12日 又 川 船 にて·i斥る。 ヰ ベ ツ に 入る。左右みな澤 にして、 川 境 さ だか に なし。ユ ウ バ リ 川 合流す。
濁流也。此辺 にて川 幅甚 だ狭 く 六、七間 ばかり、左右の岸は萬木茂 く 、藤葛 生茂りて、両岸の枝河上
に 相交り、わづかに日の光をも ら す。 大小の品虫船中 に 入て人を蓋す。大なるものは灰色也。小なる
爪蠅の如 く 、其毒尾甚た利し。 シ マ マ ッ プ ド ウ 、 シ マ マ ッ フ 、前松家公地の境也。川中にして天色暮
たり。猶行事数里の中、船中闇闇たり。 イ サ リ に着。時既 に 三更、両岸の毎火千点、白 昼の如し。

13日 船。船の長 さ 六尋ばかり、巾も深 さ も二尺にた ら ず。丸木の う つ ぼ船なり。千 と せ川の会所
の宿る。... . . . 【後略】 ． ． ． ． ． ．

⑦田草川伝次郎 『西蝦夷地 日 記』 1807年 （文化4 年）の見 聞
10月10日戌寅 快晴風無之寒寛 昼後より時雨夜中雨
ー 朝 5 時頃 イ シカ リ 出船。川 筋上る船中 に 而昼弁当。 ト ウ ベ ッ より少し行日暮。夜 9 時過 ツ ヱ シ

カ リ ヘ着。泊小屋に 而食事いたし、明日食物仕入等同所に而為致。暁 7 時出来 に付、同所出船。両人
にて図合一艘。 （中略）

ー イ シカ リ 川 筋左右 山不見 一 円平地。林木茂り川 岸川柳 一 円有之。 折々 鮭漁小屋あり、是は イ シ
カ リ 川 口よりサ ッ ポ ロ 迄之間、川 丈け 百里餘之蝦夷集 り 、鮭漁の所のよし。秋味荷物積出し、夫より
銘 々 食料を取干上げ、追い追い本宅へ戻る此の節も、いま だ漁小屋に居るものも有之。今日も帰舟多

有之。
一 石狩川 筋右之方 に 川尻有之分

ハ ッ シ ャ ブ
サ ッ ポ ロ （失文字） ト ウ ベ ツ 其外夷家あり

--＝--‘L ヱ シカ リ ツ ヱ シカ リ 泊小屋は川尻より餘程先左に あり。左 には川無し。
一 行程凡十ーニ里 く り舟 に 而も短日之頃は朝 6時頃より出精候而も夜 に 入よし
ー ツ ヱ シカ リ 泊小屋は石狩より建しよし誠之小屋也
10月11日己卯 晴昼前より雨 夜中不止寒風無之
一 明 け 7 時頃 ツ ヱ シカ リ 出船。 イ ベ ッ プ ト より夜明、 シュ マ マ ッ プ辺 に 而日入。夜 9 時頃 に 至り

雨強風も出蝦夷人 こ ご え難儀之由に付、川 岸 に 船繋 ぎ岡 に 而火を焚、夷人番人等夜を明す。 但船中 に
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而昼食 は致す。 夜食 は 焚所無 之 に 付不食。

ー ツ ヱ シ カ リ よ り 一 里程行、 右ヘ イ ベ ッ ブ ト 川 筋へ 曲 る 。 川 尻 に 而 は 巾 四 五十 間 あ り 。 追い追い

細 く 成、 水 は 深 し 。 此川筋左右 と も 石狩川 同 断、 両川 と も 川 中 立木流還 り 、 所所有之舟路六ケ 敷。 但

ブ ト は 川 尻之事也。
ー イ ベ ツ 川左 に ユ ウ バ リ 川 尻あ り 。 右 に シ ュ マ マ ッ プ川尻 あ り 。 夫 よ り 繋船之所迄枝川 無之。

一 行程繋船之所迄凡十二三里。

⑧玉晶左太夫 『入北記』 1857年 （安政 4 年） の巡検同行記 （稲葉一郎解読、 1992年）

（ 閏 5 月 28 日 ） 「… … サ テ 土人 ノ 働 キ ハ ッ サ フ ブ ト 《是石狩川 へ 出 ロ ナ リ 〉 ヨ リ ツ イ シ カ リ 迄 四里半余、

且 ツ 上流へi斥 ル ナ レ バ舟 ニ テ モ 中 々 容易 ナ ラ ザル ニ 、 少 シ モ休息ナ シ ニ カ ヲ 尽 シ テ 櫓 ヲ コ ギ働 キ ケ ル

コ ソ 感心 卜 云 フ ベ シ 。 夜子時漸 ク ツ イ シ カ リ ニ 至 リ タ リ 。 何 レ モ疲労且空腹 ト ナ リ 争 フ テ飯 ヲ 喫ス 。

サ テ 投宿所ハ至テ 鹿略且 ツ 狭陰漸 ク 膝 ヲ 入 ル ル ノ ミ ナ リ 。 先年焼失 シ テ 当 時仮小屋 卜 云 フ 。 」

（ 閏 5 月 29 日 ） 「一辰前発 シ ー里余行 キ テ イ ビ ッ プ ト ト 云 フ 、 千歳川 筋 出 ロ ナ リ 。 此処二 川 ア リ ツ イ

シ カ リ 川 卜 云 フ 。 半丁斗 ノ 幅ニ テ ハ ッ サ プ川 ヨ リ 大 ナ リ 。 是 ヲ 過 グ レ バ シ マ マ ッ プ ト 云 フ 処 ア リ 、 此

処ユ ウ ブ ッ ィ シ カ リ ノ 境 ノ 由 。 夫 ヨ リ イ サ リ ブ ト 、 千歳川 、 ユ ウ ブ ッ 、 ト ツ ヅ ク ト 見ヘ シ ガ、 夫 レ 迄

ハ探索 セ ズ シ テ 戻 リ ケ ル コ ソ 残念 ナ リ 。 ツ イ シ カ リ ヨ リ ュ ウ フ ツ 迄ニー里余 卜 云 フ 。 夫 ヨ リ 前路へ戻

リ 又 ッ ィ シ カ リ ヘ来 リ 午飯 ヲ 喫ス 。 … … …又行 ク コ ト 半里余ニ シ テ サ ッ ポ ロ 古川 二至 ル 。 此川 ハ 以前

ハ サ ッ ポ ロ 山 ヨ リ 流 レ シ 川 ナ レ ド只今ハ水道 変 ジ テ ツ イ シ カ リ 川 へ入 ル ヨ リ テ古 川 卜 唱 フ 。 … … … …」

( 9 月 13 日 ） 「一今 日 雨。 且公事有 リ テ 滞留 セ リ 。 千歳 ヨ リ 石狩領ヘ ノ 河筋併新道道順

一 《昼〉 カ マ カ 大 沼 ア リ 。 此辺水鳥多 シ 。 一 《泊〉 イ サ リ フ ト イ サ リ 川 ノ 水末ナ リ 。

- 〈同〉 シ マ マ ッ フ ー 円平原湿地。 芦萩多 一 《同〉 都石狩 此辺第一 ノ 高地 ニ テ 柳桑桂多 ク 、

シ 。 鶴 ・ 白 鳥多 シ 。 地味至 テ 宜 シ ク 水源作発路川 ヨ リ 落 ル 。

鮫 ト ト 鮭多 シ 。

- 〈同〉 ビ ト ヱ 此辺地味宜 シ ク 柳 ニ キ ヨ ウ ー 《同〉 発作部 此辺大沼 ア リ 菱多 シ 。

（杏） 葡萄多 シ 。
ー 〈同〉 ホ シ ホ キ ヲ タ ル ナ イ 石狩境ナ リ 。 一 〈同〉 銭箱 漁家連軒緋漁 ア リ 。 但天狗 山 丸 山

何 レ モ 椴楓多 シ 。

【 中 略）

作発路川 大河急流滝 ノ 如 シ 。 河幅数十丁石川 原 ニ シ テ 水源凡十 日 路余其処未詳、 ツ イ シ カ リ ノ 水

源 ナ リ 同所 ト ヱ ヒ ラ ヨ リ 上ニ シ テ 南 ノ 方 二 当 リ テ ウ ヱ ン シ リ ト 云 フ 高 山 ア リ 。 作発路山 ヨ リ 凡三 四 里

程先 キ 山 麓幅三四里余。 石河原 ニ シ テ 水行 ノ 跡一 円 コ レ ア リ 。 【後略】 」

⑨松本十郎 『石狩十勝両河記行』 1876年 （明治 9 年） 往路 と 帰路の記述があ る 。 ま ず往路の こ と 。

六 月 八 日 雨始 テ 晴 レ 対雁村泊

ー 、 例刻 二 出 鹿、 諸件 同僚調所少判 官 二 引 継相済 ミ 、 午前十一 時本晒 ヲ 退出 、 封雁村迄船行 二 決ス 。

（但雁 来村迄ハ 馬行） 十二時二解綬。 両三 日 森雨 ノ 為急流如矢。 封雁村迄一 時四拾五分二達ス 。

同 虞ニハ （但立花由松屋舗内 二） 管庫武棟、 建築頗 ル 宜敷、 河向岸ニハ （ シ ノ ツ 太 ヨ シ ） 立室税々

然 タ リ 。 （ 中 略）
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九 日 、 十 日 （ 中 略） 〔対雁村立花 に つ い て の 説明 な どあ り 。 石炭の発見 に 関 す る こ と な ど。 〕

帰路の こ と 。

（七 月 ） 十 日 （前夜 は千歳 に 泊 ま っ て い る 。 中略）

彿嗅二 解綬。 千歳川 ヲ 降ル 。 其疾 コ ト 如矢。 暫時ニ シ テ （ ヲ サ ッ ト ウ ） 二 至 ル 。 従是寛流、 川 筋無
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限屈 曲。或東、或西、南北針位轄々 九時二 （夕 張太） 二至ル。川 幅拾間餘。落口北々 西二 向 ク 。
千歳川 至極深、大低 （抵） ノ 川小蒸気 ヲ 容ル ニ 可 ナ リ 。十二時 （サ イ ノ ベ ナ ヰ ） 二 至 リ 、居 リ 合 タ

ル土人共戸毎二 酒 ヲ 典 フ 。直 ヲ 下船 （ヱベ ツ 太） 二至ル。
船中 ヨ リ 岸上 ヲ 仰 ギ見 レ バ、茅小屋咸棟大ナ ル部ア リ 。且 ツ 其野辺二若干土人男 女群居 セ ル ヲ 見 ル。

是則可太土人 ナ リ 。千歳 ヨ リ 召 連 レ タ ル 土人 （ハ セ ク ） （ヤ ヰ タ ベ） 両名岸二 登 リ 余ノ 来ル示セバ暫
時二 戴拾名来 リ 、 （ ヤ ン カ ラ フ ー テ ー ） 卜 云 フ 。 〔久振ニ テ御 目 二係 リ マ シ タ ト 云儀〕 。其据可憐不
可言ナ リ 。 （後略） 〔以下 には可太土人 についての実情、見解などあり。〕

( 3 ) 古地図での様子
石狩川、対雁、 江別 の こ とがどのよう に 表現されているか、 『北海道古地図集成』 (1987年、札幌、

高倉新一郎編著） など に 載っているものを見ておく。 こ れ に よって、「ツ イ シカ リ 」の地名は、もとは
石狩川 の北岸にあった こ とがよくわかる。

『元禄御 国絵図』 1700年 （元禄13年） 松前藩作成 には、 東海岸アズマから西海岸イ シカ リ ヘの通路、
道筋が描いてあり、「エヘ ッ フ ト 」 「 ツ イ シカ リ 」の地名がある。

『津軽一統志』 巻十附図1731年 （亨保16年） には「此川日本二双 ビ ナ キ大川 」とある。
『三 国通覧屈説J の 「蝦夷国全図」 （林子平） 1785年 （天明 5 年） では「 イ シ カ リ 川 、 ヒ ロ サ ニ十丁フ

カ キ コ ト 十 ヒ ロ 」とあり、 「ツ イ カ リ 」は石狩川 の北岸 に相当する位 置 に 書いてある。
r松前地図』 （加藤肩吾） 1793年 （寛政 5 年） では石狩川 の北岸に 「 ツ イ シカ リ 」南岸に「ヱ ヘ ッ 」の地名

がある。「津石カ リ 」という表記も認められる。
『蝦夷地澗絵図』 （作者不詳） 1800年 （党政12年） 以後では、石狩川 の北岸に「ツ イ カ リ 」があり、南岸

は「イ チ ャ リ 」である。
『文化改正拾遺日本北地全図』 （作者不詳） 1804-17年 （文化年間） 以後 には、石狩川 の北岸に 「 ツ イ

シカ リ 」 がある。
『松前蝦夷地島図』 （村上直之写） 1816年 （文化13年） では「ツ イ シカ リ 川」と「サ ッ ポ ロ 川 」が合接して

いる。合接したのは1802年 （亨和 2 年） の こ とと推定されている。 こ れがの ち 1869年 （明治 2 年） から豊
平川 と呼ばれる こ と になる。

『蝦夷国測量図』 （伊能忠敬） 1821年 頃 （文政4 年） は詳細な図であるが、 地名が読み取れない。ほ ぼ
同 じものである r大日本沿海実測図、伊能中図、北海道 （二リ を見ると「 ト イ シカ リ 川」「 イ ヘ ッ フ ト 」
の地名がある。石狩川 の北岸の「モ シ リ 0 0 ナ イ 」は判 読し難い （ 口絵 3 ) 。

『蝦夷全図』 （伝間宮林蔵） 1822年 （伝文政 5 年） は、詳細な固であるが、尺が大きす ぎて地名が読み
とれない。さいわいに も恵庭市郷土資料館の1999年夏の特別展示 『記録に 現れたエ ニ ワ 』 で国立国会
図書館所蔵の 『蝦夷図」 の名称で写真パ ネ ルとして展示された。 こ れに よると豊平川が石狩川 に 合流
すると こ ろ に 「下 イ シカ リ 」があり、そ こ から豊平川 を少しさかのぽったと こ ろ に 「 ト イ シ カ リ 」があり、
合流点から石狩川を少しさかのぼったと こ ろ に 「上 イ シ カ リ 」がある。石狩川の北岸には「 シ ッ ノ ツ 」「イ
チ ャ リ プ ト 」があり、「 イ チ ャ リ 」は江別 川 と石狩川 との合流点の東側 に ある。

『蝦夷地里数書入地図』 （今井八九郎） 1831年 （天保 2 年） には豊平川 が石狩川 に 合流すると こ ろ よ
りも下流側 に 「 ト イ シカ リ 」の地名があり、 こ こ に 「番屋有泊所」と 「夷家」の文字、印がある。「イ ヘ ッ
フ ト 」の地名もある。

天保御 国絵図 （写） 『松前蝦夷図」 （作者不詳、松前藩か） 1838年頃 （天保 9 年） では石狩川 の南岸、豊
平川 との合流点よりも上流 に「 ト イ シ カ リ 」がある。
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2 歴 史的環境

( 4 ) 諸地図 （ 図 IT - 1 · 2 · 3 · 5 · 6 · 7 · 8 · 9 · 10) 
図 Il - 5 • 6 · 7 · 10 は対雁 2 遺跡周 辺 の 古 い 地 図 で あ る 。 と も に 元 図 は 5 万分の 1 の 図 で あ る 。

図 Il - 5 は 1 896年 （ 明 治29年） 「 陸地測量部」 製版 の 「北海道候製五万分ー 図」 『江別」 で あ る 。 こ れ

は 「候製」 と い う 制約 も あ っ て 、 河川 に 比べて丘陵の表示 は概略的 な も の で あ る 。 主要河川 の様子に つ

い て は 、 1873年 （ 明冶 6 年） 以降の近代 的 な 測批技術の成果が盛 り 込 ま れて い る 。 行政の 区画 と し て 、

上半 に 「篠津 （ シ ノ ツ ） 村」 、 左 に 「封雁 （ ツ イ シ カ リ ） 村」 、 中 央 に 「江別 （エベ ツ ） 村」が記入 し て あ る 。 こ

の 図 の 地名 表記 は 「屯 田 」 「 陸橋」 を 例外 と し て 、 ア イ ヌ 語 を 片仮名 · 漢字で写 し た も の ばか り で あ る 。

対雁村 に は 道沿い に 民家 が並 び、 学校、 仏宇 （寺院） の 記号が認め ら れ る 。 湿地の原野 を 西 に 伸 び

る 直線の 道路は札幌へ連絡す る も の で 、 途 中 か ら 北 に 別 れ て い る の は 1858年 （安政 5 年） 開 削 し た と い

う 石狩へ の道 で あ る 。 学校か ら 東へ の 道 を 行 く と 、 二 つ の 道 が合流す る 。 こ の 合流点 は村人 に と っ て

は 重 要 な 指標の 一 つ で あ り 、 後 々 ま で 「分か れ股」 と 呼ばれ て き た 。 さ ら に 東へ進 む と 右へ分か れ る 道

の 手前 に 寺院があ る 。 寺 院 の 角 を 南 に 折 れ て 500 m ほ ど進 む と 丘 陵地形で あ る 。 こ の 図 に は 明 示 し て

な いが、 こ こ の丘の上 は対雁村、 江別村の墓地で あ っ た 。

寺 院か ら さ ら に東 に 進 み 「 モ シ ョ ッ ケ シ ュ マ ナ イ 」 川 を 渡 る と 江別屯 田 で あ る 。 野幌丘陵 に 直線 で 区

画 さ れ た 道 に 沿 っ て民家が規則 的 に 記 さ れ て い る 。 こ の 図 で は 「江別屯田 」 の表示 し かみ ら れ な い が、

1 885年 （ 明冶 18年） に は 野 幌兵村が開 設 さ れ、 江別兵村 と は 分離 し た 。 鉄道 は 石炭輸送 の た め に 1882年

囲 治15年） に 「幌内線鉄道」 と し て 開 通 し 、 同 時 に 江別駅が開業 し た も の で あ っ た 。 「 の つ ほ ろ 」 駅が

開 業 し た の は 1889年 （明 治22年） の こ と で あ り 、 こ の こ ろ は 「手宮鉄道」 と 呼ばれて い た こ と に な る 。

対雁か ら 北側 の篠津村へ行く に は 、 石狩川 を 船で渡る 。 渡 し 場 は 学校か ら 西へ300 m 進 み北に折れ、

直 進 し た 河原 に あ る 。 篠津村 に も 屯 田 兵が配置 さ れ て お り 、 直線の 道路沿い に 規則 的 な 民家 の 配置が

み ら れ る 。 「篠津」 は ア イ ヌ 語の 「 シ ン ノ ツ 」 に 由 来す る 地名 で あ る 。

石狩川 の 周 囲 は野幌丘陵 を 別 と し て 、 泥炭湿地、 原野が広がっ て い る 。

図 Il - 6 は 1919年 （大正 8 年） 「大 日 本帝国 陸地測量部」 発行 の 『江別』 で あ る 。 こ の 図 の全体 に

関 し て は等高線か ら 地形が良好 に読み取れ る が、 あ い に く 対雁 2 遺跡の周辺は低平 な 原野 で あ り 、 地

形 の 判 読 は で き な い 。 遺跡の あ る 場所 は 、 学校か ら 南西側300 m ほ どの細 い 道 の あ た り で あ る 。 当 時

学校は 「対雁尋常小学校」 と 呼ばれて い た 。 学校 の道路寄 り に は記念碑の記号があ る 。 こ の 記念碑 は 「御

大典記念碑」 （大正 4 年 1 1 月 10 日 建之） な の で あ ろ う か。 札幌へ通 じ る 道 の 豊平川 に は 「対雁橋」 が

架 け て あ り 、 そ の 脇 に は神祠 （神社） の 記号があ る 。 対雁神社 で あ る 。

小学校の北の石狩川 に は 「対雁渡」が明記 し て あ る 。 対雁渡 し の 下 流 に は水深8 . 0 m と あ る 。 石 狩 川

の上流 4 kmの 江別 に は 「重兵衛渡」 があ り 、 こ こ ら の水深 は 3 . 5 m で あ る 。 分かれ股 の 近 く の 川 岸 の 高

さ は 7 . 4 m と 読 め る 。 「角 山 」 「越後村」
「伊達屋敷」

「第一 原 野」 「筋違」 「学 田 」 と い う 和 語の

地名があ る 。 さ ら に 競馬場、 飛烏山、 製紙工場、 煉瓦工場、 製糖会社 な ど も 記入 し て あ る 。 鉄道 は 函

館本線 と な っ て い る 。

図 Il - 7 は 1937年 （昭和 12年） 「大 日 本帝国陸地測益部」 発行の r江別」 で あ る 。 対雁 2 遺跡の周

囲 に は 大 き な 変化 は み ら れ な い よ う で あ る 。 こ の 図 で新 し く 表現 さ れ て い る の は 石狩川 に 架 か る 「石

狩大橋」 と 鉄道 、 送電線 で あ る 。 江別駅か ら 北西 に 2 km ほ ど進 ん だ と こ ろ に あ る 「石狩大橋」 は 1 920年 （大

正 9 年） に 完成 し た も の で あ る 。 こ の橋の上流 に は 水深IO . O m が読み取れ る 。 橋 を 渡 っ て北へ500 m ほ

ど進 む と 「 え べつ」駅があ る 。 こ れ は 特殊鉄道 に 分類 さ れ る 「江常軌道」 の も の で 、 さ ら に 3 km北 に 進 む

と 「 さ ん げん 」 駅 に 達す る 。 江嘗軌道 は 江別 と 当 別市街 と を 結ぶ も の で 、 1 927年 （昭和 2 年） 8 月 開 業

し た が、 1936年 （昭和11年） 4 月 に 廃止 と な っ た 。
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図 II - 6 遺跡周辺の変遷 ( 2 ) （ こ の図 は 1 91 9年 （大正 8 年） 大 日 本帝国陸地測量部発行の
5 万分の 1 地形図 『江別 を複製 し加筆 し た もの で あ る 。 ）



図 II ― 7 遺跡周辺の変遷 ( 3 )

II 遠跡の位箆 と 環境

（ こ の 図 は 1 937年 （昭和1 2年） 大 日 本帝国陸地測量部発行の
5 万分の 1 地形図 I'江別』 を 複製 し 加箪 し た も の で あ る 。 ）
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2 歴史的環境

江別市街地の北西に は、 競馬場が移転 し 、 松村牧場 も 記入 し て あ る 。 し か し 、 こ の 牧場 は 、 1928年（ 昭
和 3 年 ） に 移転 し て き た 「町村牧場」 の誤記で あ ろ う 。 こ の 牧場か ら対雁小学校へ向か う 丘陵縁 に は 、

墓地の記号が道の両側 に認め ら れ る 。

図 II - 8 は 治水事業 の計画 図 で あ る 。 1950年 （昭和25年 ） 頃の対雁地区の学校、 道路、 棉、 川 な ど の
様子が、 よ く わ か る 。 直線で の び る 「堤防予定地」 は、 30年ほ ど し て 土盛の堤防 に な る の であ る 。

図 II - 1 · 2 · 3 は1966年撮影の空中写真 を も と に し て 、 1999年 に 図化 し た地形図であ る 。 河川改修

の工事前 な の で 、 自 然地形が よ く 表現 さ れ て い る 。 詳細 は 、 本文の II 章 1 節 （ 3 ) 周辺の環境で述べ

て あ る 。 図 II -2 に は 、 標高9 m で線引 き し た 高 ま り 地形が 2 か所あ る 。 ひ と つ は対雁2 遺 跡が所在

す る と こ ろ で あ り 、 も う ひ と つ は石狩川 の北岸であ る 。

ま ず対雁2 遺 跡の あ る と こ ろ に つ い て は 、 南北に 伸 びる 起伏地形に特色があ る 。 世田豊平川 に よ っ

て寸断 さ れて は い る が、 ひ と 続 き の地形 と 見 て よ い で あ ろ う 。 こ の 南北 に長い方向性は 、 本文の II 章

1節 ( 5 ) で説明す る 噴砂（砂脈） の走行方向 と ほ ぽ同 じ で あ る（ 図 II - 4) 。 さ ら に こ の 噴砂（砂脈 ） 、
起伏地形 と の走行方向 を 予察 的 に な がめ れ ば、 図 II- 6 · 7 な どの 5 万分の 1 地形図に見 ら れ る 野幌

丘陵が泥炭湿地へ沈 ん で い る 直線地形に並ぶ 、 あ る い は 同 一線上で は な い の か。 対雁2 遺 跡が立地す

る 高 ま り 地形は石狩川 本流の 近 く に あ る ので、 地形の形 成 に は河川 営力が主要 な も の であ る こ と は 当

然 と し て も 、 い ま ひ と つ 内部営力 を 考慮す る 観点 も 必要 か も し れ な い。

も う ひ と つ の石狩川 の北岸の 高 ま り 地形 は 、 古い時期 の 「 ツ イ シ カ リ 」 の場所であ っ た可能性 を 指

摘す る に と どめ る 。

図 II -10は 1980年（ 昭和55年 ） 「 国土地理院」 発行の 『江別』 であ る 。 対雁小学校、 民家が移転 を

終わ り 、 直線の対雁築堤、 国道337号が完 成 し て い る 。 工業用団地の 道路 も 整備 さ れ て い る 。 こ れ よ

り も 少 し 古 い時期 の様子が、 図 II - 9 であ る 。 こ れ は 1973年 （昭和48年 ） 「 国土地理院」 発行 の2 .5

万分の 1 地形図 『江別』 であ る 。 新石狩大橋が完 成 し 、 石狩川 の堤防の直線化 も 進行 し て い る 。 豊平

川 は 旧 豊平川 と 呼ばれ る よ う に な っ て い る 。 対雁小学校、 神社、 民家の記号に変化 は な く 、 分かれ股

も 認め ら れ る 。 切 り 替 え の 国道は、 旧豊平川部分の施工 を 残す の み で あ る 。 し か し 、 こ の縮率 の地図

であ っ て も 対雁2 遺 跡の あ る 付近の 自 然地形 を と ら え る こ と は 困難 な の で、 図 II - 3 を 製作 し た。

以上、 対雁2 遺跡周辺の様子を歴史的環境 と い う 項 目 で見て き たが、 石狩川 に つ い て 2 点だ け追記

し て お く 。 治水事業が行 わ れ る 以前の 自 然河川 と し て の 流路長 は 、 約360kmであ っ た が、 短接水路に
代表 さ れ る 河川改修の結果、 現在で は260km に な っ て い る 。 こ れ に よ り 水の 流 れ 下 る 速度がい く ぶ ん

早 く な り 、 冬季の河川 氷結 に影轡 を 及 ぼ し て い る と い わ れ て い る 。 ち な み に 1945年12月 か ら の重兵衛

渡 し の 記録に よ れば、 12月 7 日 に は 流氷塊が見 ら れ、 19 日か ら は 人が歩 い て 渡 っ て い る 。 翌 2 月 12 日

か ら 3 月 10日 ま で は 、 氷橋 を 厚 く 作 っ て 馬 ソ リ の渡河が可能であ り 、 人が歩 けた の は 3 月28 日ま でで

あ る 。 結氷の期 間 は 冬毎 に 異 な り 、 暖冬の場合 は人の通行 も 不可能 だ っ た と い う 。

対雁2 遺 跡近 く で の 低水期 に お け る 水面高が0. 3 m で あ る こ と 、 水深 は 自 然河川 の 図 II - 6 で8 .0m

であ り 、 現状で も 5 m よ り も 深い こ と か ら 、 海水面 よ り も 低い部分 で は 塩水が流入 し て い る 可能性が

尚 い 。 19世紀の旅行記で ツ イ シ カ リ の近辺 に 海の魚が見 ら れ る と い う 記述 と 符合す る 。 表層 水の流が

潮の 干満現象の影響 を 受 けて い る こ と は 、 発掘調壺時 に逆流状態 を 観察で き た こ と で も 納得で き た。

下層 の塩水 の上 に 、 上流か ら く る 真水が う す く 乗 っ て い る と す れ ば、 植生動物 な ど と地形 を 含め た地
表環境の変遷な ど、 遺 跡の形成 と い う 観点 か ら 考 え る こ と が必要 と な る であ ろ う 。 （西田 茂）

26  



II
 

遺跡の位骰 と 環境

ー
＼

 

＼
 

＼

＼

 

I

I

 

＼
 

ーI
I

 

I

I

 

I

I

 

I

I

 

＼

＼

 

ー＼ 
＼

 

＼

ー

＼

＼

 

＼

＼

 

＼心鸞，

＼
1,l'

 

＼

＼
 

＼
 

＼
 

, . ,'
 

＼
 ＼

 

＼
＼

 

ーt

＼
 

＼

ヽ

⑰ .
 

＼

ー
＼

ぎ
ぎ 一

＼
 

.n-

K
E
 

.....
 

.
 ＼
 

O

\
 

ク

＼

＼
．．
 g-＿＿言一
§.

 

• ,9’
.＇t、
ヽ

\

＼

 

.......
 .
 

＼ゲ・・,...
 

ゞ

, ＇， ＇
,9,

',

＂̀

、

_•-
g-.

..
 ”,
 

. .
 

‘
ゞ

‘

\

．．．
 
ー
g -―

的

．．．
 
ー・

-_
 
．．

 

t-_――
 

‘’

\

\-.9.

\ ．
，
'

f‘
ぷ＇
心＇
心
ぶ ，
ヽ

3
S

I
\

＼

f .＼
知
知
賃
忍
籾、

＼
，＿ーー

＼
口‘

\＼

：
釘
喜

ぷ
g'．，＇

\

50，
 

｀
 

ー
1

1

\

（
 

＼
 

＼
 

＼
 

＼

＼

 

ー

／

もゃ
墨
翌＊＂
＼

\

＼

\

＼

 

＼ー
＼

芯

＼

＼

図画

＼

＼

 

`

\

 

＼
 

計

3

\
＼\
そ

\＼

/

裂-
＼

＼
 

＼
 

n

\

 

＼
 

＼
 

の

＼

＼

 

業事

/

水

［
 

\
_
―――—＿呈――-m-＿―●-＝-＝-
[

治

ゞ‘、‘、

=f
 ＼
 

\
_

↓
 

c
 

｀

＼

 

\\
／1 ＼ ー
＼＼、

＼
禽

ヽヽ
ャ

ヽ＼
＼
然
念｀

＼
＼
 

＼
 

ヤ⑦

日
Z

且

§I
 

良

（
汝
営
N
塞
な
ー

、
入
や
似
囲
lf
8
:aJ
6
6
6
l)

っり4
⇒
悩牲
互
7
→
如
翌
e
に
改
猛
溢
裂
床ug-―
否
屈 ｀
醤
也一（
瀾
塁
聟
硲 、
l(
9
,1,
0
9
 6
 l)
$
*
廿
化
曰
嗚
菩

i

巴
室遷→に

図 JI ー 8

27 



28 

図 I - 9 遺跡周 辺の変遷 ( 4 ) （ こ の図 は 1 973年 （昭和48年） 国土地理院発行の2 . 5万分の 1
地形図 りエ別』 を 複製 し 加筆 し た も の で あ る 。 ） 



11 追跡の位筐 と 環境

図 I - 1 0 遺跡周 辺の変遷 ( 5 ) （ こ の図 は 1 980年 （昭和55年） 国土地理院発行の 5 万分の 1
地形図 りエ和 を 複製 し加笹 し た も の で あ る 。 ） 
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3 . 周辺の遺跡 （図 II - l 1 ・ 12 、 表 II - 2 )  

図 II - ll • 12 は 、 江別市教育委員会作 成 の埋蔵文化財包蔵地カ ー ド な ど を も と に し て 作 っ た対雁 2

遺 跡周 辺 の 遺 跡分布 図 で あ る 。 現在、 埋蔵文化財包蔵地カ ー ド に は市内の137か所が遺 跡と し て 登載

さ れ て お り 、 野幌丘陵の縁、 野幌丘陵の小川 の縁 に は 、 い た る と こ ろ に逍跡が確認 さ れ てい る 。 図 II

- 1 1 は 1966年の地形 な の で 、 す で に坊主山遺跡 と 江別第2 チ ャ シ 遺 跡の丘地形は壊さ れて変形 し 、 本

来的 な 遺跡は消 え て い る 。

こ れ ら の遺跡の な か に は 明 治時代 か ら 知 ら れ て い る も の も あ る が、 大半は最近30年間 の分布調査、
発掘調査に よ っ て 明 ら か に な っ た も の で あ る 。 と り わ け1972年の踏査、 1977年の 分布調査 に よ っ て遺

跡であ る こ と が確認 さ れ た も のが多い。 以後 も 分布調査の繰 り 返 し に よ っ て市内で は 遺 跡の数は増 え

る 一方 で あ る 。 ま た 、 そ れぞれの遺跡で は 、 道路工事、 宅地造 成 、 家屋建設な どの土地の改変 に 先立 っ

て 遺 跡の一部 を発掘調査 し た 例が多 い。

そ し て発掘調査に よ っ て得 ら れた土器、 石器な どの資料は、 市郷土資料館で保管 さ れ て い る が、 そ

の重要 さ の ゆ え に 国指定の文化財 に な っ て い る も の も あ る 。 元江別 l 遺 跡、 後藤逍 跡で あ る 。 こ の地

図の範囲か ら はずれてお り 、 表 II -2 に は な いが江別太 （エベ ッ ブ ト ） 遺 跡の資料 も 国指定の文化財で

あ る 。 こ の遺 跡は1978年に 、 高速道路の 建設工事で見つ か り 、 緊急 に発掘調査がな さ れ た。 場所は 、

馬蹄沼 の近 く 、 千歳川 の流路の脇で あ る 。 こ こ は低湿地の遺跡で、 縄文時代晩期 と 続縄文時代の土器、

石器な ど と 一緒 に 、 木製遺物が多 く 出 土 し た。 な か で も 木製柄付 き 石ナ イ フ と 呼ばれ る も の は 、 良好

な残存状態 と と も に 、 石器 （ ナ イ フ ） の使い方 を 具体的 に示す資料 と し て重要 な の で あ る 。

国指定の文化財で は な い が、 資料 と し て重要な も のがほかに も 多 く あ る 。 代表的 な も の で も 、 た と

え ば、 高速道路でみ る と 西イ ンタ ー チ ェ ンジの吉井の 沢 l 遺 跡、 二番通 り の近 く の大麻 l 遺跡、 パ ー

キングエ リ ア の西野幌 l 遺 跡、 東野幌 1 逍跡な ど。 野幌総合運動公園の西野幌12遺跡、 大麻団地の 大
麻 5 遺跡、 大麻駅の南に広がる 大麻 6 遺跡、 大麻 中央公圏 の沢に接す る 大麻 3 遺 跡な ど。 さ ら に江別

駅前 の丘に あ る 萩ケ 岡遺跡も 縄文時代以降続縄文時代、 擦文文化 、 ア イ ヌ 文化の資料が豊富であ る 。

道央地域の縄文時代中期の土器に は 、 こ の遺跡か ら 出 土 し た も の を 標識資料 と し て 萩ケ 岡 l 式、 萩ケ

岡 2 式、 萩ケ 岡 3 式、 萩ケ 岡 4式 と 呼ばれ て い る も のがあ る 。
地図 に あ る 遣 跡の時代 ・ 時期 に つ い て は 、 調査の歴 史の有無 を 含め て 表 II -2 に示 し た 。 こ れ ら の

遺跡の特色 に つ い て 、 最近10年ほ どの新 し い知見 を 主に し て 時期区分 ご と に記述す る と 、 次の よ う に
な る 。 さ ら に市内の遺跡か ら 出 土す る 土器の主要 な も の の特色、 土器型式 も 示 し た 。

な お 、 表の番号は遺跡の登録番号と 同 じ に し て あ る 。

旧石器時代 遺構、 遺物 は検出 さ れ て い な い。
縄文時代 早期前半か ら 後半、 お よ び前期 と み な さ れ る 住居 跡・ 土哄墓 な どの遺構は 少 な い 。 土器 ・

石器な どの遺物 は 少量で は あ る が多 く の遺跡か ら 見つ か っ て い る 。 中期、 後期、 晩期 の遺構、 遺物 は

多 い 。 と り わ け 晩期の資料は豊富で あ る 。

早期前半 は 、 貝 殻条痕文土器が坊主山遺跡、 高砂遺 跡か ら 出 土 し て い る 。 早期後半は東釧路 m 式、 コ ッ

タ ロ 式、 中茶路式、 東釧路w式 な どの土器が出土 し て い る 。 縄文時代前期は 、 前半の時期 は縄文尖底

の土器であ る 。 後半 は 円筒下層式土器、 大麻 5 式土器な どであ る 。

縄文時代中期に は住居跡、 土城墓のみ な ら ず、 落 し 穴 と 呼ばれ る も のがあ る 。 土器は萩ケ 岡 1 式、 萩

ケ 岡 2 式、 萩ケ 岡 3 式、 萩 ケ 岡 4式、 北筒式 な どで あ る 。 縄文時代後期の土器は余市式、 手稲式、 堂
林式な ど。 縄文時代晩期の 遺 跡は 、 虫除川流域、 七 丁 目 沢流域に お い て多 く調査 さ れて い る 。 晩期 の
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1] 遺跡の位匝 と 環培
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図 lI ー1 1 周 辺の遺跡 ( 1 )
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3 周辺の遺跡

遺跡の多 く が次の続縄文時代 に 引 き 継がれ て お り 、 土渡墓が集 中 し て 見 つ か る 例が多い。 土器 は亀ケ

岡式、 タ ン ネ ト ウ L 式な どであ る 。
続縄文時代 前半期、 後半期 と も に多量の資料があ る 。 遺構は住居跡、 土城墓、 土城、 焼土が検出 さ

れて い る 。 土渡墓 に は 、 土器や 石器、 飾 り 韮 な どの遺物 を 豊富 に 含む も の があ る 。 元江別 l 遺 跡で見

つ か っ た 前半期 の土渡墓か ら は 、 土器、 石器、 飾 り 宝 な ど特色 のあ る も の が検出 さ れ て お り 、 重要文

化財 に 指定 さ れ て い る 。 後半期 の土器は 江別式土器群 と 呼ばれ る も の で、 その分布 は北海道の み な ら

ず東北地方の北部に ま で及 ん で い る 。
土器は大狩部式、 恵山式、 江別太式、 江別A 式、 江別 B 式、 江別 C 1 式、 江別 D 2式な ど。

擦文文化期 竪穴住居 跡の検出 例 は 少 な い 。 後藤遺跡の 墓 は 、 北海道式古墳 と 呼 ばれ る も の で、 国指

定史跡と な っ て い る 。 土器は北大式、 土師器、 須恵器、 擦文式な ど。

ア イ ヌ 文化期 こ の文化期で はチ ャ シ が代表的 な 遺構で あ る が、江別チ ャ シ が残 っ て い る の み で あ る 。

元江別 1 造 跡では 土城墓が検出 さ れ て い る 。

江別市内 で は丘陵部の遺跡が多 い が、 最近の札幌市域で の発掘調査例 を 参考 に す る と 、 標高 7 m よ

り も 低い場所 に お い て も 、 た と え 現在そ こ が泥炭湿地であ ろ う と も 、 遺 跡が見つ か る 可能性があ る 。

次 に示す の は、 193 1年（昭和 6年） 10月 15日 の 「北海タ イ ム ス 』 記事であ る 。 江別 に お け る 発掘調査

の は じ ま り の頃の様子が う かがえ る 。

「北海道の 先史 を 語 る 一 こ れ は う れ し き 遺物展 ー」

江別 の丘や千歳に も 様 々 な遺物 一 河野、 高倉両学士の 掘 出 し物 一

北海道の ア イ ヌ遺跡は 国土史研究がい ま 全国的流行の折柄注 目 の 的 と な っ て居 り 札幌市で も 故河野

常吉氏記念の犀川会な どが生れ続々 新資料 を発表 し て い る が最近同会の河野高倉両学士等の手に よ り

江別及 び千歳方面に於て ア イ ヌ 研究 に 極 め て 重要 な る 意義 を も つ多数の壺や刀更に 穴居時代の住居 と

思 わ れ る 痕 跡ま で発掘 さ れ た 由 で同会で は右発掘 物 を 中 心 に 来 る 17 日か ら20日 ま で北大植物 園内博物

館 に於て「北海道先史時代遺物展覧会」 を開催す る 事 と な っ た 。
江別町か ら 一里程隔 っ た 豊平川が石狩川 に 合流す る あ た り に 約一里程 に わ た る 丘陵があ り 此辺か ら

壺が出 る そ う な と い う 話は以前か ら 噂 さ れ て い た が今夏前記両学士が山鼻学校の後藤訓導 と 共 に実地

検分の結果 は 同所は南の陽 を 受 け た 穴居時代 の住居 と し て は極め て好適 な地で あ り 其処に は多数の竪

穴があ っ て 果 し て第一 回の発掘 に於て 先ず写真の様 な 古壺七個 を発掘 し た の に 勢 を 得最近 ま で前後二

十 回 に わ た っ て発掘 を 試み た虞数十個の壺 を は じ め矢尻石斧石槍貝 類首飾等多数石器時代後期頃の も
の と 思 わ れ る 追物 に 同所は墓場であ っ た も のか人骨 も 発掘 さ れ な お 同 丘陵つ づ き の飛鳥山 町村農場の

畑か ら も 同様 の発掘 を 見 た も の であ る 。
さ ら に河野学士 は そ の後千歳神社付近 を発掘 し た 慮今度 は 直径二間 も の大 き な 竪穴 を発見 し 其処 を

発掘 し た 処焼け ぽ っ く り の丸太が中心に 向 っ て倒 れ て居 り 杭 の 跡と 思 わ れ る 土の変色 も 歴然 と し て い

て こ れ は 四五百年前 ア イ ヌ の住居 を そ の ま ま 偲ばせる 大 き な 掘 り 出 し も の であ っ た。
犀川会で は早速此の発見 を ア イ ヌ 研究家 と し て 知 ら れ て い る 京大の喜田貞吉博士 に報 じ た 処同博士

は大喜びで早速之が実地検分の た め 来道す る 事 と な っ た 。 な お右展院会に は博物館秘蔵の造物や故河

野翁の蒐集 を は じ め全道好古家の蒐集 も 広 く 展毘す る 計画で あ る と（写真 は 江別で発見の壺 ：省略） 。

（西田 茂）
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表 Il - 2 周辺の遺跡

番号 遺 跡 名 種 別 時 期 区 分 発 掘 調 査 な ど

12 高砂 集落跡 縄文、 続縄文、 擦文 1964年以降、 繰 り 返 し発掘。

13 後藤 墳墓、 集落跡 縄文、 続縄文、 擦文 1931年発掘。 1980年以 降繰 り 返 し 発掘。

「江別古墳群」 と し て 国指定史跡。

14 江別チ ャ シ チ ャ シ ア イ ヌ 1979年測証調査。 市指定史跡。

15 坊主山 墳墓 続縄文、 擦文、 ア イ ヌ 1932年発掘。 1960年発掘。 大半は消失。

16 飛烏山 集落跡 擦文 1972年踏査、 1975年発掘。

32 旧豊平河畔 集落跡 縄文、 続縄文 1975年発掘。 1979年以降繰 り 返 し 発掘。

33 大麻19 遺物包含地 縄文 1990年発掘。

37 吉井の沢 2 選物包含地 縄文 1975年の分布調壺で確認。

39 元野幌 l 選物包含地 縄文 1975年の分布調査で確認。

40 元野幌 2 遣物包含地 縄文 1 975年の分布調査で確認。

50 元江別 l 墳墓 縄文、 続縄文、 擦文 1979、 80年発掘。 墓城の 資料は国重要文化財。

51 元江別 2 墳墓 縄文、 続縄文
‘

1979年発掘。 1988年発掘。

52 対雁 遺物包含地 縄文、 続縄文 1 977年の分布調査で確認。

53 町村盟場 l 墳墓 縄文、 続縄文、 擦文 1965年発掘。 1992、 93、 94年発掘。

54 町村農場 2 墳墓 続縄文 1992、 93、 94年発掘。

55 町村農場 3 遺物包含地 縄文 1977年の分布調査で確認。

56 町村農場 4 遺物包含地 縄文 1977年の分布調査で確認。

57 元江別 3 集落跡 縄文、 続縄文 1980年発掘。

58 元江別 4 遠物包含地 縄文 1977年の分布調査で確認。

59 元江別 5 遺物包含地 縄文 1980年発掘。

60 元江別 6 遺物包含地 縄文 1977年の分布調査で確認。

61 元野幌 5 逍物包含地 縄文 1991年発掘。

62 7 丁 目 沢 l 遥物包含地 縄文、 続縄文 1 977年の分布調査で確認。

63 7 丁 目 沢 2 集落跡 縄文、 続縄文 1991、 92年発掘。
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皿 調査の方法、 遺物の分類

1 調査の方法
発掘区 の設定 （図 II - l )

現地調査の基本 図 は 、 北海道開発局 石狩川 開発建設部の 「石狩川 浚渫計画平面図」 5 , 000分の 1 を
使用 し た 。 委託 を 受 け た調査区域は 、 工事計画 と 確認調壺 に よ る 遺跡範囲か ら 東西zoom x 南北lOOm
の長方形 と さ れて い た ので、 発掘 区の設定は、 以下の よ う に お こ な っ た。

ま ず、 こ の 区域 に 5 m の方眼 を 組 み 、 東西 ・ 南北 ラ イ ン を設定 し そ れ ぞれ に 数字 を 与 え た。 将来的
に 全方向 に調査範囲が拡大す る 可能性 も 考慮 し 、 北辺 を 66 ラ イ ン 、 南辺 を86 ラ イ ン 、 西辺 を 135 ラ イ ン 、
東辺 を 175 ラ イ ン と し た 。 5 m 発掘 区 （ グ リ ッ ド） の呼称 は 、 方眼の北西 角 を 読み、 区域の北西 角 で
あ れ ば66 - 135区 と な る 。 さ ら に こ の 5 m の方眼 を 2 . 5 m 四 方 に 分割 し て 、 反時計 ま わ り に 、 北西角 か
ら a 、 b 、 c 、 d と 呼ぶ小発掘 区 （小 グ リ ッ ド） を設置 し 、 調査の便 を は か っ た。

な お 、 20m ご と の 基本杭設置 は 、 （株） シ ン 技術 コ ン サ ル に 委託 し た。 そ の た め 基準点 と し て 、 調
査区南側 に造 ら れ調査区 と 平行 に 走 る 「対雁築堤」 の基準 ラ イ ン 上の ポ イ ン ト を 使用す る こ と と し 、
点 間 zoom の5800 · 5600 ポ イ ン ト を 選定 し た。 5800 ポ イ ン ト か ら 北ー23°—西 に 31 . 5m で調査範囲南辺、
こ こ か ら 南辺 を l m 東行 し た点 を 86 - 166 の交点 と し 、 同様 に 5600 ポ イ ン ト か ら 振 り 出 し た 点 を 確認
修正点 と し た。 こ れ を 基本杭 と し てzom 方眼 と 範囲 四 隅 に基準杭の打設 を発注 し 、 座標値 と 標高 を 得
た 。 調査 に 必要 な 5 m 杭 は 、 そ の都度 自 ら 打設 し た 。

こ の方眼の平面直角座標 は 、 第 XII 系で、
66 - 135 : X = -96658 . 037 、 Y = -59338 . 484 
86 - 175 : X = - 96828 . 373、 Y = -59193 . 614 で あ る 。

杭標高 は、 66- 132で8. 447m 、 86 - 176で8 . 855 m で あ る 。
調査計画 ・ 発掘調査の進行 と 手順

範 囲確認調査で は 、 1II 層 と さ れ た シ ル ト 質粘土層 の広が り や厚 さ が、 深 く に あ っ たせ い で充分 と ら
え き れて い な か っ た 。 ま た 主 要 な 包含層 で あ る II 層粘質土層 も 、 公園造成後の施設造営 で全域 を と ら
え る に は至 っ て い な か っ た 。 そ こ で今年度 は 、 調査初 年 で あ り 、 2 万面の う ち の2 , 000吋 と い う 調査
面積で も あ る こ と か ら 、 次年度以降の調査計画 に 寄与す る た め の試掘的 な 調査方法 を と る こ と に し た 。

は じ め に 全域の 逍物分布 を と ら え る 一助 と す る こ と を 目 的 に 、 客士 ( I 層） 除去後 に公園造成に よ
る 上部の覚乱か ら 混在す る II 層 の選物 を 収集 し た。 一部客士の残土 は、 ス コ ッ プ ・ 移植 ゴテ で掘 り 上
げ調査 し た。 同 時 に 重機に よ り 、 東西71 ラ イ ン a d と 81 ラ イ ン a d 、 南北142 ラ イ ン c d · 150 ラ イ ン
c d · 158 ラ イ ン c d · 166 ラ イ ン C d に 2 . 5 m 幅の ト レ ン チ を 入 れ る こ と を試み た 。 最初 に 断続的 に
長 さ 5 m深 さ 2 m ほ どの ト レ ン チ を 入 れ たが、 III 層到達の成否や逍物 出土状況 はつかめ な か っ た。 II
層 の遺物 も 出土 し始め た こ と か ら 、 こ の ラ イ ン に 20 ~30cm の浅い ト レ ン チ を 重機 で 入 れ以後、 人力
掘 り に切 り 替 え た。

人カ ト レ ン チ は幅2 . 5m で重機 ト レ ン チ を な ぞ り 、 71 ラ イ ン の146- 166 と 142 ラ イ ン の66 -76 · 150 
ラ イ ン の65 -82 · 158ラ イ ン の65-71 · 166 ラ イ ン の65~71 に 設定 し 、 1II 層 あ る い は 1II 層 近 く ( II 層 下

部） ま で ス コ ッ プ ・ 移植 ゴテ で下げた。 ま た81 ラ イ ン a d は 、 時間的制約や遺物の集中 出土の予想 か ら 、
ほ ぼ全体 を II 層 中 間部で止め て遺物の広が り を確認 し た。 人力 での調査 は 困 難 を 極め た 。 こ れ は II 層
が河川堆積物粘質土層 で あ る た め 、 水分が多 い と 透水 し ず ら く 粘 り が強 く な り 、 乾燥す る と 固化 し て
ク ラ ッ ク が走 り 崩落す る な ど、 従来の黒色土調査 と 違 う 点が多 々 あ っ た た め で あ る 。 そ の状況 に あ っ
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て も 縄文時代晩期 の遺構遺物集 中 区 と な っ た 158 ラ イ ン や71 ラ イ ン の 156- 162 で は 、 土層細分デー タ
を 意識 し な が ら 移植 ゴテ や竹ベ ラ で掘 り 、 特 に詳細 な記録 を 残す よ う つ と め た。

ま た全域の遺物収集 を す る う ち に 発見 さ れた 、 84 · 85- 156 · 157区の土器集 中 等 は 全調査 を 行 わ ず、
上 か ら の15cm ほ どの詳細記録 に と どめ た 。 次年度以降 に 本調査す る 。

公圏造成 に よ る 施設で試掘がな さ れ て い な か っ た部分で は 、 74 - 166 c d · 77 - 166 c d の 2 か所 に
ト レ ン チ を 入れ遺構 ・ 遺物 を 確認 し た。 続縄文時代初頭の土器の散布があ っ た78 - 136区 は 、 上面 を

薄 く 掘 り 当該期 の 遺構 ・ 遺物の確認 を 行 っ た 。
重機 ト レ ン チ は 、 遺物分布の稀薄であ っ た71 ラ イ ン の東西45m （範囲外 を 含 む） に再度入れ、 遺構

所在や 1II 層確認等の層序の認識 と 原地形の大略把握 に つ と め た 。
ト レ ン チ の埋 め 戻 し

次年度以降の調査 に 向 け て 、 ト レ ン チ壁の崩落防止等の安全確保の た め 、 埋め戻 し を お こ な っ た。
土器集中 区 に は シ ー ト を かけ 、 上 を厚 さ 約30cm の土砂で覆 っ た 。 遺構遺物集 中 区 の158 ラ イ ン と 71 ラ
イ ン 156 - 162 に は 、 シ ー ト がけ の 後、 径 ・ 高 l m ほ どの大型土衰 を 計140袋重機で壁際 に 当 て 入れ、
隙 間 を 小土嚢で埋め た 。 そ の上か ら 板敷 き し 、 再度 シ ー ト で被覆 し て万全の体制 を 取 っ た。 81 ラ イ ン
の よ う な 浅い ト レ ン チ や遺構遺物集中区以外は 、 シ ー ト を か け土砂 を 入れ て 対処 し た。 冬期 間 も 週 l
~ 2 回 の 点検 を 行 っ た 。
遺物の取 り 上 げ ・ 整理の方法

今年度調査の性格上、 土器 ・ 石器等の遺物 は 、 出土状態 の詳細 な記録化 を お こ な っ た 。 集 中 的 に 出
土す る 土器破片 は 、 破損の状況 を 十分 に 検討 し て接合 ・ 復元作業 を 考慮 し た取上げに つ と め た。 微細
遺物 の密集部分や焼土 は土壌 ご と 取 り 上げた と こ ろ も あ る 。 出土 し た遺物 は 、 野外作業 と 並行 し て現
地 で水洗 ・ 注記作業 を お こ な っ た。 小片あ る い は微細 な も の を 除い て 、 大多数の遺物 に は発掘 区 と 出
土層、 お よ び取上 げ番号 を 注記 し た。 現地で は 遺物収集帳点検 ・ 補正 （遺物台帳作成） 、 大 ま か な 遺
物 の 分類 ま で お こ な っ た。

冬期の室内整理作業で は 、 土器の接合 ・ 復元作業、 土器 ・ 石器等の実測 ・ 製図 、 集計お よ びそ の ほ
か の記録類 の 整理 を お こ な っ た。 土器の接合 ・ 復元作業 に お い て は 、 遺構間 や層 で の破片 の接合状況
を 明 ら か に す る こ と に つ と め 、 次年度以降の調査 に 備 え た 。 （三浦）
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2 . 土層の区分

調査 に あ た っ て の 土層 の 区 分 は 、 基本 的 に は調査区全体 を 通覧で き る も の と し た 。 調査区の 東西方

向の ト レ ン チ で あ る 7 1 ラ イ ン と 、 南北方向の ト レ ン チ で あ る 1 5 8 ラ イ ン の 土層 図 を 示 し た 。 ま ず 、

土層 図 の位置関係 に つ い て 説明 し た 後、 そ の 特徴 を 示す 。

図 皿 ー 3 土層図 ( 1 )

ア ー エ は 調査区 中央部北側 、 1 5 8 ラ イ ン の東壁セ ク シ ョ ン で あ る 。 層位 的 に は ほ ぽ平行 に堆積 し

て い る 。 こ の セ ク シ ョ ン で は 土坑や焼土、 集石 と い っ た遺構が重 な り あ っ て 検出 さ れ る こ と が観察で

き る 。 II - 2 ー 中層 は焼土や遺物、 炭化物 に よ っ て 6 層 に 分層 す る こ と がで き た 。 調査区 の 北端 は 河

川 改修工事に よ っ て削平 さ れ て い る が、 包含層 が北に 向 か っ て 残存 し て い る こ と が見 て 取 れ る 。

図 III - 4 土暦図 ( 2 )

カ ー ク は 調査区の西端部、 7 1 ラ イ ン の 南壁ゼ ク・ シ ョ ン で あ る 。 調査区 の西側 で は 土層 が落 ち 込 ん

でい く 様子が見 て 取 れ る 。 層 位 は砂層 の 入 り 方 な ど で分層 し て い る 。 そ の た め 同 じ層位 で分層 さ れ て

い る が、 基本的 に は 同 一 の も の であ る と 考 え ら れ る 。 II - l 層 の上面が削平 さ れ て い る こ と も 確認で

き る 。

ケ ー コ は 調査区の西端部近 く 、 7 1 ラ イ ン の南壁 セ ク シ ョ ン で あ る 。 土層が緩や か に 西 に 向 か っ て

落 ち 込 ん で い る こ と が確認で き る 。 カ ー ク の セ ク シ ョ ン で確認 さ れ た削平がこ の付近 で は II - 2 ー 中

層 ま で 及 ん で い る 。 こ こ で は 調査区 を 南北 に 走 る 噴砂 を 多 く 観察す る こ と がで き る ( II 章 を 参照） 。

図 III - 5 土層図 ( 3 )

サ ー ス は調査区の 中央部、 7 1 ラ イ ン の 南壁 セ ク シ ョ ン で あ る 。 調査区の 中央部付近 で は層位が緩

や か に 波打 っ て い る 。 皿 層 は西 に 向 か っ て 砂 と 粘土の互層 を な し て い る 。 噴砂 を 観察で き る 。

セ ー ソ は サ ー ス の す ぐ東側 、 7 1 ラ イ ン の 南壁 セ ク シ ョ ン で あ る 。 こ こ で も 層位 が緩や か に上下 し

て い る こ と が観察で き る 。 皿 層 中 か ら 焼土 を 確認 し て い る 。

サ ー ス 、 セ ー ソ で は II - 3 層 を 確認で き な か っ た 。

図 m - 6 土暦図 ( 4 )

タ ー チ は 調査区 の 中 央部、 7 1 ラ イ ン の 南壁セ ク シ ョ ン で あ る 。 1 5 8 ラ イ ン （図 皿 ー 3 ) の南側

近 く の 位置 に あ た る 。 こ の付近では II - 2 一 下層 が東 に 向 か っ て緩 や か に 下 が り 始め る 。 ア ー エ （ 図

ill - 3 ) で は 6 層 を 確認 し た II - 2 ー 中層 は こ の付近 で は 分層 で き な か っ た 。

ツ ー テ は 調査区 の東端部、 7 1 ラ イ ン の 南壁セ ク シ ョ ン で あ る 。 こ の付近の層位 は ほ ぼ平行 に堆積

し て い る 。 噴砂 を 観察で き る 。
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2 土培 の 区分

以下、 細分 し た層 の説明 を 記す。 全体的 に灰茶褐色 ～ 暗茶褐色 の包含層 で あ り 、 土色か ら の分層 は
困難であ っ た。 全体的 な 色の傾向 に 関 し て は 口絵 ー 1 を 参照 の こ と 。 ま た 、 Il - 1 層 か ら Ill 層 ま で の 1 1
層 に つ い て は 14 C 年代測定 を行 っ て い る 。 詳細 に 関 し て は VI 章 を 参照 さ れ た い 。

今回 の調査で は II - 3 層 ～ Ill 層 に か け て の層位で調査 を 中 断 し て お り 、 こ れ以下の層位 に つ い て は
不明であ る 。

攪乱 ： 暗渠 • B 調穴 な どで層 を 乱 し た部分。 暗渠 は 砂 と 小砂利 、 B 調穴 は埋め戻 し土であ る 。
I 層 ： 河川緑地造成時の盛土層。
II - 1 暦 ： 灰茶褐色粘土層。 か た く し ま る 。 乾燥 に よ り ひ び割 れ な ど を 起 こ し やす い土 質 で あ る 。

調査区 の全体 に 堆積 し て い る が、 削平 に よ り 失 わ れて い る と こ ろ も あ る 。 調査区西端 で は 砂層 の 入 り
方 に よ り 4 層 に 分 か れ る 。 下層 の な る に し た がっ て砂質分が多 く な る 。 遺構 ・ 遺物が多 く 検出 さ れ る 。
縄文時代晩期か ら 続縄文時代の包含層 であ る 。

II - 2 一上層 ： 暗灰茶褐色 シ ル ト 質粘土層 。 、か た く し ま る 。 調査区の全体 に 堆積 し て い る が、 削平
に よ っ て失 わ れ て い る と こ ろ があ る 。 調査区の西側 に 向 か っ て 落 ち 込ん で い く 。 遺構 と 多 く の遺物が
検出 さ れ る 。 縄文時代晩期 の包含層 。

II - 2 ー 中層 ： 暗茶褐色 シ ル ト 質土層 。 調査区の全体 に 堆積 し て い る 。 遺構 · 遺物が多 く 見 ら れ る 。
1 5 8 ラ イ ン 付近 で は 炭化物や遺物、 焼土か ら 6 層 に分層 で き る が、 そ の他 の 地点 で は ほ と ん ど分層
で き な か っ た 。 こ の こ と か ら 1 5 8 ラ イ ン 付近で は II - 2 ー 中 (1 ) - (6) 層 と し て報告 し て い る が、 そ
の他の地点で分層 で き な い も の につ い て は II - 2 ー 中層 と し て報告 し て い る 。 調査区 の 西端付近で急
激 に 落 ち 込ん で い く 。 遺構、 遺物が大量 に 検出 さ れ て い る 。 縄文時代晩期 の包含層 。 以下で分層 さ れ
た 6 層 に つ い て説明す る 。

II - 2 ー 中 (1 ) 層 ： II - 2 - 上層 に 近い土質 を 示す。 し ま り よ し 。
II - 2 ー 中 (2) 層 ： II - 2 -上層 に 近い土質 を 示す。 し ま り よ し 。
II - 2 ー 中 (3) 暦 ： 暗茶褐色土。 し ま り よ し 。
II - 2 ー 中 (4) 層 ： 暗茶褐色土。 し ま り よ し 。 II - 2 ー 中 (3) 層 に く ら べ て や や砂質分が多 い 。
II - 2 ー 中 (5) 層 ： 暗茶褐色土。 し ま り や や よ し 。
II - 2 ー 中 (6) 暦 ： 暗茶褐色土。 II - 2 ー 中 (5) 層 よ り も 土色 がや や 明 る い 。 し ま り や や よ し 。

II - 2 一下層 ： 暗茶褐色 シ ル ト 質砂。 土色 は II - 2 ー 中層 よ り も や や 明 る い。 し ま り や や あ り 。 ぽ
そ ぽそ 感の あ る 土質であ る 。 調査区の全体 に検出 さ れ る が、 西側 で は 落 ち 込んで確認で き な か っ た 。
遺物が出土す る が、 遺構は検出 で き な か っ た 。 縄文時代晩期 の包含層 。

II - 3 暦 ： 暗茶褐色砂。 し ま り な し 。 遺構 · 遺物 が少菫検出 さ れ る 。
皿 暦 ： 暗オ リ ー プ ～ 暗茶褐色砂 と オ リ ー ブ粘土の 互層 で あ る 。 調査区 の東西で大 き く 波打つ よ う に

上下 し て い る 。 遣構 ・ 遣物が極少量検出 さ れ る 。 縄文時代晩期 の包含層 。
噴砂 ： 暗灰色砂。 遺跡の南北方向 に 走 る 。 遺跡 中 の あ ち こ ち で確認す る こ と がで き る 。 詳 し い こ と

に 関 し て は II 章で述べ て い る 。
（酒井）
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m 調査の方法 、 遺物の分類

3 . 遺物 の分類
( 1 ) 土器
基本的 な分類 は 、 昭和 5 1 年 の 『美沢川流域の遺跡群」 に準拠 し て お り 、 VI群以降の細分類 に つ い

て は 『ユ カ ン ボ シ C 15遺跡 ( 3 ) 』 （北海道埋蔵文化財セ ン タ ー 2000年） に準拠 し て い る 。 今年度 は ト
レ ン チ に よ る 範囲確認調査で あ る た め 出土状況等 を 加 え た総合的 な 判 断 に も と づ く 分類が困難であ っ
た 。 そ の た め次年度以降 に 変更があ る か も し れ な い 。 V 群 C 類末の土器 と VI 群 a 類初頭の土器は特に
胴部破片 に お い て分類が困難で あ っ た 。
I 群 縄文時代早期 に属 す る 土器群 を 本群 と す る 。 今回 は 出土 し て い な い 。

a 類 ： 貝殻腹縁圧痕文、 条痕文 の あ る 土器群。
b 類 ： 縄文、 撚糸文、 絡条体圧痕文、 組紐圧痕文、 貼付文 の あ る 土器群。

b 1 類 ： 東釧路 II · III 式 に 相 当 す る も の 。 b 3 類 ： 中茶路式 に 相 当 す る も の。
b 2 類 ： コ ッ タ ロ 式 に相 当 す る も の。 b 4 類 ： 東釧路w式 に 相 当す る も の。

II 群 縄文時代前期 に 属す る 土器群 を 本群 と す ら 。 今回 は 出 土 し て い な い。
a 類 ： 胎土 に繊維 を 含み厚手で縄文が施 さ れた丸底 ． 尖底の土器群。

a 1 類 ： 綱文、 組紐回転文、 羽状縄文が施 さ れた土器群。 a 2 類 ： 静内 中 野式 に相 当 す る
b 類 ： 円筒土器下陪式、 大麻v式 に相 当 す る も の。 も の。

皿 群 縄文時代 中 期 に属 す る 土器群 を 本群 と す る 。 今回 は 出 土 し て い な い。
a 類 ： 円筒土器上層式、 萩 ヶ 岡 l 式、 萩 ヶ 岡 2 式 に 相 当 す る も の 。
b 類 ： 萩 ヶ 岡 2 式以降の土器群。

b 1 類 ： 天神 山 式 に 相 当 す る も の。
b 2 類 ： 柏木川 式 に 相 当 す る も の。

w群 縄文時代後期 に属す る 土器群 を 本群 と す る 。
a 類 ： 余市式 ～ 入江式 に 相 当 す る も の。
b 類 ： 舶泊上層 ～ エ リ モ B 式 に相 当 す る も の 。

V 群 縄文時代晩期 に属す る 土器群 を 本群 と す る 。
a 類 ： 大 洞 B式、 大洞 B C 式 に相当 す る も の。
b 類 ： 大洞 C 式、 大洞 C l式 に 相 当 す る も の 。

b 3 類 ： 北筒式 （ ト コ ロ 6 類） 、 ノ タ ッ プ II 式、
煉瓦台式に相当 す る も の。

今回 は 出土 し て い な い。
c 類 ： 堂林式～御殿山式に相 当 す る も の 。

今 回 は C 類が出土 し た 。
c 類 ： 大 洞 A 式、 大洞 A ' 式 に 相 当 す る も の 。

VI群 続縄文 時代 に 属す る 土器群 を 本群 と す る 。 今 回 は a 類が出土 し た。
a 類 ： 大狩部式、 江別太中層 ・ 下層 • 最下層 の土器群、 後北式 に並行 し な い 恵 山 式 （南 J I I Ill 群 ・

ァ ョ ロ 2 類以前） に 相 当す る も の 。
b 類 ： 後北A式、 後北 B 式、 後北 C 1式、 後北式 に並行 す る 恵 山 式 （南川 w群 ・ ア ヨ ロ 3 類） に相

当 す る も の。
c 類 ： 後北 C 2 · D 式 、 北大 I 式 に 相 当 す る も の 。
d 類 ： 北大 II 式、 北大 皿 式 に 相 当 す る も の。 十勝茂寄式 も こ の範躊 に 入 る 。

V11 群 擦文文化期 に 属 す る 土器群 を本群 と す る 。 今 回 は 出 土 し て い な い。
a 類 ： 千歳市美々 8 遺跡 に お け る 佐藤和雄分類 （ 『美沢川流域の 遺跡群 X皿 J 北海道埋蔵文化財

セ ン タ ー 1989年） の II . 皿 に相 当 す る も の。
b 類 ： 佐藤和雄分類N · V · VI に 相当 す る も の 。
c 類 ： 佐藤和雄分類 VII • VIII に相当 す る も の 。
d 類 ： 佐藤和雄分類 IX · X に 相 当 す る も の 。 （鈴木）
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3 遺物の分類

( 2 ) 土製品の分類
今年度 の調査で は ク マ と 見 ら れ る 土製品が出土 し て い る 。 こ の他 に は焼成粘土塊があ る 。

( 3 ) 石器 ・ 石製品の分類
器種別の大分類 に と どめ、 記号な ど に よ る 細分 は 石鏃 な ど一部 を 除 き 行 っ て い な い。 掲載遺物 に 関

し て は文章中 で説明 し て い る 。
剥片石器に は 、 石鏃、 石槍 ・ ナ イ フ 、 つ ま み付 き ナ イ フ 、 ス ク レ イ パ ー 類、 二次加工痕の あ る 剥片 ( R

フ レ イ ク ） 、 刃 こ ぼれ状の使用 痕の あ る 剥片 ( U フ レ イ ク ） があ る 。 石鏃は三角形平基、 三角形凹基、
有茎、 木の葉形、 制作途上の も の を 石鏃未製品 と す る 細分 を 行 っ た 。

礫石器 に は 、 石斧、 た た き 石、 台石、 石皿、 砥石、 加工痕の あ る 礫、 有意な礫 （何 ら かの意味があ
る と 考え ら れ る も の や 、 加工痕や使用 痕が明瞭で は な いが、 使用 さ れ た可能性があ る も の） 、 フ レ イ
ク があ る 。

そ の他 に は石核、 原石、 琥珀、 軽石、 石炭、 礫があ る 。
な お 、 分類の 中 で 「片」 と し た も の は明確 な 部位 の 遺存 し て い な い も の や接合の 可能性があ る も の

であ る 。
（酒井）
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N 遺構

N 遺構

( 1 ) 概要
今年度の調査では土坑 9 基、焼土161 ヶ 所、石囲い炉 1 基、灰集 中 1 ヶ 所、集石 7 基、土器集中4 ヶ

所が検出された。遺構は遺跡の土 質か ら 検出は困難で、土坑や集石の一部などは上位の部分を削平し
てしまっ たと考 え ら れる。

遺構は調査範囲の 中 央部か ら 西側にかけて多く検出されている。 調査区の中 央部北側 ( 6 5 - 1 5
8 ~ 7 1 - 1 5 8 ) 付近で多く確認している。 そこでは IT - 1 層 か ら Il - 2 ー 中層にか けて重なり合
うように検出されている。 確認されたもっ とも深い層位の遺構は、地表下約 2 mの 11I 層で確認され た
F -29である。

今年度の報告では概略を述べるにとどめる。個 々 の詳細に関しては次年度以降に報告する こ ととす
る。遺構に関しては層 位 ごとに分布図を示し、土坑 ・ 石囲い炉 ． 灰集中 、集石の一部についてはセ ク
シ ョ ン 図を分布図内に図示している。

なお、遺構出土の遺物については V 章で述べる。遺構 ごとの出土遺物 や点数については遺構出土造
物一覧 （表 V - 4 .  5 ) を参照されたい。

( 2 ) 土坑
9 基検出した。遺跡の土質か ら 覆土と包含層 の区別をする こ とが困難であり、土坑の上面を削平し

たと考え ら れる。土坑の多くば焼土との切り合いか ら 確認したものである。 P - 9 をのぞくとすべて
規模は小さく、墓堀である可能性は少ないと考 え ら れる。土坑とはしなか っ たが、径10cm ほ どの穴が
4 か所確認されている。小柱穴の可能性が考 え ら れる。

( 3 ) 焼土
今回は161 ヶ 所の焼土を検出した。焼土は調査区の広範囲にわた っ て検出されているが、特に158 ラ

イ ン 付近では層厚数～10数cm の間隔で重なるように検出された。形成され た 時期は焼土や その付近か
ら 出土した 造物か ら 縄文時代晩期～続縄文時代のものと考え ら れる。焼土か ら は土器 · 石器のほかに
炭化物 （草木炭や 炭化くるみ） や骨片、ベ ン ガ ラ が検出されている。また、 F - 1 20か ら は ク マと見
ら れる土製品が出土している （図 V - 9 ) 。

今 回は代表的な焼土についてのみ断面図を掲載した （図N -36) 。 F -41 • 48 • 78 • 80の土層図は
口 絵ー 1 の部分のものである。遺構一 覧には焼土の分類を下記の 1 ~ 4 の番号で記している。
1 ) 屋外炉と見 ら れるもの (68 ヶ 所）

橙褐色焼土 や赤褐色焼土、暗赤褐色焼土が層 として確認でき、 その場で形成され た こ とが確認でき
るものを こ れとした。今回 断面図を掲載したものでは、 F -41 • 58 • 84 • 88 • 1 04 • 1 08が こ れにあ た
る。 F -88か ら は炭化くるみが検出されている。

-2) 屋外炉と見 られるもののう ち骨片の出土し た 焼土 (54 ヶ 所）
骨片の出土しだ焼土は58 ヶ 所確認している。 出土した骨片はどれも細かいものであ っ た 。骨片の出

土した焼土については遺跡一覧表の備考欄にこ の こ とを記している。今回 断面図を掲載したものでは、
F -4 7 • 62 • 69 • 72 • 7 4 • 78 • 80 • 83 • 92 • 1 05 • 1 1 7が こ れにあ たる。 F -47か ら はベ ン ガラ が検出
されている。
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w 迅構

3 ) 廃棄場所と見られるもの (26ヶ 所）
焼土が薄 く 断面 で確認できないものや焼土が斑状に確認できるものを こ れと した。今回 断面図を掲

載 し たものでは、 F -48 · 89 · 1 1 2が こ れにあたる。 F - 89には骨片が含まれるが、 廃棄場所と考 え
られるため こ ち らに分類 し た。
4 ) その他 ( 13 ヶ 所）

今回の調査では確認できなか っ たもの。

( 4 ) 石囲い炉
1 基検出された。焼土の周囲に被熱 した礫と炭化物が点在 している。焼土を掻き出 しているら し く

層位が乱れている。

( 5 ) 灰集中
層から 1 カ 所検出された。灰層の上面には約 1 個体分の土器が出土 した。

( 6 ) 集石
7 基検出された。 3 種に分類するこ とが可能 である。
S - 1 · 2 · 3 · 5 は礫 ． 礫石器が 3 ~ 4 点集 ま っ ているものである。 S - 5 は今回 セ ク シ ョ ン に

かかる状況で検出されたため遺物の取り上げなどは行 っ ていない 。 こ れらは人為的に埋められたよう
な状況で検出されているが、 堀り込みなどを確認する こ とはできなか っ た。 S - 3 では噴砂によると
見られる遺物の移動が観察できる。

S - 4  · 6 は径 3 - 7 CID ほ どの軽石が多塁に集中 しているものである。直径0 . 3 m ほ どの円形で浅
い堀込みを確認 し ている。

s - 6 は黒曜石の原石 ・ フ レ イ ク チ ッ プの集中である。原石は 2 - 3 CID ほ どの円礫である。

( 7 ) 土器集中
4 ヶ 所確認 し ている。ある程度の範囲から多 く の土器が集中 し て出土 した場所を土器集中と した。

出土する遺物はほ とんどが土器であるが、 極わずかに石器なども含 ま れる。検出 した陪位はすべて Il
- 1 層 である。形成された時期は縄文時代晩期～続縄文時代と考え られる。

土器集中 1 · 3 は調査途中であるが、 土器集中 1 からは約 1 1 . 000点、 土器集中 3 からは約5 . 000点
の遺物が出土 している。双方からは骨 片 や炭化物なども多 く 検出される。かなりの数の土器が復元で
きるものと考 え られる。土器集中 2 は遺物か ら続縄文時代初頭のものと考 えられる。

（酒井）
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IV 迫構

表N - 1 遺構一覧表 （ 1 )

遺構名 発掘区 検出暦位 長 さ x 幅 X 深 さ ( m ) 備考
P - 1 70- 1 58-c II - 2 ー 中( 1 ) 0 . 34/0 .  32XO .  24/0 . 22X 0 . 1 2  
P - 2  69-1 58-c/70-1 58-d Il - 2 ー 中(6) (0. 70) /(0 . 37) X (0 . 58) / (0 . 3 1 )  X0 . 1 3  F -97 を 切 る
P - 3 67-1 58-c Il - 2 ー 中(4 ) (0 . 46) / ( 0 . 26) X (0.  42) /(0 .  22) X O .  05 F -1 08 を 切 る
P - 4 65- 1 58-c/66-1 58-d II - 2 ー 中(3) (0 . 34) / (0 . 28) X (0. 28) / (0 . 1 8) X0 . 1 4  F -89 を 切 る
P -- 5 66- 1 58-c II - 2 ＿ 中（3) 0. 32/0 . 24X0. 25/0. 1 8X0. 1 9  F - 1 03 を 切 る
P - 6  65- 1 58-c/66-1 58-d Il - 2 ー 中(3) 0. 68/0 . 48X0 . 64/0 . 50X 0 . 1 4  
P - 7 67- 1 58-c II - 2 ー 中(5) 0 . 40/0 . 30X 0 . 38/0 . 33X 0 . 1 0  
P - 8  67- 1 58-c Il - 2 ー 中(5) 0 .  28/0 . 24X 0. 26/0 . 24XO .  06 F -1 1 6 を 切 る
P - 9 71 - 1 59-a 皿 0 . 82/0 . 54 X 0 . 66/0 . 28X0 . 1 8  

遺構名 暦位 発掘区 長径X短径 X 厚 さ (cm) 分類 備考
F - 1 II - 2 ＿ 中 （ 1 ) 71 - 1 4 1 -a (0 .84) X (0. 30) X 0 . 05 1 
F - 2 Il - 2 ー 中 (2) 7 1 - 1 41 -a 0 .  70X0 . 64 X 0 . 04 1 
F - 3 II - 2 ー 中 (2) 71 - 1 41 -a 0 . 48X0 . 44X0 .02 1 
F - 4  Il - 2 ー 中 (3) 7 1 - 1 4 1-a 0 . 82X 0 . 60X0. 02 1 
F - 5 II - 2 ー 中 ( 1 ) 71 - 1 41 -d/71 - 1 42-a 1 . 34X (0 .90) X0 . 04 1 
F - 6  II - 2 ー 中 (2) 71 - 1 4 1 -d 0 . 60X0 . 44X 0 . 04 1 炭化 く る み検出
F - 7  Il - 2 ー 中 71 - 1 52-d 0.  82XO .  48XO .  08 1 
F - 8  II - 2 一上 71 - 1 52-d 0 . 92X0 . 42X- 3 
F - 9  II - 3 71 - 1 52-a 0 . 21 X 0 . 1 8X 0 . 02 1 
F - 1  0 II - 2 一 上 71- 1 53-a 0 . 47X0. 37X0 .09 1 
F - 1 1 Il - 2 ー 上 71 - 1 53-d 1 . 02X 0 . 62X 0 . 1 0  1 
F - 1 2 II - 1  70-1 53℃ 1 . 08X 0 . 60X- 4 
F - 1  3 II - 1 7 1 - 1 56-a 1 .  78X0 . 57X0 .09 1 
F - 1  4 II - 2 ー 上 71 - 1 56-a/71- 1 55-d (1 . 60) X (0. 92) X 0. 1 1  2 骨片検出
F - 1  5 II - 2 ー 上 71 - 1 56-d 0 . 37X0. 35X0 .02 3 
F - 1 6 n - 2 ー 中 (2) . 71 - 1 59-a ( 1 . 04) X (0. 46) X 0 . 02 1 
F - 1  7 皿 71 - 1 59-c/d 4 プラ ン ・ セ ク シ ョ ン未実測
F - 1 8 II - 2 一 上 71 - 1 54-a 0 . 54X0 . 52X- 3 
F - 1  9 Il - 2 一上 71 - 1 56-a ( 1 . 74) X (0. 74) X (0. 1 4) 2 骨片検出
F - 2 0 II - 1  71 - 1 58-d 0 . 47 X 0 . 41 X 0 . 04 1 
F - 2  1 Il - 1  71 - 1 54-a (0. 67) X (0. 34) X0 . 1 4  1 
F - 2 2 Il - 2 一 上 71 - 1 54-d (0 . 86) X (0. 55) X 0 . 04 1 
F - 2 3 Il - 2 ー上 71 - 1 55-d/71 -1 56-a (0. 64) X ( 0 . 6 1 ) X 0 . 09 1 
F - 2 4 II - 2 ー 中 71 - 1 54-d 0. 29X 0 . 1 7X 0 . 01 1 
F - 2 5 II - 2 ー 中 ( 1 ) 71 - 1 58-d ( 1 . 78) X 0 . 88 X 0 . 07 2 骨片検出
F - 2 6 IT - 2 ー 中 71 - 1 58-d 0 . 1 2X 0 . 1 0X - 3 
F - 2 7 II - 2 ー 中 71 - 1 52-d (0. 32) X 0 . 08 X - 4 
F - 2 8 皿 71 -1 52-d ( 1 . 30) X l . OOX 0 . 04 1 
F - 2 9 皿 71 - 1 61 -a 4 プラ ン ・ セ ク シ ョ ン未実測
F - 3 0 II - 2 ー 中 (2) 71 - 1 58-d 0 . 66 X 0 . 40X 0 . 03 1 
F - 3 1 II - 2 ー 中 71 -1 56-a/d 0 . 68X 0 . 57X0 .06 1 
F - 3 2 欠番
F - 3 3 II - 2 ー 中 (3) 71 - 1 58-d 1 .  72XO .  70X0 . 1 0  2 骨片 ・ 炭化 く る み検出／1 4C 年代測定
F - 3 4 Il - 2 ー 上 69-1 50-a/d ( 1 . 1 3) X (0 . 54) X0 . 1 4  1 
F - 3 5 II - 2 一 上 69-1 50-d 0 . 58X 0. 1 9 X 0 . 04 3 
F - 3 6 IT - 2 ー 中 (3) 7 1- 1 58-d/71 -1 59-a 1 . 50X l . 1 3 X 0 . 02 3 
F - 3 7 m 7 1- 1 53-a/d 1 . 34X 1 . 34X- 3 
F - 3 8 II - 2 ー 中 (6) 71 - 1 58-d ( 1 . 1 0) X (0. 72) X 0 . 08 2 骨片 ・ 炭化 く る み検出／1 4C 年代測定
F - 3 9 II - 1 1 7-1 58-c (0 . 58) X (0 .58) X - 3 
F - 4 0 II - 2 ー 中 69-1 50-d 1 . 1 2X 0 . 66 X 0 . 02 3 
F - 4  1 n - 2 ー 中 (2) 69-1 58-c/70-1 58-d (0 . 78) X0. 22X0. 08 1 
F - 4 2 Il - 1  66-1 58-c/d ( 1 . 1 8) X l . 1 8X0. 09 2 骨片検出
F - 4 3 II - 1 66-1 58-d 1 . 26 X 0 . 66 X - 3 赤彩土器片出土
F - 4 4 Il - 2 一 上 66-1 58-c ( 1 . 35) X (0 .90) X0 . 1 4  2 骨片 ・ 炭化 ク ル ミ 検 出
F - 4 5 II - 1 66-1 58-d 0 . 37X0 .22X- 3 
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表N - 2 遺構一覧表 ( 2 )

遺構名 層位 発掘区 長径X短径X厚 さ (cm) 分類 備考
F - 4 6  II - 2 ー 中 (3) 69-1 58-a/d 1 . 58X0 . 68X0 .09 2 骨片検出
F - 4 7 II - 2 ー 中 (2) 69- 1 58-c 1 . 1 8X0 . 94X0 . 1 0  2 骨片 ・ ベ ン ガラ検出
F - 4 8 Il - 2 ー 中 ( 1 ) 69-1 58-c ( 1 . 66) X (0 .  73) X0 .04 3 
F - 4 9 II - 2 ー 中 (1 ) 71 - 1 60-d 0. 75X0 . 55X0 .03 1 
F - 5 0 II - 1 67-1 58-c (0.  72) X (0. 56) X (0 . 1 0) 2 骨片 ・ 炭化 く る み検出／14C 年代測定
F - 5 1 II - 2 ー 中 (3) 70-1 58-d 0. 60XO.  58XO .  05 2 骨片検出
F - 5 2 II - 2 ー 中 (1 ) 70-1 58-d /69-1 58-c (0. 82) X (0 . 60) X0 . 04 2 骨片検出
F - 5 3 II - 2 ー 中 (3) 70-1 58-d 0 . 63X0 . 52X0 .04 2 骨片検出
F - 5 4  II - 2 ー 中 (2) 69-1 58-a/d 0 .  88X O .  80 X 0 .  08 2 骨片検出
F - 5 5 II - 2 ー 中 (1 ) 68-1 58-c (2 . 22) X l . 44X0 .06 2 骨片検出
F - 5 6 欠番
F - 5 7 II - 2 ー上 66-1 58-c -X-X0 .07 2 プラ ン未実測／骨片検出
F - 5 8 II - 2 ー 中 ( 1 ) 67- 1 58-c/68-1 58-d 2. 78X ( 1 . 00) X0 . 1 6  2 骨片 ・ 炭化 く る み検出／14C 年代測定
F - 5 9 II - 2 ー 中 (3) 70-1 58-c 0 . 30X0 . 28X0 .02 2 骨片検出
F - 6 0 II - 2 ー 中 (2) 66- 1 58-c/67-1 58-d 1 ._1 8X0 . 62X0 .05 2 骨片検出
F - 6  1 II - 2 ー 中 (2) 65-1 58-c 0. 35XO .  35XO .  02 3 
F - 6 2 II - 2 ー 中 (2) 65-1 58-c/66-1 58-d 2 . 00X l . 08X0. 1 4  2 魚骨片検出
F - 6 3 II - 2 ー 中 ( 1 ) 66-1 58-c/d 1 . 24X0 . 98X0 . 1 2  2 魚骨片検出
F - 6 4 II - 2 ー 中 (4) 71 - 1 58-d (0. 50) X (0. 22) X0 .02 1 
F - 6 5 II - 2 ー 中 (4) 71 - 1 58-c/d (0 . 64) X (0. 24) X0 .02 1 
F - 6 6 欠番
F - 6 7 欠番
F - 6 8 II - 2 ＿中 （3) 69-1 58-c/d 0. 54XO.  28XO .  02 3 
F - 6 9 II - 2 ー 中 (2) 65-1 58-c ( 1 . 1 0) X (0 .  74) X0 . 08 2 骨片検出
F - 7 0 II - 2 ー 中 (2) 66-1 58-d 0 . 42X0 . 20X0 .03 1 炭化 く る み検出／1 4C 年代測定
F - 7  1 II - 2 ー 中 (3) 71 -1 58-d 0. 70X0 . 29X0.04 1 ベ ン ガラ検出 · 未注記
F - 7 2 II - 2 ー 中 (2) 66-1 58-d 1 . 06X 0 . 72X0 . 1 0  2 骨片検出
F - 7 3  II - 2 ー 中 (1 ) 66- 1 58-c 0 . 50X0 . 33X0 . 04 3 
F - 7 4 II - 2 ー 中 (3) 66-1 58-c ( 1 . 44) X l . OOX0 . 1 0  2 骨片検出
F - 7 5 II - 2 ー 中 (2) 67-1 58-c 0 . 92X0. 82X0 .09 2 骨片検出
F - 7 6 II - 2 ー 中 (2) 68-1 58-d 0 . 40X0 . 32X0 .03 2 骨片検出
F - 7 7 II - 2 ー 中 (4) 68-1 58-d 0 . 67X0 . 46X 0 . 04 2 骨片検出
F - 7 8 II - 2 ー 中 (3) 69-1 58-c 1 . 58X0 .56X0 .09 2 骨片検出
F - 7 9 II - 2 ー 中 (3) 69- 1 58-c 0 . 20X0 . 1 0X0 .04 1 
F - 8 0 II - 2 ー 中 (4) 69-1 58-c 0 . 86X0 . 57X0 . 1 2  2 骨片検出
F - 8  1 II - 2 ー 中 (2) 68- 1 58-c/d 1 . 20X0 . 55X0 .08 2 骨片検出
F - 8 2 II - 2 ー 中 (2) 66-1 58-c/d 1 . 85X ( 1 . 1 0) X0 .07 1 
F - 8 3 II - 2 ー 中 (1 ) 65- 1 58-c 1 . 83X l . 60X0 . 06 2 骨片検出
F - 8 4 II - 2 ー 中 (1 ) 66-1 58-d 0 . 84X0 .42X0 .02 1 
F - 8 5 II - 2 ー 中 (3) 68-1 58-c 1 . 36X0 . 48X0 .02 2 骨片検出
F - 8 6 II - 2 ー 中 (5) 69- 1 58-c/70-1 58-d 0 . 54X0 . 1 7X0 .02 2 骨片検出
F - 8 7 II - 2 ー 中 (6) 70-1 58-d 0 . 1 7X0 . 1 5X0.02 2 骨片検出
F - 8 8 II - 2 ー 中 (3) 67- 1 58-c 0 . 98X0 . 80X0 . 1 0 1 
F - 8 9 II - 2 ー 中 (3) 65-1 58-c/66-1 58-d (3 . 1 4) X (0 . 80) X0 .06 2 魚骨片検出
F - 9 0 II - 2 ー 中 (3) 67-1 58-d 0 . 52X0 . 44X0 .05 1 
F - 9 1 II - 2 ー 中 (3) 67-1 58-d (0 . 82) X (0. 36) X0 . 1 0  2 骨片検出
F - 9 2 I[ - 2 ー 中 (4) 66-1 58-c/d 2 . 1 8XO .  74X0 . 1 2  2 骨片検出
F - 9 3 II - 2 ー 中 (3) 67-1 58-d 0. 50XO.  38X0 .02 3 炭化 ク ル ミ 検出
F - 9 4 II - 2 ー 中 (3) 68-1 58-d 0 . 86X0 . 92X0 .06 2 骨片検出
F - 9 5  II - 2 ー 中 (5) 68-1 58-c/d (0 . 88) X (0. 30) X0 .04 2 骨片検出
F - 9 6 II - 2 ー 中 (5) 68-1 58-c/d ( 1 . 22) XO .  96X0 . 1 1  2 骨片検出
F - 9 7 II - 2 ー 中 (6) 70-1 58-d (0. 82) X (0 . 50) X0 .04 3 骨片検出
F - 9 8 II - 2 ー 中 (4) 69-1 58-c (0 . 50) X (0 . 40) 1 
F - 9 9 II - 2 ー 中 (5) 69-1 58-c ( 1 . 25) X ( 1 . 00) 2 骨片検出
F - 1  0 0 II - 2 ー 中 (4) 68-1 58-d ( 1 . 34) X 0 . 68X0 .06 2 骨片検出
F - 1  0 1 欠番
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N 遺摺

表N - 3 遥構一覧表 ( 3 )

遺構名 層位 発掘区 長径X短径X厚 さ (cm) 分類 備考

F - 1 0 2 II - 2 ー 中 (3) 65- 1 58-c (0. 62) X 0 . 54X 0 . 06 2 骨片検出
F - 1  0 3 I[ - 2 ー 中 (4) 65-1 58-c 1 .01  X O .  70X 0 . 07 1 
F - 1  0 4 II - 2 ー 中 (4) 67- 1 58-d 0 .  46XO .  42X 0 . 05 1 炭化 ク ル ミ 検 出
F - 1  0 5 II - 2 ー 中 (4) 67-1 58-d ( 1 . 1 4) X 0 . 82X 0 . 08 2 骨片 ・ 炭化 ク ル ミ 検 出
F - 1  0 6 II - 2 ー 中 (5) 66-1 58-c ( 1 . 1 2) X ( 0 . 42) 1 炭化 ク ル ミ 検 出
F - 1  0 7 IT - 2 ー 中 (4) 66-1 58-c 1 . 02XO.  76X 0 . 04 2 
F - 1  0 8 II - 2 ー 中 (4) 67- 1 58-c (0 . 50) X (0. 32) X 0 . 05 1 
F - 1  0 9 II - 2 ー 中 (4) 67-1 58-c (0 . 82) X (0. 30) 2 骨片検出
F - 1  1 0 II - 2 ー 中 (4) 67- 1 58-d 0. 78X 0 . 48 X 0 . 06 2 骨片検出
F - 1  1 1  II - 2 ー 中 (2) 66-1 58-c 0 . 32X 0 . 1 4X 0 . 02 3 
F - 1  1 2 II - 2 ー 中 (2) 66- 1 58-c 0 . 38X 0 . 1 8X 0 . 02 3 
F - 1  1 3 II - 2 ー 中 (2) 67-1 58-c 1 . 1 0X 0 . 42X0 . 04 2 骨片検出
F - 1  1 4 II - 2 ー 中 (2) 68- 1 58-c 0. 60X 0. 52XO .  06 2 骨片検出
F - 1 1 5 II - 2 ー 中 (4) 67-1 58-c/d (1 . 1 0) X (0 . 58) 1 
F - 1 1 6 II - 2 ー 中 (5) 67-1 58-c 1 . 02-X O.  78X 0 . 07 2 骨片検出
F - 1  1 7 II - 2 ー 中 (3) 68- 1 58-c (0 . 05) X (0. 32) X 0 . 04 2 骨片検出
F - 1  1 8 II - 2 ー 中 (4) 66-1 58-c/d (0 . 38) X 0 . 2 X0 . 02 1 
F - 1  1 9 II - 2 ー 中 (4) 69-1 58-d 0 . 32X 0 . 24X0 .04 3 
F - 1 2 0 Il - 2 ー 中 (4) 68- 1 58-d ( 1 . 28) X (0. 32) X 0 . 06 2 クマの土賛品／魯片 ・ 炭化クルミ検出／ I 4 C年代測定
F - 1  2 1 II - 2 ー 中 (4) 68-1 58-c/d 0 .  36X 0 .  29X O .  02 3 
F - 1 2 2 Il - 2 ー 中 (4) 68- 1 58-c 0. 62XO .  50X 0. 05 1 
F - 1  2 3 II - 2 ー 中 (5) 68- 1 58-d (0. 23) X (0 . 1 7) X - 3 
F - 1  2 4 ]I - 1 71 -1 58-a 0 . 5 1 X 0 . 20X- 3 
F - 1 2 5 II - 2 ー 中 (4) 68-1 58-c 0 . 32X 0 . 1 6X0 .02 3 
F - 1  2 6 II - 2 ー 中 (5) 68-1 58-c/d 0 .95X 0 . 44 X 0 . 04 2 骨片検出
F - 1  2 7 Il - 2 ー 中 (5) 68-1 58-c/d 0. 86X O .  46X 0. 03 2 骨片検出
F - 1  2 8 II - 2 ー 中 (6) 68- 1 58-c/d 1 . 04X 0 . 58X0 .04 2 骨片検出
F - 1  2 9 II - 2 ー 中 71 - 156-d 0 . 54X 0 . 31 X - 3 
F - 1 3 0 II - 2 ー 中 71 - 156-d 0 . 32X 0 . 1 2X- 3 
F - 1  3 1 Il - 2 ー 上 8 1 - 1 43-d ( 1 . 54)  X 1 . 1 9XO. 1 1  1 
F - 1  3 2 II - 1 81 -1 45-a 0 . 52 X 0 . 28 X 0 . 09 1 
F - 1  3 3 II - 1 81 - 1 45-a 0. 79X 0 . 48X0 . 06 1 
F - 1  3 4 II - 1 8 1 - 1 45-a (0. 44) X (0. 1 5) X 0 . 04 1 
F - 1  3 5 II - 2 一 上 81 -1 46-d 0. 66X 0 . 48XO .  05 2 骨片検出
F- 1 3 6 II - 2 一 上 81 - 1 46-d/81 -1 47-a (0 . 83) XO.  73X - 4 セ ク シ ョ ン未実測
F - 1 3 7 II - 2 ー 中 ( 1 ) 81 -1 58-a/d (0 . 50) X (0 . 30) X0 .04 1 
F - 1  3 8 II - 2 一 上 81 - 1 59-a 0 . 3 1  X 0 . 28X0 . 03 1 
F - 1  3 9 II - 2 ー 中 (2) 8 1 - 1 59-d 0 . 46 X 0 . 38X- 4 
F - 1  4 0 II - 2 ー 中 (2) 81 - 1 59-d/81- 1 60-a (1 . 00) X (0. 50) X- 4 骨片 · 炭化 ク ル ミ 検出
F - 1 4 1 II - 2 ー 中 (2) 81 -1 59-a/d (1 . 1 6) X 0 . 82X- 4 骨片検出
F - 1  4 2 II - 2 ー 上 80-1 50-c (0. 20) X (0. 1 5) X - 4 
F - 1  4 3 JI - 2 ー 中 71-1 46-d 0 . 64 X 0 . 49X0 .07 1 
F - 1  4 4 II - 2 ー 中 71 -1 46-d 0. 70X 0 . 39X0 . 03 1 
F - 1  4 5 II - 2 ー 中 71 - 1 46-a 0 . 33X0 . 25X 0 . 02 1 
F - 1  4 6 II - 2 ー 中 71 - 1 46-a 0 . 84 X 0 . 62X0 . 02 1 
F - I 4 7 II - 2 ー 中 71 -1 46-a 0 . 61 X 0 . 31 X0 .02 1 
F - 1  4 8 IT - 2 ー 中 71-1 46-a (0 .60) XO.  40 X0 .02 1 
F - 1  4 9 II - 2 ー 中 (1 ) 74-1 46-d 0 . 66X0 . 56X0 .05 1 
F - 1  5 0 II - 2 ー 中 ( 1 ) 74-1 46-a/d 0 .62X 0 . 55X0 . 03 1 
F - 1  5 1 II - 2 ー 中 (2) 74-1 46-a/d 0 . 54XO .  46 X 0 . 04 1 
F - 1  5 2 II - 2 ー 中 ( 1 ) 74-1 46-a 0 . 28X 0 . 22X0 .01 1 
F - 1  5 3 II - 2 ー 中 ( 1 ) 74-1 46-a (0. 78) X (0. 58) X 0 . 06 1 
F - 1 5 4 II - 2 ー 中 ( 1 ) 74-1 46-a (0. 08) X (0 . 02) X - 4 炭化 ク ル ミ 検出 ・ 1 4C 年代測定
F - 1 5 5 II - 2 ー 中 ( 1 ) 66-1 42-d 0 . 66X (0. 62) X0 .07 2 魚骨片多量に検出
F - 1  5 6 m 69-1 42-c 0 . 41 X 0 . 26X- 4 セ ク シ ョ ン未実測
F - 1  5 7 II - 2 ー上 73-1 42-d 0 . 32X0 . 20X0 .02 1 
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表 N - 4 遺構一覧表 ( 4 )

遺構名 層位 発掘区 長径X短径x厚 さ (cm)
F - 1  5 8 II - 2 ー 中 73- 1 42-d 0. 48 X 0 . 36XO .  07 
F - 1  5 9 IT - 2 ー 中 (1 ) 7 1 - 1 41 -d (0 . 27) X (0. 02) X-
F - 1  6 0 II - 2 ー 中 (2) 71 - 1 4 1 -d 0 . 47X0 . 34 X 0 . 02 
F - 1  6 1 II - 2 ー 中 (3) 7 1 - 1 4 1 -d 0. 76X 0 . 60X 0 . 04 
F - 1  6 2 II - 2 一 上 70-1 36-c/71- 1 36-d (0 .57) X - X 0 . 03 
F - 1  6 3 II - 2 ー 中 70-1 36-c/7 1- 1 36-d (0 .  74) X - X 0 . 04 
F - 1  6 4 II - 1 77- 1 46-d 0 . 48X 0 . 36X 0 . 01 
F - 1  6 5 II - 1 77- 1 46-d (0 . 24) X 0 . 08X-
F - 1  6 6 II - 2 ー 中 71 - 1 46-a 0 . 23X 0 . 1 5X 0 . 03 

遺構名 1 発掘区 1 層位 1 長 さ X 幅 x 厚 さ （ m ） I 備考
石囲 い炉 1 I 81 - 1 46-a I II - 1  I 0 . 48 X 0 . 46X 0. 1 6  

遺構名 1 発掘区 1 層位 1長 さ X幅X 厚 さ ( m ) 1 備考
灰集中 1 I 7 1 - 1 59-d I III I 0 . 34X0 .26 X 0 . 04 上面に土器多数

遺構名 発掘区 検出層位 長 さ x 幅 ( m )
s- 1 7 1 - 1 56-d II - 1 0 . 1 2X 0 . 1 1  礫
s - 2 71 - 1 59-a II - 2 ー 中 ( 1 ) 0 . 43X 0 . 1 4  礫
S - 3 71 - 16 1 -a/b II - 2 ー 中 0 . 44 X 0 . 34 礫
S - 4 69- 158-c II - 2 ー 中 ( 1 ) 0 . 57 X 0 . 52 軽石

分類
1 
4 
1 
1 
4 プラ ン未実測
4 プラ ン未実測
1 
4 
1 

備考

s - 5 69-1 58-a/d II - 2 ー 中 ( 1 ) セ ク シ ョ ン 面で確認 、 未調査
S - 6 67-1 58-d II - 2 一 上 1 .47X 1 . 21 黒曜石
S - 7 69- 1 58-c II - 2 ー 中 ( 1 ) 0 . 5 1 X 0 . 5 1 軽石

遺構名 発掘区 層位 長 さ X 幅 ( m ) 備考
土器集中1 84- 1 56/85-1 56/84-1 57/85-1 57 11 - 1 
土器集中2 83- 1 47 II - 1 1 . 62X0 . 85 
土器集中3 79- 1 54/79-1 55 II - 1 
土器集中4 71 - 1 62-a II - 1 0 . 58X 0 . 46 
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v 退物

V 遺 物
1 土器 ・ 土製品 （ 図 V - 1 ~ 9 、 表 V - 1 、 図版 V - 1 ~ 1 1) 

遺構出土 の土器は 、 土器集中 2 を 除 く と 全て が V 群 c 類であ る 。 包含層 の土器 は 、 II - 1 層 の67-158-

C と 78-136 グ リ ッ ト の80点 を 除 く と 全て が V 群 c 類 で あ る 。

V 群 c 類 に つ い て 。 遺構出土土器は マ マ チ遺跡の III · N · V 群 （北海道埋蔵文化財 セ ン タ ー 1983年）

であ る 。 包含層 の 土器は III · N · V 群が ほ と ん どで、 II - 2 下層 に VI 群が少 し あ る 。

当 セ ン タ ー V 群 と は大洞式 と の並行関係 で定義づけ ら れ、 VI群 と は続縄文時代 に属 す る も の と な っ

て い る 。 V 群が大洞式 と の並行関係で定義 さ れ て い る の で 、 VI 群 は 大洞式並行以 降 と い う こ と に な る 。

こ の た め V 群 c 類末 と VI群 a 類初 と の 分別 は 、 並行関係 を 捉 え た の か否 か に よ っ て 明瞭 に も な る し 、

不 明 瞭 に も な る 。 調査が進展 し 在地土器の 型式変化が捕捉 さ れ た 時点で再定義の必要があ る 。

VI群 a 類 に つ い て 。 土器集中 2 の 土器は 口縁部の 断面形 · 底節の形態 よ り VI群 a 類 に 分類 し た 。 札

幌市 H 37遺跡丘珠空港 （札幌市教育委員 会 1998年） の深鉢口縁部が内 屈 す る 傾向がみ ら れ る の に た い

し て 、 土器集中 2 の土器に は な く よ り 古い 傾 向 が見 ら れ る 。

1 ~ 1 6が土器集中 1 • 2 • 3 出 土で全て II - 1 層 で あ る 。 1 7 は P - 3 出 土で II - 2 中 層 で あ る 。 1 8

~25は 包含層 出 土 で II - 1 層 か ら 下位 に む か っ て III 層 ま で掲載 し た 。 26~ 61 ば焼土 出土の 深鉢で遺構

番号 の 降順で掲載 し た 。 28 • 54 • 62~74は焼土出土 の鉢 ・ 浅鉢で遺構番号の降順で掲載 し た 。 特 に 注

記の な い場合は 外面の観察 を 記 し て お り 、 内面の調整は ヨ コ ナ デであ る 。

( 1 ) V 群 c 類

深鉢 （復元）

1 は R L →棒状工具側面圧痕 （口唇） 、 口 唇内面 が ヨ コ ナ デ→一部 R L 。 2 は R L 、 口 縁端面が強 い

ナ デ、 内面がナ ナ メ ケ ズ リ → ヨ コ ナ デ。 3 • 4 は R L →棒状工具側面圧痕 （口 縁端面角 ） 、 内 傾す る 口

縁端面 に R L 、 内面がナ ナ メ ケ ズ リ → ヨ コ ナ デ。 1 2 は低平 な 台形状の波頂があ り 、 R L →横位沈線、

口縁端面 に R L 。 1 9は横位 R L （胴部下） → R L →横位 沈線→管状工具刺 突 ・ 棒状工具側 面圧痕 （ 口 縁

端面 角 ） 、 内傾す る 口 縁端面 に R L 、 内面が タ テ ナ デ→ ヨ コ ナ デ。 24 は R L 、 2 対の棒状突起が 4 個

所あ り 、 突起間文様帯 は横位沈線→長楕 円形の沈線→長楕円形内が凹線状に な る ほ どの 強 い ナ デ消 し

→長楕 円形沈線状 に刺突、 突起 と そ の周辺の文様帯 は 突起周辺の ナ デ消 し と 凹線状 に な る 程の 強 い ナ

デ消 し→ 突起周辺 を U 字 に 囲 む 沈線→突起 ・ ロ縁端面 に L 縄線文→ 2 段の縦位細沈線 ・ 縄線文 に刺突。

壺 （復元）

1 7は 口縁の内側 に突帯がめ ぐ り 、 タ テ ナ デ→ ヨ コ ナ デ→縦位 R L →横位沈線 と 一部 と ぎ れ た部分を

縦位弧状沈線で繋 ぐ工字文風、 タ テ ナ デが粗いた め に器表 に 凹 凸 が生 じ 、 縦位 R L が帯縄文の よ う に

転写 さ れ、 口 唇 に 棒状工具側 面圧痕。 25は 壺の頸部 を 打 ち 欠 い た再生品、 R L →横位沈線。

鉢 （復元）

丸底 8 は 内外面 ナ デ、 口 縁端面 に L 縄線、 丸底。 9 は R L →横位沈線→短い縦位沈線、 口縁端

面 に R L 、 丸底。 1 3 は R L →横位沈線、 口 縁端面 に R L 、 揚 げ底。

平底 1 4 は L R → R L →横位沈線。 1 5は 上面観が楕円形の浅鉢、 短軸の両端 に低平な 台形状の波

頂があ り 、 外面 がR L 、 一部の 口縁端 と 波頂部端面 に R L 、 揚 げ底。 1 6は 上面観が楕円形の 口 縁 を 持

つ 鉢、 長軸の両端 に 有孔の棒状突起がつ き 、 R L →上下 2 本の横還す る 沈線→ 2 本の横還す る 波状沈

線→横還沈線 と 横還波状沈線 の 間 に 短い横位沈線、 口 縁端面 に R L 。 21 は 内外面 ナ デ、 口 縁端面 ナ デ、

や や揚 げ底。
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1 土器 ・ 土製品
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v 造物
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図 V - 4 土器 ( 4 )
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図 V - 6 土器 ( 6 )
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1 土器 ・ 土製品

浅鉢 （復元）
20 は上面観が楕円形の浅鉢、 長軸 の片端側 に棒状突起が2 個づつ き 、 一部の 口縁端面 と 棒状突起 に

棒状工具側 面圧痕、 R L 。 22は上面観が楕円形の浅鉢、 長軸 の両端 に 台形状の波頂があ り 、 一部の ロ

縁端面 に 短い L 縄線文、 R L 。

再生浅鉢 （復元）
5 • 6 は鉢底部 の再生 、 内外面 ナ デ、 内面側 か ら 打欠 い た 口縁。 5 の外底面 （揚げ底） に は 十字の線描。

7 は深鉢底部の再生、 内外面 ナ デ、 内面側 か ら 打 欠 い た 口縁、 R L 。 23 は浅鉢底部の再生、 R L 。

焼土の深鉢 （拓本）
26 は刺突→横位沈線。 27は 縦位細沈線→ ト ク サ原体 に よ る 沈線文→ ト ク サ原体に よ る 刺突、 口縁端

面 に L 縄線文。 29 • 30 は L R → 凹線状に な る ほ どの 強 い ナ デ消 し→ ト ク サ原体に よ る 刺突。 31 は横位

沈線→斜位沈線→ ト ク サ 原体に よ る 刺 突、 内傾す る 口縁端面 に L 縄線文。 32は L R 縄線文（弧形 ・ 横

位） 、 内傾す る 口 縁端面 に ナ デ→指頭 ？ 圧痕。 33 は R L →断続す る 横位沈線文。 34は 突起周辺の ナ デ

消 し →突起周辺 を U 字 に 囲 む沈線→突起 ・ ロ 縁端面 に L 縄線文。 35は横位沈線→管状工具に よ る 刺突。

36は L R 縄線文、 内傾す る 口縁端面 に ナ デ→指頭 ？ 圧痕。 37は R L 、 口縁端面 に ナ デ。 38は上下 2 個

所 に 横位貼付帯→ 口縁端面に L 縄線文 · 下段の貼付帯 に 円形刺突。 39 は L R 縄線文、 口縁端面 に ナ デ。

40 は ナ デ→横位沈線。 41 は 縦位 R L 、 双頂の波頂、 I 0 の孔。 42は L R 、 口縁端面 に 箆状工具に よ る

刻 み 。 43 は L R 縄線文、 口縁端面 に ナ デ。 44は横位沈線→管状工具 に よ る 刺突、 チ ャ ー ト ・ 石英の混

和材が多 い。 45は L R →頸部に L R の 閉 じ た縄端 の側面圧痕文、 縦位 L R 縄線文→横位沈線、 口縁端

面角 に縄圧痕。 46 • 47は R L → ヨ コ ナ デ→ L R 縄線文、 口縁端面 R 縄線文→端面角 に縄端刺突。 48は
R L → ヨ コ ナ デ→ L 縄線文、 口縁端面 に ナ デ。 49 • 50は R L → ヨ コ ナ デ→ L R 縄線文、 口縁端面 に棒
状工具側 面圧痕。 51 は L R 縄線文、 口縁端面 に ナ デ。 52は L R 縄線文、 口縁端面 に ナ デ。 53 は R L →
ョ コ ナ デ→ L R 縄線文→管状工具 に よ る 刺突、 口縁端面 に指頭圧痕。 55 は R L → ヨ コ ナデ横位沈線、

口縁端面 に ナ デ。 56は R L → ヨ コ ナ デ→ L R 縄線文、 口縁端面 に ナ デ。57は R L → ヨ コ ナ デ→ L 縄線文、

口 縁端面 に ナ デ。 58 は R L → L 縄線文、 口縁端面角 に棒状工具側 面圧痕。 59は R L →頸部 に 閉 じ た縄

端圧痕文、 口縁端面 に 強 い ナ デ。 60は L R 縄線文、 口縁端面に R 縄線文。 61 は R L → L 縄線文、 口縁

端面角 に棒状工具側 面圧痕。

焼土の鉢 ・ 浅鉢 （拓本）
28 は R L 、 内傾す る 口縁端面に L 縄線文→押 し 引 き 文、 I 0 の刺突。 54は 浅鉢の 突起部分、 沈線 と

端面 には L 縄線文。 62は R L 、 口縁端面 に R 縄線文→ 口縁端面角 に棒状工具側面圧痕、 チ ャ ー ト ・ 石
英 ・ 長石 · 角 閃石の混和材が多い。 63 • 64は R L 、 口 縁 内側 に L 縄線文→ 口唇に棒状工具側面圧痕。 65

は R L 、 口縁端面に L 縄線文。 I 0 の孔。 66 は R L 、 口縁端面に L 縄線文。 67 • 68 は R L 、 口縁端面

に L 縄線文→ 口縁端面角 に L 縄線。 69 は R L 、 口縁端面 に ナ デ。 70 は R L → ヨ コ ナ デ→横位沈線→ 閉
じ た縄端圧痕、 口縁端面 に L 縄線文。 71 は R L 、 突起 ・ ロ縁端面 に L 縄線文。 72は R L 、 突起 ・ ロ 縁

端面 に R 縄線文。 73 は R L 、 口縁端面 に L R 縄線文→ 口縁端面の両角 に L R の 閉 じ た縄端の側面圧痕

文。 74は R L 、 口縁端面 に L R 縄線文→ 口縁端面角 に縄線文。

( 2 )  VI群 a 類

深鉢（復元）
1 0 は 縦位 R L →棒状工具側面圧痕（ 口唇） 、 揚げ底。 1 1 は縦位 R L 、 口縁端面は ナ デ。 1 8 は胴部が縦位

R L → ヨ コ ナ デ→横位帯状 R L 、 口縁部が ヨ コ ナ デ→横位帯状 R L →斜位押 し 引 き 文→刺突、 口唇に

棒状工具側 面圧痕。 （鈴木）
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1 土器 ・ 土製品
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表 V - 1 土器掲戟一覧

区書号 発撼区 遺欄名 層位 分顆 遺物ぬ 点数 41 67-158-c F-50 ll -1 vc 23 3 

v-1-1  84-15 7-bc/85-156-a~d /85-157-abd 土＂●中ー1 ll -1 vc 10. 19-22. 37、 94. l lO 80 
42 66-158-c/67-lSSd F-60 ll -2-'i' (2) Ve l 2 

2 84-157-bc/85-156-a~d/85- 157-abd 土＂集中ー1 Il -1 Ve lO. 13~18. 65 叩 66-158-cd F-63 D -2ー9 1, （1)  vc l l 

3 訊ー157-bc/85- 156-a~d/85-157-abd 土巽●中ー1 ll -1 Ve 10. 38~43. 60. 63. 65、 67. 103 120 43 66-J 58-cd F岱 ll -2-9 | l (l)  Ve 1 I 
--

4 84-157- bc/85-156-a~d/85-157-abd 土騎重中-1 ll -1 Ve 35、 59~63. 66 31 44 67-158-c F-75 n -2-＇ 1 l  (2) Ve l 2 

5 84-J 57-bc/85-1 56-a~d /85-15 7-abd 土H集中ー1 ll -1 Ve 287 4 67- 158-c 上段と撞合 n -2ー"' (3) vc 241 l 

6 84-1 57-bc/85-I 56-a ~d/85-157-abd 土翡集中ーl ll-1 Ve 431 17 45 67-156-c F - 75 D -2-,i, (2) Ve I l 
7 84-157-bc/85-156-a~d/85-157-abd 土＂重中ー1 a - 1  vc 430 18 46 67-158-c F-75 n -241, （2) Ve 2 I 

8 糾-l 57-bc/85-l56-a~d/85-157-atx! 土＂集中ー1 n -1 vc 429 48 68-158-d 上穀と11合 Il -2叶I (3) vc 177 I 
9 84-157-bc/85-156-a~d/85-157-abd 土H●中ー1 D -1 Ve 6. 8 25 47 邸— 158-c ぬ心と慎合 n -2-, 1 ,  C3l vc 213 I 

10 B3-l47a~d 土＂菫中ー2 Il -1 VI• 3、 5. 9.  10. 12. 13. I 5. 18~20 145 68-158-d n -2-’ll (3) Ve 179 1 

ピー！ I 83-147a~d 土覇婁中ー2 Il-1 W• 1、 2、 5~8. 11. 13. 16~19、 21 公迅 48 67-158-c F -88 Il -2-' i ' (3) Ve 1 6 
12 79-155-b 土骰婁中ー3 n -1 Ve 29、 53, 64 32 67-158-c F-88 Il -2-' i ' (3) vc 3 
13 79-155-b 土II露中-3 Il -1 Ve 25. 26. 73. 1 15. 1 17. 1 1 9. 165. 183. l邸 198 25 49 67-158-c F-88 ll -2-’l, (3) Ve 5 
14 79- 155-b 土計集中ー3 ll -1 Ve 1、 3, 6 、 27, 97 32 50 67-158-d ぬ49/::.撲合 D -2ー I l l (5) Ve 287 1 
15 79-155-b 土＂纂中ー3 ll -1 Ve 8 14 51 F-93 n -2-l l, (3) Ve l l 67-158-d 16 79-155-b 土謁饂中ー3 ll -1 vc 26. 35. 72. 75. I 16. 1 19. 15'ヽ～156. 183. 184 、 198 25 52 67-158-d F-93 0 -2-11 1  (3) vc l l 17 67-158-bc P-3 0 -2-111 (4) Ve 1 、 2 10 

53 18 78·136-d 68-158-d F-100 n -2-11 1 (4) Ve I 4 D -1 VI• 2~4 49 
19 67-158-d 

“ 65-158-c F-102 II -2_,µ (3) vc l I U -2- I Ve 93、 9 192 
20 71-155-c Il -2一9l’I ll -2ー ト・

vc 156, 157, 162 13 
55 67- 1 58-d F-1 1 0  II-2-91, （4) Ve I 2 

21 80-150-d ll -2- I vc l 13 -- 56 67-158-cd F-1 1 5  Il -2ー q1 (4〉 Ve 1 3 

22 70-158-d II -2- 1 |  9 Ve 92 4 57 68-l 58-cd F-121 II -2ーq, (4) Ve 1 l 
ドー •

23 70-158-c n -2-！1 9 Ve 155 4 I 
58 68-158-c F-125 0 -2-11 1 (4) Ve I 3 

l 
24 

-71- I 55-ad ll -2ー ト・ Ve 278 , 287, 蕊8, 291 -299 、 301~324 475 479 486 141 59 68-158-cd F-126 Il -2ー 1 I r  (S) Ve l 7 
25 71 -!58-d/71- 159-a ll -2-' | 『 （5) /ill Ve 454 , 456 、 597 5 60 68-158-cd F-126 D -2-111 (5) Ve 3 l 
2� 71-153-a F-10 ll -2- 1.  Ve 5 1 61 68-158-cd F-126 11 -2- 1 1 1  (5) Ve 3 1 
27 71-153-a F-10 Il-2- 1 Ve 6. 7. 8 3 62 71-159-a F-16 n -2- i i •  (2) Ve  4. 7 6 
28 71 - 153-d F-11 〇 -2- I Ve I I 63 71-156-a ぬ64と撲合 D -2- 1.  Ve 191 1 --
29 71-155·d ぬ30と悽合 ll -1 Ve 120 4 64 71-- 1 56-a F-19 Il -2- I Ve 22 l ー· - -
30 71-156-a F-13 U -1 Ve 9 2 65 71-156-a F-19 ll -2- 1 vc 23 1 
31 71- 156-a F-13 Il-1  Ve 23 1 66 71-156- a  F-19 ll -2- I vc 36 I 

ト ー

32 71-158-d 下段と撲合 D -2-t11 (2) Ve 593 l 67 71-158-d F-25 a -2-lll ( l )  vc  3 `  6、 10 4 

71-159-a F-16 0 -2- し | ' (2) Ve l8. l9 3 71-158-d F-33 ll -2—ヽI' C3) vc 6 l 
33 71-156-a F-19 ll -2- I Ve I 6 68 71-158-d F-25 n -2- 9 1 l ( 1 )  Ve 6 3 
34 71 -156-a F-19 U -2- I. Ve 1 l 71-159-a 上紐と債合 ll -2-l | l (l)  vc 183 I 
35 �!-156-a F-19 Il -2- 1 vc 24 1 69 71-158-d F - 25 n -2-9 1, (1) Ve 6、 8. 9 8 --
36 71-158-d F-30 ll -2-’l, （2) Ve 5 I 70 71-160-d F - 49 Il -2-1 1 1  ( 1 )  Ve 3 6 
37 71- 1 58-d F-33 Il -2-9 | l (3) I Ve 2 l 71 65-158-c F - 83 Il-2廿I (1) Ve I 3 
38 71 -158-d/71 -159-a F-36 ll -2ー9| ,  （3) vc 6 I 72 69-lt=:8-c F-99 n -2-’ I l  (5) vc l 1 
39 71-158-d/71-159-a F-36 u -2一9 1, (3) Ve 16 l 73 69-158-c F-99 n -2-l \ l (5) Ye 3 l 
心 67-158-c F-50 Il - 1  vc 20 I 74 67-158-d F-1 1 0  Il ←2-9 1 9  (4) Ve I 1 

＜ 

9
9
 

距
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1 土器 ・ 土製品
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図 V - 9 土製品

( 3 ) 土製品 （図 V-9 、 口絵ー 1 、 図版 V-11)

ク マ と 見 ら れ る 土製品 （図 V - 9 、 口絵 ー 1 、 図版 V-11)

F - 1 20か ら 出土 し た。 大 き さ は長 さ9.3cm 、 高 さ 4 . 8cm 、 厚 さ3 . 0cm 、 重 さ91 .0g を は か る 。 四肢 と

下顎部、 左耳 を 欠損 し て い る 。 刺突 に よ っ て 目 、 耳の 穴が表現 さ れ て い る 。 臀部か ら 首 のつ け根の位

置 に か け て 直径0. 8 -0. 4cm、 長 さ 6. 4cm の穴があ る 。 被熱 し た様子 は 見 当 ら な い が裏面 に は ス ス が付

着 し て い る 。

（酒井）
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v 迫物

2 石器等 （図 V - 10 ~ 14、 表 V - 2 ~ 3 、 図版 V - 12- 19)
( 1 ) 遺構の石器等 （図 V - 10~11 、 表 V - 2 、 図版 V - 12- 14)
焼土の石器等
焼土 か ら は 530点の石器等が出 土 し て い る 。 剥片石器46点、 礫石器 9 点、 石製品 l 点で あ る 。 そ の

ほ と ん どは黒曜石の フ レ イ ク で あ る 。 こ れ ら の遺物は焼土 中 も し く は そ の付近か ら 出土 し た も ので あ
る 。 石器で は石鏃 9 点、 ス ク レ イ パ ー 14点、 R フ レ イ ク 12点、 U フ レ イ ク 1 1点、 石斧片 l 点、 た た き
石 7 点、 台石片 1 点、 石製品が 1 点 出土 し て い る 。

1 ~ 9 は有茎の 石鏃。 4 は刃部に再加工痕があ り 、 石錐 と し て使用 さ れ た可能性が考 え ら れ る 。 す
べ て黒 曜石製。 1 0~ 1 4は ス ク レ イ パー 。 1 0 • 1 1 は 曲線状の刃部 の あ る も の。 1 2~ 1 4は 直線状の刃部の
あ る の も 、 1 3は被熱 し て い る 。 1 5は軽石製の石製品。 下半 を 欠損 し て い る 。 両面 に研磨痕があ り 、 径 5 mm 
ほ どの孔があ け ら れて い た と 思 わ れ る 。

土器集中の石器等
土器集中 か ら は740点 の石器等が出土 し て い る ； う ち 、 剥 片石器は28点、 礫石器は 4 点で あ る 。 そ

の他は フ レ イ ク や礫 ． 礫片 で あ る 。 石鏃は三角形の も のが10点 出土 し て い る 。
1 6~23は三角形の石鏃で あ る 。 1 6 • 1 7は乎基、 1 9~23は凹基であ る 。 24は三角形の石槍 ・ ナ イ フ で

あ る 。 厚みがあ る こ と か ら 石鏃で は な く 石槍 ・ ナ イ フ と し た 。 25 • 26は剥片の 一部 に 刃 部 を 作 り 出 し
た ス ク レ イ パ ー であ る 。

集石の石器等
集石か ら は342点の石器等が出土 し て い る 。 S - 1 · 2 · 3 · 5 は礫石器、 S - 4 · 7 は軽石、 S

- 6 は黒曜石の石鏃 ・ 原石 ・ フ レ イ ク チ ッ プが出土 し て い る 。
27~29は S - 1 出土の有意の礫であ る 。 30~33は S - 2 出土の石器等で あ る 。 30は撥形の石斧の未

製品 と 見 ら れ る 。 剥離 に よ る 狙い加工 を 施 し て い る 。 31 は腹背部及 び側面 に敲打痕の あ る た た き 石。 32
は 台石片。 33は有意の礫。 34~ 36は S - 3 出土の石器で あ る 。 34 は腹背部 に 敲打痕の あ る た た き 石。 35
は 台石片。 36は有意の礫。

( 2 ) 包含層の石器等 （図 V - 12 ~ 14 、 表 V - 3 、 図版V - 15~ 19)
4 , 206点 出土 し て い る 。 包含層 出 土遺物 の約 2 割 に あ た る 。 黒曜石 の フ レ イ ク が約半数を 占 め る 。

内訳は剥片石器は382点、 礫石器は 126点であ る 。 剥片石器で は、 石鏃 ・ ス ク レ イ パー • R フ レ イ ク ・

u フ レ イ ク が多 い 。 礫石器 で は た た き 石が多 く 出 土 し て い る 。 こ の ほ か に 、 琥珀 8 点、 石炭115点 な
どが出土 し て い る 。

石鏃 （図 V - 12- 1 ~21) 
88点出土 し て い る 。 三角 形で平基の も のが 4 点で凹基の も のが 8 点、 有茎の も のが68点 、 木葉形の

も のが 1 点、 未製品 が 4 点、 破片が 3 点であ る 。 土器集 中 か ら 出 土 す る も の と 比べ有茎の も のが占め
る 割合が非常 に 大 き い 。 黒曜石製の も のがほ と ん どで あ り 、 1 点のみ頁岩製の も の があ る 。

1 ~ 4 は三角形凹基の も の 。 5 は三角形平基の も の。 6 ~ 1 9は有茎の も の。 20 は木葉形の も の。 21
は有茎鏃の制作途中 の も の と 見 ら れ る 未製 品 で あ る 。 すべて黒曜石製。

ナ イ フ ・ 石槍 （図 V - 12 - 22 ~ 24)
7 点 出土 し て い る 。 22は頁岩製。 錯向剥離に よ っ て 刃 部 を 作出 し て い る 。 両面加工 に よ り 刃部 を 作

り 出 し て い る 。 24 は 返 し の部分が明瞭で は な い 。 黒曜石製。
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つ ま み付 き ナ イ フ （図 V-12 -25-26 )

3 点 出 土 し て い る 。 縦型の 両面調整 さ れ た も のが 1 点 、 横型 の片面調整の も の が 1 点、 未製品が 1
点であ る 。 25は 縦型で両面調整の も の 。 つ ま み に 当 た る 部分がは っ き り と し て い な いがつ ま み付 き ナ

イ フ と し た 。 頁岩製。 26は横型 の片面調整の も の。 黒曜石製。
ス ク レ イ パー （ 図 V-12 -27～ 図 V-13 -37) 

124点 出 土 し て い る 。 黒曜石製の も の が多 く 、 ほ か に は 安 山 岩製の も の や頁岩製の も のが見 ら れ る 。

多 く は剥片の 一端に 刃部 を 作出 し て い る も の であ る 。

27は 円弧状の刃 部があ る も の 。 28~30は 曲線状の刃 部があ る も の。 31 は下端部 に急角度の刃 部があ

る も の。 32~ 35は 直線状の刃部があ る も の。 36 • 37は剥片の 一部 に 刃部があ る も の 。
R フ レ イ ク

81点出 土 し て い る 。 図示 し て い な い 。 フ レ イ ク に何 ら か の 加工 を 行 っ た と 見 ら れ る も の を こ こ に 分

類 し た。

u フ レ イ ク

79点 出 土 し て い る 。 図示 し て い な い 。 フ レ イ ク に使用 痕 と 見 ら れ る 剥離の観察で き る も の を こ こ に

分類 し た。

石斧（図 V-13 -38-40)

未製品 2 点 を 含 め て 15点 出 土 し て い る 。

38 は撥形の も の 。 全面 に研庖整形痕が見 ら れ る 。 39 は短冊形の も の。 打 ち 欠 い た の ち に研磨整形を

し て い る 。 40は未製品。 打 ち 欠 き に よ る 整形の途中 で廃棄 さ れ た も の と 見 ら れ る 。

た た き 石 （ 図 V - 13 -41 -44)

76点出 土 し て い る 。 棒状 も し く は偏平礫の腹背部 を 使用 し て い る も のがほ と ん どで あ る 。 ま た 、 完

形の も の は少 な く 、 折れて い る も のが多い。 礫石器の数が少 な い 中 で た た き 石の みが突 出 し て多 く 出

土 し てい る 。

41 ~43は棒状 ま た は偏平礫の腹背部 に敲打痕の あ る も の。 44は 偏平礫の腹背部 と 側縁 に敲打痕 の あ

る も の。

台石
11点出土 し て い る 。 図示 し て い な い。 すべて破片 であ る 。 礫の 一部 に 敲打痕の 見 ら れ る も の で あ る 。
砥石 （図 V - 13 -45-46 )

15点 出 土 し て い る 。 こ の う ち 矢柄研磨器 と 見 ら れ る も の が 4点あ る 。 石質 は泥岩 であ り 、 矢柄研磨

器は ス コ リ ア 製であ る 。
45 は溝状の使用面があ る も の。 矢柄研磨器 と 見 ら れ る 。 ス コ リ ア 製であ る 。 46 は板状の礫の 一面 を

使用 し て い る も の 。 泥岩製。

琥珀
8 点 出 土 し て い る 。 図示 し て い な い 。 1 cm 弱ほ どの も の が 2 点、 そ の他は破片で あ る 。 加工 し た痕

跡は な く 原石であ る と 見 ら れ る 。 出 土 し た周 囲 に は石炭やベンガ ラ が多 く 見 ら れ た。

石炭
遺物かは不明 で あ る が1 15点 出 土 し て い る 。 1 - 5 cm ほ どの円礫状の も の が多い。

軽石
122 点出 土 し て い る 。 径 1 - 3 cm ほ どの も の が多 い 。 集石 4 • 7 で は ま と ま っ て 出 土 し て い る 。

（酒井）
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表 V - 2 遺構出土掲載石器等一覧

図番号 遺構薔号 位置 名称 遺物番号 層位 長さ (cm) 幅 (cm) 原さ （an) 重 さ ( 9 ) 石質 図版番号 備考

v-1 0-1 F -1 4  71 - 1 55-d/71-156-a 石鎌 （有茎） 3 II -2—上 2.2  1 . 1  0 .4  0 .6  黒曜石 図版V-12

v-10-2 F -1 9  7 1- 156-a 石鎌 （有茎） 4 II -2ー上 2.9 1 .2 0 . 5  1 .0 黒電石 図版V-12

V- 10-3 F -33 71 - 1 58-d 石饂 （有茎） 18  ll -2ー 中 (3) ( 1 . 9) 1 . 3 0 .4  (0.5) 黒曜石 図版V-12

V-10-4 F -50 67-158-c 石饂 （有茎） 2 Il-2—上 3.2 1 . 3 〇. 5 1 . 0 黒曜石 回版V-12

V-10-5 F -50 67-158-c 石饂 （有茎） 7 Il -2-上 (2.2) 1 . 0 0 . 4  (0.5) 黒曜石 図版V-12

V-10-6 F -88 67-158-c 石紘 （有茎） 8 11 -2ー 中 (3) 1 .8 1 . 1  0 . 3  0 . 4  黒曜石 図版V-12

V-10-7 F -99 69-158-c 石鉱 （有茎） 2 11 -2ー 中 (4) 2.4 1 .2 0 . 3  0.6 黒曜石 図版V-12
V-10-8 F - 103 66-158-c 石鎌 （有茎） 2 II -2ー 中 (3) (1 .9) 1 .2 0.4 (0.4) 黒曜石 図版V-12
V-10-9 F - 19  71-156-a 石鉱 （有茎） 7 11-2ー上 2.5  1 . 4 0 .6  1 . 3 黒曜石 図版V-12

v-10- 1 0  F -50 67-158-c ス ク レイバ ー 10  11-2— 上 4.4  4 . 1  0 . 7  8 . 1  黒嗜石 図版V-12

v-10- 1 1  F - 1 26 68- 158-c/d ス ク レ イ バー 2 II-2ー 中 (5) 4 . 0  5 .5  0 .6  1 4 . 5  黒曜石 図版v-12

V-10- 12  F -83 65-158-c ス ク レ イ バ ー 2 II-2— 中 (1 ) 4 .8  2 .5  〇 .9 6 .7  黒曜石 図版V-12

V-10- 13  F - 1 9  71 - 1 56-a ス ク レ イ パー 30 11-2-上 6.3  4 . 1  I . I  1 7.6 黒曜石 図版V-12 被熱

V-10-1 4 F -50 67-158-c ス ク レ イ バー 16  II -2ー上 7.0  4 . 2  1 . 0  20.8 黒嗜石 図版V-12

V-10- 1 5 F -89 65-1 58-c/66-158-d 石駁品 1 11 -2ー 中 (3) (2.3) (4 . 1 )  ( 1 .6) (3.4) 軽石 図版V-12

V -10-16 土器集中 1 84-1 56/157 /85-1 56/157 石鉱（三角紘平基） 68 11 - 1 (1 .8) 1 . 5 0 . 3  (0.6) 黒曜石 図版V-13

V-10-17 土器集中 1 84-156/157 /85-1 56/157 石鎌（三角鎌平基） 38 11 - 1  3 . 2  1 . 9 0 .5  2.6 黒曜石 図版V-13

V-10- 18  土器集中 3 79- 155 石鏃（三角鎌l!!I墓） 3 11 - 1 2 .0  1 .3 0 . 3  0 .5  黒曜石 図版V-13

V-1 0- 19  土器集中 3 79-155 石鎌（三角鎌平基） 2 n- , 2.6 1 . 4 0 .5  1 . 4 黒曜石 図辰V-13

v-10-20 土器集中 3 79-155 石鎌（三角鎌凹基） 1 II - I 2 . 1 1 . 3 0 . 3  0 .5  黒曜石 図版V-13

V- 10-21 土器纂中 1 84-156/157 /85-1 56/157 石鎌（三角鎌凹基） 90 II- 1 3 .0  1 . 5 0.4 1 .5 黒曜石 図版V-13

V-10-22 土器集中 1 84-156/157 /85-1 56/157 石鏃（三角鎌凹基） 57 II- 1 3 . 5  1 . 5 0 .5  1 . 8 黒畷石 図版V-13

V- 1 0-23 土器集中 1 84-156/157 /85-1 56/157 石鎌（三角鎌凹基） 20 II - 1 3 .8  1 . 8 0 .5  1 .9 黒曜石 図版V-13

V-10-24 土器集中 1 84-156/1 57 /85-1 56/1 57 石愴 ・ ナ イ フ 1 1 0  11 - 1 3 .4  2 .4  1 . 1  7 .0  黒曜石 図版V-13

V-1 0-25 土器集中 1 84- 1 56/157 /85-1 56/1 57 ス ク レ イ バー 30 II - 1 2 .9  5 .0  1 .2 19 .3  黒曜石 図版V-13

V-10-26 土器集中 1 84-1 56/1 57 /85-1 56/157 ス ク レ イ バ ー 1 03 II - 1 5 . 3  6 . 5  2 . 1  47.3 黒曜石 図版V-13

V-1 1 -27 S - 1 71- 1 56- d 有意な礫 1 II -2ー中 1 1 . 1  6 . 2  5 . 1  421 . 1  珪岩 図版V-13

V - 1 1 -28 S - 1 71- 156- d  有意な礫 2 II -2ー中 7.9 7 .0  5 . 1  366 . 1  珪岩 図版V-13

V-1 1 -29 S - 1 71- 156- d  有意な磯 3 II -2ー中 10 .3  6 .2  5 .2  435.2 珪岩 回版V-13

V - 1 1 -30 S - 2 71-1 59-a 石斧片 2 II -2ー中 15 . 9  6 .6  2 .3  296. 7 片岩 図版V-14

V-1 1 -31 S - 2  71-159-a た た き石 3 11-2ー中 1 9 . 0  7 . 0  3 . 2  546 .5  片岩 図版V-14

V - 1 1 -32 S - 2  71- 1 59-a 台石 1 11 -2ー中 (25.3) 7 .3  7 . 3  (1960.0) 砂岩 図版V-14

V- 1 1 -33 S - 2 71 - 1 59-a 有意な礫 4 II -2ー中 19.0  4 . 1  3 . 1  369. 4  砂岩 図版V-14

V-1 1 -34 S - 3  71- 16 1-a/d た た き 石 2 II -2ー中 19.6  6 .5  1 . 9 343.2 片岩 図羅V-14

V - 1 1 -35 S - 3 71-161 -a/d 台石 3 11 -2ー中 (16 .5) (9 . 1 )  (5.6) ( 1268.9) 花尚岩 図V-14

V-1 1 -36 S - 3  71- 16 1-a/d 有意な礫 1 11 -2ー中 26. 7 1 0 . 3  5 .8  2300 安山岩 図版V-14
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表 V - 3 包含層 出土掲載石器一 覧

図番号 名称 発掘区 遺物番号 層位 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ ( g ) 材質 図版番号 備考

図V-12-1 石鎌（三角鎌凹基） 84-161-b 1 I (2. 1 )  1 . 5 0 .4  (0.8) 黒嗜石 図版V-15

図V-12-2 石鎌 （三角鎌凹基） 77-1 46-a 22 Il - 2 一上 3.4 1 . 4 0.6 1 .8 黒曜石 図版V-15

図V-12-3 石鏃（三角鎌凹基） 74-1 46-d 21 II - 2 ー 中 (1 ) (3.2) 1 .8 0 .5  (1 .9) 黒曜石 図版 V-15

図V-12-4 石鎌 （三角鎌凹基） 30 3.8 1 . 2 0 .3  1 . 2 黒曜石 図版V-15 B 調23-3

図V-12-5 石鏃 （三角鎌平基） 32 3.0 I .  7 0 .3  1 .0 黒曜石 図版V-15 B謂23-8

図V-12-6 石鎌 （有茎） 71-158-d 104 11 - 1 1 . 4 1 . 1  0 .4  0.3 黒曜石 図版V-15

図 V - 1 2-7 石鎌 （有茎） 71-157-d 20 Il - 1 (2.2) 1 . 4 0.4 (0.7) 黒曜石 図版V-15

図 V -12-8 石紘 （有茎） 68-158-d ， [l - 1 2.9 1 .  7 0 .5  1 .2 黒嘔石 図版V-15

図 V-12-9 石鏃 （有茎） 71-156-d 8 II - 2 ー 上 2.2 1 .2 0 .4  0.6 黒曜石 図版V - 1 5

図 v -1 2-10 石鎌 （有茎） 71-156-a 122 II - 2 ー上 2.6 1 . 2 0.4 0.8 黒曜石 図版V-15

図 v-12-1 1 石錨 （有茎） 67-1 58-c 2 ll - 2 ー 上 2.5 1 . 3 0 .5  0.8 黒曜石 因版V-15

図V-12- 12 石鎌 （有茎） 71-1 56-a 1 1 7  11 - 2 ー 中 (1 . 7) 1 . 3 0.3 (0.4) 黒曜石 図版V-15

図 V -1 2- 13 石鎌 （有茎） 66-158- d 1 1 6  II - 2 ー 中 (2) 2.0 1 . 2 0 .4  0 .5  黒曜石 図版V-15

図V-12-14 石鏃 （有茎） 66-1 58- d 1 39 lI - 2 ー 中 (3) 2 .4  1 .2 0.4 0.6 黒曜石 図版V -1 5 花十勝

図 V-12-15 石紘 （有茎） 66- 158- d 132 II - 2 ー 中 (3) 2 .2  ( 1 . 3) 0.3 (0 . 5) 黒嘔石 図版V-15

図 V - 1 2-16 石鎌 （有茎） 69- 158-c 84 II - 2 ー中 (4) ( 1 . 7) 1 . 3 0 .4  (0.5) 黒曜石 図版V-15

図V-1 2-17 石鏃 （有茎） 71-158-d 214 11 - 2 ー中 (5) 2.3 1 .4 0 .3  0.6 黒曜石 図版V-15

図V-12-18 石鎌 （有茎） 4 排土 ( 1 .9) 1 . 2 0.3 (0.4) 黒曜石 図版V-15

図 V-12- 19 石鏃 （有茎） 1 3  排 土 (2.6) 1 .  3 0.4 (0.9) 黒曜石 図版V-15

図 v - 1 2-20 石鏃 （木の葉形） 79-159-d 1 rr (2.2) 1 . 1  0 .4  (0.6) 黒曜石 図版 V-15

図 V-12-21 石鎌未製品 71-158-d 1 33 II - 2 ー中 (1 ) 2.0 (1 .2) (0.2) (0 . 4) 黒曜石 図版V -15

図 v -12-22 石愴 ・ ナ イ フ 71-139-c 232 II (6.6) 3 . 1  1 .0 ( 18.0) 頁岩 図版V-15

図V-1 2-23 石槍 ・ ナ イ フ 66-1 42-c 1 II - 2 ー 中 (2) 6.3 3 .4  1 .0 1 8 . 0  片岩 図版V-15

図V-12-24 石愴 ・ ナ イ フ 65-158-c 25 II - 2 ー 上 5.6 1 . 9 0.9 7.6 黒畷石 図版V-15

図 V-12-25 つ ま み付 き ナイ フ 84-1 53-a 1 [l 4.0 2 .8  0.6 2.8 頁岩 図版 V-1 6

図V-12-26 つ ま み付 き ナイ フ 77-1 46-a 18  Il - 2 ー 上 4 . 5  4 . 2  0.6 12 .3  黒嘔石 図版 V-1 6 

図 V -12-27 ス ク レ イ パー 66-158-c 1 1  II - l 2.8 3.0 1 . 1 8 .5  黒曜石 図版 V-1 6 

図 V -1 2-28 ス ク レ イ バー 67-1 58-d 26 JI - 2 一上 5.9 (5. 7) 1 .0 (20.2) 黒曜石 図版 V-1 6

図 V-12-29 ス ク レ イ バー 71-155-d 1 26 II - 2 ー上 8 . 1  6 . 6  1 .  7 69.2 黒曜石 図版V-1 6 

図 V-12-30 ス ク レイ バー 71- 152-d 1 1 3  II - 2 一下 4.6 5.1  0 .8 14.0 黒曜石 図版V-1 6 

図V-13-31 ス ク レ イ パー 69-1 58-d 20 II - 2 ー上 5.0 4 .2  1 . 3 22 . 2  黒曜石 図版V-1 6 

図V-13-32 ス ク レ イ バー 70-158-d 1 4  11 - 1 4.9 2.2 1 .0 10.3 黒嗜石 図版V-1 6

図V-13-33 ス ク レ イ バー 71-156-a 50 ll- 2 ー上 8.8 5 .2  1 . 5 75.0 頁岩 図版V-1 7 

図 V-1 3-34 ス ク レ イ パー 71-154-a 1 1 8 II - 2 一上 8.4  4 .9  1 . 3 53 .2  黒曜石 図版V-1 7 

図V-13-35 ス ク レ イ パー 71-155-d 84 []- 2 ー 中 8.5 6 .  7 1 .6 64. 1 黒曜石 図版V-1 7 

図V-13-36 ス ク レ イ パー 70-158-d 1 5  Il - 1 7.2 5 . 1  1 . 5 67. 1 安山岩 図版 V -1 7 

図 V -13-37 ス ク レ イ パー 69-1 58-d 6 II - 2 ー上 3.8 3 . 1  1 . 0 10 .6  黒嘔石 図版V-1 8

図 V-14-38 石斧 80-150-d 18  II - 2 ー 上 8. 7 6.0 2 .2 180 .2  紐色泥岩 図版V-1 8

図 V-14-39 石斧 84-1 59-a 1 II - 1 1 1 .3 4. 7 1 . 2 128 片岩 図版 V-1 8

図V-1 4-40 石斧 81-1 51 -a 1 1  II - 2 ー 上 8.5  4 .2  1 . 6  65. 2  カ ン ラ ン岩 図版V-1 8 

図 V-14-41 た た き 石 68-158-d 60 Il - 2 ー 中 15.  1 6 .8  7.4  918.9 閃緑岩 図版V-1 9

図V-1 4-42 た た き 石片 68-158-d 131 II - 2 ー中 1 4 . 1  5.5 5.3 (521 .5) 砂岩 図版V-1 9 9 点接合

図 V - 1 4-43 た た き石 68-158-d 100 II - 2 ー 中 (3) 13 .0  6.8 4 .0 373 . 2  安山岩 図版V-1 9 

図 V -1 4-44 た た き 石 69-1 58-c 86 II - 2 一下 1 5.8  6.0 3.4 432.5 安山岩 図版V-1 9

図 V - 1 4-45 砥石 80-1 50-d 10 II - 2 ー 上 (6.3) 5. 1 2.0 (47.0) ス コ リ ア 図版V-1 8 矢柄研磨器

図V-1 4-46 砥石 68-1 58-d 49 11 - 2 ー 中(1 ) ( 1 5 . 1 )  ( 1 1 .8) ( 1 . 6) (275.9) 泥岩 図版V-1 8
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表 V - 4 遺構出土遺物一覧 ( 1 )

＼ 遺構名

土器 剥片石詐 礫石器 原石 フ レ イ ク 磯 ． 礫片 石器計 合計

V群c類 YI群a類 土駁品 石鎌 ナイ7碩 l9MI(- R 7レイク リ 7レイ？ 石斧 たたき石 台石 砥石 石製品 有皇の遭 軽石 黒曜石 頁岩� 黒曜石 頁岩 その他

P - 1  3 3 

P - 2  3 3 

P - 3  10  10 

P - 4 1 3  5 1 6 19  

P - 5 1 1 3 6 6 

P - 6  7 4 4 1 1  

P - 9  1 1 1 

土坑計 36 1 1 5 4 4 1 7  53 

F - 2 12  1 2  12  

F - 4  48 48 48 

F - 1  0 ， ， 
F - 1  1 2 1 7 7 39 5 59 61 

F - 1  3 89 3 3 92 

F - 1  4 2 ＇ 1 1 3 5 

F - 1  6 44 1 1 l 6 2 1 1  55 

F - 1  9 31 2 1 1 1 1 8  1 1 1  34 65 

F - 2 0 1 3  1 3  

F - 2  I I 1 I 2 

F - 2 3 1 I 1 

F - 2 5 47 1 1 1 2 5 52 

F - 2 8 1 2 2 3 

F - 3 0 43 3 1 4 47 

F - 3 3 60 1 2 3 1 I 1 ， 69 

F - 3  6 32 3 4 2 I 10  42 

F - 3 9 2 3 3 5 

F - 4 1 1 I 

F - 4 4 22 1 1 59 1 2 63 86 

F - 4 6 4 1 1 1 3 7 

F - 4 7 33 ， I 2 1 2  45 

F - 4 8 7 2 2 ， 
F - 4 9 10 1 0  

F - 5 0 21 2 3 77 1 83 104 

F - 5  1 26 4 2 6 32 

F - 5 4 I 1 

F - 5 5 1 1 1 2 

F - 5 8 2 1 3  I 4 2 20 20 

F - 6 0 6 I 1 2 8 

F - 6 2 7 2 2 ， 
F - 6 3 6 1 1 2 8 

F - 6 9 4 1 I 5 

F - 7 0 3 1 1 2 5 

F - 7  1 16  16 

F - 7 2 3 2 1 3 6 

F - 7 4 1 1 

F - 7  5 1 9  I 3 1 1 6 25 

F - 7 7 1 1 

F - 7 8 1 1 

F - 8 0 3 1 1 4 

F - 8  1 10  10 

F - 8 2 2 1 I 2 4 

F - 8 3 1 5  1 I 2 1 7  

F - 8 4 1 7  1 4  1 4  31 

1 10  



表V- 5 遺構出 土遺物 一覧 (2)

＼ 遺Ill名

土器 刺片石器

V閉 C霞 w群a傾 土鮒品 石該 to•磁 9りレイlf- R 9レイク u 7レイク

F - 8 8 29 1 

F - 8 9 5 

F - 9 0 7 

F - 9 1 4 1 

F - 9 2 21 

F - 9 3 8 

F - 9 4 

F - 9 5 6 

F - 9 6 6 3 1 

F - 9 7 3 

F - 9 8 

F - 9 9  42 1 1 1 

F - 1 0 0 51 I I  

F - I O 2 1 

F - 1 0 3 I 1 

F - 1 0 4 37 1 

F - 1  0 5 109 2 I 

F - I O  6 6 2 

F - 1 0 7 44 

F - 1 0 8 1 

F - 1  1 0 5 

F - 1 1 3 5 

F - 1  1 4 ， 
F - 1  1 5 34 

F - 1 1 6 5 

F - 1 1 8 2 

F - I 2 0 1 4  8 

F - 1  2 1 1 4  

F - l 2 2 1 0  

F - 1 2 5 1 6  

F - 1  2 6 57 1 

F - 1  2 7 32 

F - 1 2 8 20 

F - 1  3 1 

F - 1 3 3 ＇ 
F - 1  3 5 2 

F - 1 4 4 

煉土計 1 223 27 ， 1 4  12  1 1  

石囲い炉 1

灰集中 1 259 

S - 1  

S - 2  

S - 3 

s - 4 I 

S - 6  2 1 3 

S - 7  

集石計 1 2 l 3 

土器簗中 1 10333 7 3 2 3 7 

土器集中 2 874 

土器集中 3 5021 3 I 1 1 

土器集中 4 222 

土器集中計 16450 10 4 3 4 7 

合計 17095 874 27 21 4 18 1 6  

礫石器

石斧 たたき石 台石 砥石 石駿品 有鷹研＇ 軽石

1 

1 

2 

2 

I 7 1 1 13 

1 

3 

1 1 1 1 

I I 1 

152 

124 

1 2 2 5 

1 1 1 

1 

1 1 1 1 

3 1 2  4 2 I 6 

原石 フ レ イ ク

黒躍石 頁岩 黒l1石 頁岩 その他

2 

2 

1 

4 

2 

I 

1 

19  

3 

3 341 

48 

48 

207 

8 

33 

248 

3 642 

1 

2 

1 ， 

2 

7 

1 

4 

4 l 

3 I 

I 

36 27 

3 3 

1 

4 3 

44 30 

v 迅物

礫 ・ 礫片 石器計 合計

3 5 34 

2 7 

7 

3 7 

2 1 2  33 

8 

1 1 1 

6 

3 1 2  

3 

1 1 

3 45 

62 

1 

l 2 

1 38 

1 1 5  126 

2 10  

2 2 46 

1 

5 

5 

1 2 1 1  

2 36 

5 10  

2 

22 

1 4  

1 1 1  

16  

6 63 

4 36 

20 

2 2 2 

2 2 3 

20 22 

3 3 

57 530 1 780 

51 51 51 

1 260 

3 3 

4 4 

3 3 

152 1 53 

56 56 

1 24 1 24 

342 343 

447 688 1 1 021 

1 0  884 

2 42 5063 

222 

449 740 17190 

561 1 681 1 9677 

1 1 1  



表 V - 6 包含層 出土遺物一覧

分類 土 器 等 石 器 等
土器

V 群 VI群 土製 焼成 つ ま み付 ス ク レ 石槍 ・ た た き
合計 石鏃 R F  U F  石斧 台石 砥石

層位 c 類 a 類 品 粘土塊 ナ イ フ イ バー ナ イ フ 石

I 2768 2768 5 1 3 2 4 1 1 1 

Il 1 9  1 9  2 

II -1 961 80 1 041 4 7 6 1 0  5 3 1 2 

II -2 1 1 

II -2—上 5746 2 5748 1 6  1 53 3 43 30 4 1 5  3 5 

II -2ー中 435 435 2 8 2 5 6 2 

II -2ー中 (1 ) 271 8 1 1 2720 1 4  20 ， 8 2 1 1  6 

II -2ー中 (2) 1 993 5 2 2000 1 3  1 0  1 1 0  1 2  2 21 1 1 

II -2ー中 (3) 1 382 3 1 385 1 3  5 4 6 1 ， 1 1 

II -2ー中 (4) 759 759 7 7 2 3 7 21 

Il -2ー中 (5) 31 1 31 1 1 2 1 1 

II -2ー中 (6) ， ， 2 1 2 

II -2—下 409 409 2 2 2 2 

II -3 39 39 7 1 

Ill 2 2 

排土 57 57 2 1 

攪乱 1 8  1 8  

B 調 1 30 1 3D 2 3 

合計 1 7757 80 6 8 1 7851 88 2 1 25 7 81  79 1 5  76 1 1  1 5  

分類 石 器
石器等

フ レ イ ク チ ッ プ 礫 ． 総合計
加工痕 石核 石製品 琥珀 原石 軽石 石炭 合計

層位 黒曜石 頁岩 そ の他 礫片

I 2 1 7 1 3  590 4 2 1 75 8 1 2  3405 

II 2 4 23 

II -1 1 3 1 23 6 1 25 1 97 1 2 1 3  

Il -2 1 1 1 

II -2—上 2 8 7 6 85 939 269 252 1 44 1 885 7487 

II -2—中 1 0  33 1 1 7 77 505 

11 -2-中 (1 ) 1 4 27 8 1 78 35 21 44 388 3062 

II -2—中 (2) 1 4 44 3 1 84 36 5 57 405 2341 

II -:を中 (3) 3 1 1 3  2 57 1 8  4 51 1 89 1 520 

Il -2ー中 (4) 1 6 1 7  25 1 20 98 837 

II -2—中 (5) 6 1 0  6 1 8 36 339 

Il -2ー中 (6) 28 33 42 

Il -2ー下 1 1 1 ， 3 2 25 432 

II -3 1 ， 47 

皿 3 1 4 5 

排土 1 1 6 3 1 4  68 

攪乱 3 1 2 6 22 

B 調 3 4 1 2  1 38 

合計 8 1 1 8 1 9  1 22 1 1 5  21 85 404 288 545 4 195 22046 

1 12  



w 自 然科学的分析

江別市 女｝雁2遺跡

放射性炭素年代測 定結果報告書

VI 自 然科学的分析

憐）地球科学研究所

放射性炭素年代測定 の依頼を受けました試料について｀ 別表の結果を得ましたのでご報告 申 し上 げます。

報告 内 容 の 説 明

14C age (y BP) : l 4C 年代測定値
試料の 14C/ 12C 比から 、 単純に現在 ( 1 9 50年AD) から何年前 (BP) かを計算した年代。
半減期とし て 5 5 6 8 年 を 用 い た 。

播正 1 4 G age : 補正 1 4C 年代値
(y BP) 試料の炭素安定 同位体比 ( 1 3C/ 1 2C ) を測定して試料の炭素の 同位体分別 を知り

1 4C/ l 2C の測定値に補正値を加えた上で 、 算出した年代。

o 13C (permit) ： 試料の測定 l4C/ 1 2C 比を補正するための 1 3C/ 1 2C 比。

麿 年 代

この安定 同位体比は、 下式の ように標準物質 (PDB) の 同位体比からの千分偏差 （知）
で表現する。

o 1 3C （知） ＝ ( 13C/ 1 ZC ) ［試料］ 一 ( 1 3C/ 1 2 C )［標準］
X 1 000 

( l 3C/ 1 2 C ) ［標準］

ここで 、 1 3C/ 1 2C ［標準］ ＝ 0.01 1 2372である。

過去の宇宙線強度の変動による大気中 1 4C 濃度の変動に対する補正により｀ 暦年代を
算出する。 具体的には年代既知の樹木年輪の l 4C の測定、 サンゴのU-Th年代と
14 C年代の比較により 、 補正曲線を作成し、 暦年代を算出する。 最新のデータベース （
" I NTCAL98 Rad i ocarbon Age Ca l i b rat i on" Stu i ver et a l ,  1 998, Rad i ocarbon 40 (3) ) 
により約1 9000年までの 換算が可能となった。 ＊

＊但し、 lOOOOyBP以前のデータはまだ不完全であり今後も改善される可能性が嵩いので、 補正前のデータの保管を推奨します。

渭定方法などに題する データ

測 定 方 法 AMS : 加速器質量 分析

Radiometric : 液体シンチレーションカウンタによる B —線計数法

処理 ・ 調 製 • その他 ： 試料の前処理 、 調製などの情報

前り几理 acid-alkali-acid : 酸 ー アルカリ ー 酸洗浄
acid washes : 酸洗浄

調製 、 その他

acid etch : 酸によるエッチング
none : 未処理

Bulk-Low Carbon Material : 低濃度有機物処理
Bone Collagen Extraction : 骨 、 歯などのコラーゲン抽 出
Cellulose Extraction : 木材のセルローズ抽出

Extended Counting : Radiometric による測定の際 、 測定時間を延長する

分析機関 ： BET A ANALYTIC INC. 

4985 SW 74 Court, Miami, Fl.33155, U.S.A 

1 13  



］ 江別市対雁 2 造跡放射性炭素年代測定結果報告杏

試料デー タ C 1 4 年代 ( y B P) 

(M e  a s u r e d C 1 4 a g e )  

B e t a - 1 3 8 1 3 4 2 5 0 0 士 6 0

試料名 ( 1 3 3 0 8 ) T K Z - 1 : F - 5 0  II - 1  

測定方法 S t a n d a r d - A M S 

& 1 3 C ( p e r m i l )  

- 2 6 .  8 

試料種／前処理な ど c h a r r e d m a t e r i a l （オ ニ グル ミ ） ／ a c i d - a l k a l i - a c i d

B e t a - 1 3 8 1 3 5 2 4 2 0 士 6 0

試料名 ( 1 3 3 0 9 ) T K 2 - 2 : 8 1 - 1 4 7 - a 11 - 2 -1:: 

測定方法 S t a n d a r d - A M S 

- 2 5 .  6 

試料種／前処理な ど c h a r r e d  m a t e r i a l （オ ニ グJレ ミ ） ／ a c i d - a I k a  I i - a c i d  

B e t a - 1 3 8 1 3 6 2 4 5 0 士 6 0

試料名 ( 1 3 3 1 0 ) T K Z - 3  : 6 7- 1 5 8 - d II - 2 -J:::. 

測 定方法 S t a n d a r d - A M S 

- 2  3 .  4 

試料種／前処理な ど c h a r r e d  m a t e r i a l （オニ グル ミ ） ／ a c i d - a l k a l i - a c i d

B e t a - 1 3 8 1 3 7 2 3 5 0 士 6 0 - 2 5 . 5 

試料名 ( 1 3 3 1 1 ) T K Z - 4 : F - 1 5 4  11 - 2 — 中 ( 1 )

測定方法 S t a n d a r d - A M S  

試料種／前処理な ど h a  r r e d  c h a r r e d  m a t e r i a l （オニ ク ル ミ ） ／ a c i d - a l k a l i - a c i d

B e t a - 1 3 8 1 3 8  2 4 8 0 士 6 0

試料名 ( 1 3 3 1 2 ) T K  2 - 5  : F - 5 8 II - 2 — 中 ( 1 )

測 定 方法 S t a n d a r d - A M S  

- 2  5 .  1 

試料種／前処理な ど c h a r r e d m a t e r i a l （オニ グル ミ ） ／ a c i d - a l k a l i - a c i d

B e t a - 1 3 8 1 3 9  2 5 3 0 士 6 0 

試料名 ( 1 3 3 1 3 ) T K  2 - 6 : F - 7  0 II - 2 — 中 ( 2 )

測定方法 S t a n d a r d - A M S 

- 2  6 .  0 

試料種／前処理な ど C h  a r r e d  m a t e r i a l （オニ グル ミ ） ／ a c i d - a l k a l i - a c i d  

B e t a - 1 3 8 1 4 0  2 5 4 0 士 6 0 - 2 3 . 5 

試料名 ( 1 3 3 1 4 ) T K 2 - 7 : 6 7- 1 5 8 - d 11 - 2 ー 中 ( 2 )

測定方法 S t a n d a r d - A M S 

試料種／前処理 な ど c h a r r e d  m a t e r i a l （オニ グル ミ ） ／ a c i d - a l k a l i - a c i d

補正 C 1 4 年 代 ( y B P) 

(C o n v e n t i o n a l C 1 4  a g e ) 

2 4 7 0 士 6 0

2 4 1 0 士 6 0

2 4 8 0 士 6 0

2 3 4 0 士 6 0

2 4 8. 0 士 6 0

2 5 1 0 士 6 0

2 5 6 0 士 6 0 

年代値は R C Y B P ( I  9 5 0 A. D. を 0 年 と す る ） で表記。 モ ダ ン リ フ ァ レ ン ス ス タ ン ダー ドは国際的

な慣例 と し て 、 N B S O x  a I i c A c i d の C 1 4 濃度の 9 5 ％ を使用 し、 半減期 は リ ビー の 5 5 6 8 年 を使用 した。

エ ラ ー は 1 シ グマ (6 8 ％確率） で あ る 。
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試料デー タ C 1 4年代 [ y BP )  

(Me a s u r e d  C 1 4 a g e )  

B e t a - 1 3 8 1 4 1 2 4 6 0 士 6 0

試料名 ( 1 3 3 1 5 ) T K 2 - 8 : F - 3 3 II - 2 ー 中 ( 3 )

測定方法 S t a n d a r d - A M S  

8 1 3 C  ( p e r m i  I )  

- 2  4 .  2 

試料種／前処理な ど c h a r r e d m a t e r i a l （オニ グル ミ ） ／ a c i d - a l k a l i - a c i d

B e t a - 1 3 8 1 4 2  2 4 9 0 士 6 0 - 2 3 . 9  

試料名 ( 1 3 3 1 6 ) T K Z - 9 : 6 7 - 1 5 8 - c II - 2 ー 中 ( 3 )

測定方法 S t a n d a r d - A M S 

試料種／前処理 な ど c h a r r e d  m a t e r i a l （オニ グル ミ ） ／ a c i d - a l k a l i - a c i d

B e t a - 1 3 8 1 4 3  2 5 7 0 土 6 0 - 2 5 . 5  

試料名 ( 1 3 3 1 7 ) T K Z - 1 0 : F - 1 2 0  II - 2 ー 中 ( 4 )

測 定方法 S t a n d a r d - A M S  

試料種／前処理 な ど c h a r r e d  ma t e r i a l （オニ グル ミ ） ／ a c i d - a l k a l i - a c i d

B e t a - 1 3 8 1 4 4  2 5 2 0 士 6 0 - 2 4 . 5 

試料名 ( 1 3 3 1 8 ) T K 2 - l l : 6 7- 1 5 8 - d II - 2 - 中 ( 4 )

測定方法 S t a n d a r d - A M S  

試料種／前処理な ど c h a r r e d  m a t e r i a l （オニ グル ミ ） ／ a c i d - a l k a l i - a c i d

B e t a - 1 3 8 1 4 5  2 5 7 0 土 6 0 

試料名 ( 1 3 3 1 9 ) T K 2 - 1 2 : F - 3 8 II - 2 ー 中 ( 6 )

測定方法 S t a n d a r d - A M S 

- 2 6 .  7 

試料種／前処理 な ど c h a r r e d  m a t e r i a l （オニ グル ミ ） ／ a c i d - a l k a l i - a c i d

B e t a - 1 3 8 1 4 6  2 4 5 0 士 4 0 - 2 5 . 1 

試料名 ( 1 3 3 2 0 ) T K  2 - 1 3 : 7 1 - 1 5 8 - d II - 2 ー 中 ( 5 )

測定方法 S t a n d a r d - A M S  

試料種／前処理な ど c h a r r e d  m a t e r i a l （オニ グル ミ ） ／ a c i d - a l k a l i - a c i d

B e t a - 1 3 8 1 4 7  2 6 0 0 士 4 0

試料名 ( 1 3 3 2 1 ) T K 2 - 1 4 : 7 1 - 1 5 8 - d  11 - 2 — 下

測定方法 S t a n d a r d - A M S  

- 2 9 .  1 

試料種／前処理な ど c h a r r e d  m a t e r i a l （木炭） ／ a c i d - a l k a l i - a c i d

VI 自 然科学的分析

補正 C 1 4 年代 ( y B P) 

(C o n v e n t i o n a l C 1 4 a g e ) 

2 4 7 0 士 6 0

2 5 1 0 士 6 0

2 5 6 0 士 6 0

2 5 3 0 士 6 0

2 5 4 0 士 6 0

2 4 5 0 士 4 0

2 5 4 0 士 4 0

年代値 は R C Y B P ( l 9 5 0A. D. を 0 年 と す る ） で表記。 モ ダ ン リ フ ァ レ ン ス ス タ ン ダー ドは国際的

な慣例 と し て 、 N B S O x  a I i  c A c i d の C l 4 濃度の 9 5 ％ を使用 し 、 半減期 はリ ヒ
‘` ー の 5 5 6 8年 を使用 し た。

エ ラ ー は 1 シ グマ (6 8 ％確率） で あ る 。
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1 江別市対雁 2 遺跡放射性炭素年代測定結果報告書

試料デー タ

B e t a - 1 3 8 1 4 8  

C 1 4年 代 [ y BP ]  

(Me  a s u r e d C 1 4 a g e )  

2 5 0 0 士 4 0

試料名 ( 1 3 3 2 2 ) T K Z - 1 5 : 6 6 - 1 5 8 - d II - 3  

測定方法 S t a n d a r d - A M S  

& 1 3 C ( p e 「 m i I )  

- 2 4 .  7 

試料種／前処理な ど c h a r r e d  m a t e r i a l （木炭） ／ a c i d - a l k a l i - a c i d

B e t a - 1 3 8 1 4 9  2 8 6 0 士 5 0 - 2 1 .  0 

試料名 ( 1 3 3 2 3 ) T K 2 - 1 6 : 7 1 - 1 5 9 - a ill 

測定方法 S t a n d a r d - A M S 

補正 C 1 4年代 [ y BP )  

(C o n v e n t i o n a l C 1 4  a g e )  

2 5 0 0 士 4 0

2 9 2 0 士 5 0

試料種／前処理 な ど o r g a n i c  m a t e r i a l （土器に付 く 炭化物） ／ a c i d - a l k a l i - a c i d

B e t a - 1 3 8 1 5 0 2 5 3 0 士 4 0

試料名 ( 1 3 3 2 4 ) T K  2 - 1 7 : 土器集 中 1 II - 1 

測 定 方法 S t a n d a r d - A M S 

- 2  6 .  2 

試料種／前処理な ど c h a r r e d  m a t e r i a l （オニ グル ミ ） ／ a c i d - a l k a l i - a c i d

B e t a - 1 3 8 1 5 1 

試料名 ( 1 3 3 2 5 ) T K  2 - 1 8 : 土器集 中 2 II - 1 

測定方法

c a n c e l  l e d (n o p r o t e i n) 

試料種／前処理な ど b o n e （獣骨） ／ c o l l a g e n e x t r a c t i o n 

B e t a - 1 3 8 1 5 2 2 7 7 0 士 4 0

試料名 ( 1 3 3 2 6 ) T K  2 - 1 9 : 土器集中 3 II - 1 

測定方法 S t a n d a r d - A M S  

- 2 2 .  1 

試料種／前処理 な ど o r g a n i c  m a t e r i a l （土器に付 く 炭化物） ／ a c i d 胃 a s h e s  

B e t a - 1 3 8 1 5 3 2 5 0 0 士 4 0

試料名 ( 1 3 3 2 7 ) T K  2 - 2 0 : 土器集 中 4 II - 1  

測定方法 S t a n d a r d - A M S  

- 2 3 .  7 

試料種／前処理な ど c h a r r e d  m a t e r i a l （木炭） ／ a c i d - a l k a l i - a c i d

2 5 1 0 士 4 0

2 8 1 0 士 4 0

2 5 2 0 土 4 0

年代値は R C Y B P ( 1 9 5 0A. D. を 0 年 と す る ） で表記。 モ ダ ン リ フ ァ レ ン ス ス タ ン ダー ドは国際的

な慣例 と し て 、 N B S O x a l i c  A c i d の C 1 4 濃度の 9 5 ％ を 使用 し、 半減期 は リ ビー の 5 5 6 8 年 を 使用 し た。

エ ラ ー は 1 シ グ マ (6 8 ％確率） で あ る 。
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VI 自 然科学的分析

試料名 TK2- 1 : F-50 

§ 

CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

C 

(Variables:C1 3/Cl2=-26.8 :lab mult.=l ) 

Laboratory Number: Beta- 1 38 1 34 

onventional radiocarbon age: 2470 士 60 BP

Calibrated results: cal BC 795 to 400 (Cal BP 2745 to 2350) 
(2 sigma, 95% probability) 

Intercept data: 

Intercepts of radiocarbon age 
with calibration curve: cal BC 750 (Cal BP 2700) and 

cal BC 695 (Cal BP 2645) and 
cal BC 540 (Cal BP 2490) 

1 sigma calibrated results: cal BC 775 to 41 5 (Cal BP 2725 to 2365) 
(68% probabil ity) 

2170 土 150 BP C由閲ED 11ATERI AL 
1 1 9 ,  

:2700 

2600 

！ f5 2500 t ＼牡叫料9 

| 
可

2"100 -

2300 -

叩0 700 釦
c:al BC 

References: 
caJ込r“切“ /)“血匹
Ed,“'心 CollUffDll

Stuiver, M., van der Plicht, H., 1998， 邸diocarban '10(3), pxii-xiii 
IN四98Radioc叫onAge C叫ralion

Stulver, M., et. al, 1998, Radiocarbon 40(3), p/041-1083 
M叫匹叫
A Simplifi叫Approach 、O OIiJ,'“吋g Cl4 D叫s

Talma, A. S., Vogel, J. C., 1993, R叫iocarbon 35(2), p3J 7-322 
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］ 江別市対雁 2 遺跡放射性炭素年代測定結果報告苫

試料名 TK2-2 : 81- 147 -a 
CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

(Variables :Cl  3/Cl 2=-25 .6:lab mult.=l ) 

Laboratory Number: Beta- 1 3 8 1 3 5  

C onventional radiocarbon age: 2410 士 60 BP

Calibrated results: cal BC 775 to 385 (Cal BP 2725 to 2335) 
(2 sigma, 95% probability) 

Intercept data: 

Intercept of radiocarbon age 
with calibration curve: cal BC 4 1 5  (Cal BP 2365) 

1 sigma calibrated results: cal BC 750 to 695 (Cal BP 2700 to 2645) and 
(68% probability) cal BC 540 to 400 (Cal BP 2490to 2350) 

2110 土 50 BP 
-• 

f ' 1 1 
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2300 

2200 -

,t)0 300 700 600 500 
c::al BC 
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References: 
c““bn D““b匹e
E瓜br叫 Comma“

Stuiver, M ,  van der Pllcht, H., 1998, Radiocarbon 40(3), pxiI-x111 
IN四98Rudioc叫on Age C叫ration

Stuiver, M ,  et. al., 1998, Radiocarbon 40(3)、 pl041-1083
M叫em“
A Simplified Approach ヽo Cal必rばing CUDaJe•

Ta/ma, A. S., Voge� J. C., 1 993, Radiocurbon 35(2), p31 7-322 
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VI 自 然科学的分析

試料名 TK2-3 : 67- 158 -d 

g 
伍

CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

(Variables:C l 3/Cl 2=-23 .4:lab mult.=1)  

Laboratory Number: Beta-1 38 1 36 

Conventional _radiocarbon ai:e: 2480 士 60 BP

Caliba·ated results: cal BC 795 to 400 (Cal BP 2745 to 2350) 
(2 sigma, 95% probability) 

Intercept data. 

Intercepts of radioc紅bon age 

2700 -

2600 -

with calibration curve: cal BC 755 (Cal BP 2705) and 
cal BC 680 (Cal BP 2630) and 
cal BC 550 (Cal BP 2500) 

l sigma calibrated results: cal BC 780 to 420 (Cal BP 2730 to 2370) 
(68% probability) 

2180 ± 60 BP CHARREI) I1nTERIhL 
I I I I I I I I I 

n 6 2500 

� I 1和叶
：

2"100 

2300 -

aoo 701) るOO
c::al BC 

References: 
Calibr“初‘‘D"'叫“‘
Ediu,rial Commelll 

Stuiver, M., van der Plicht, H., 1998, Radiocarbon 40(3), pxii-xiil 
INTCAL9B Radiocarbon Age C幽r"'ion

Stuiver, M, et. al., 1998, Radiocarbon 40(3), pl041-1083 
M叫em““コ
A Simplり叫Appr匹吐 ヽo Cal込rating C14 D““

Ta/ma, A. S., Voge� J. C., 1993, Radiocarbon 35(2), p31 7-322 
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江別市対雁 2 違跡放射性炭索年代測定結果報告書

試料名 TK2-4 : F- 154
CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

(Variables :Cl 3/Cl 2=-25. 5 :lab mult.=1 ) 

Laboratory Number: 

Conventional radiocarbon age: 

Calibrated results: 
(2 sigma, 95% probability) 

Intercept data. 

Intercept of radiocarbon age 
with calibration curve: 

1 sigma calibrated results: 
(68% probability) 

Beta-1 3 81 37 

2340 士 60 BP

cal BC 740 to 710 (Cal BP 2690 to 2660) and 
cal BC 535 to 355 (Cal BP 2485 to 2305) ai1d 
cal BC 290 to 230 (Cal BP 2240 to 2180) 

cal BC 395 (Cal BP 2345) 

cal BC 4 1 0  to 380 (Cal BP 2360 to 2330) 

23-tO ± 6(） 8P 
2600 --
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800 700 600 500 -100 300 200 
c:al BC 

1 00 。

References: 
Calibr“加 Dillab匹e
Ediurial Co”“'“”‘ 

Stuiver, M., van der Plicht, H., 1998, 邸diocarbon 40(3), px』i-xiii
JNTCAL98 Radioc叫on Age C叫br叫on

Stu/Ver, M., et. aL, 1998, Radiocarbon 40(3), pl041-J083 
M“/rem叫cs
A SimplifiedApproac/r 、O Calibr“h8 CI4 D““

Ta/ma, A. S., Vogel, J. C., 1993, Rad,ocarbon 3.5(2), p317-322 
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VI 自然科学的分析

試料名 TK2-5 : F-58

CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

(Yariables:Cl 3/Cl 2=-25. 1 :lab mult. =1)  

Laboratory Number: Beta-1 3 8 1 3  8 

Conventional radiocarbon age: 2480 士 60 BP

Calibrated resuhs: cal BC 795 to 400 (Cal BP 2745 to 2350) 
(2 sigma, 95% probability) 

Intercept data. 

Intercepts of radiocarbon age 
with cal ibration curve: cal BC 755 (Cal BP 2705) and 

cal BC 680 (Cal BP 2630) and 
cal BC 550 (Cal BP 2500) 

I sigma calibrated results: cal BC 780 to 420 (Cal BP 2730 to 2370) 
(68% probability) 
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References: 
Cdibr““‘' ]）ataba·e 
E血rial Comm四

Stui匹r, M., van der Plicht, H., 1998, Radiocarbon 40(3), pxii-xiit 
INTCAL98 Radiocurbon Age C叫bmtion

Stuiver, M., et. al. , 1998, Radiocarbon 40(3), pl04J-J083 
M叫una血
A Simpufi,dApprotu:h 0ヽ 0必brati,.t; CIヽD““

Ta/ma, A. S., Vogel, J. C., 1993, R巫iocarbon 35(2), p31 7-322 
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1 江別市対雁 2 追跡放射性炭索年代測定結果報告：合

試料名 TK2-6 : F-70

CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

(Variables :C1 3/Cl 2=-26 :lab mult.=1 ) 

Laboratory Number: Beta-I 3 8 I 39  

C onventional radiocarbon age: 2510 士 60 BP

Calibrated results: cal BC 805 to 410 (Cal BP 2755 to 2360) 
(2 sigma, 95% probability) 

Intercept data: 

Intercept of radiocarbon age 
with calibration curve: cal BC 770 (Cal BP 2720) 

l sigma calibrated results: cal BC 790 to 525 (Cal BP 2740 to 2475) 
(68% probability) 
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References: 
Ca/ibralian DDJm,m·<' 
E““”“U Co”“”““ 

Stuiver, M., van der Plicht, H.、 1998, Radiocarbon 40(3), px.il-.xlit 
INTCAL9B Radiocarbon Age Calibration 

Stu/ver, M., et. al., 1998, 脳diocarbon 40(3), pl041-108.3 
M“‘hema血
A Si呵1/ifudApproach ヽO C叫ratin,: Clヽ D““

Ta/ma, A. S.. Vogel, J. C., 199.3, Radiocarbon.35(2), p.317-322 
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VI 自 然科学的分析

試料名 TK2-7 : 67- 158 -d 
CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

(Variables :Cl 3/Cl 2=-23 . 5 :Jab mult. =l ) 

Laboratory Number: Beta-1 3 8 1 40 

C onventional radiocarbon a2e: 2560 士 60 BP

Calibrated results: cal BC 820 to 515 (Cal BP 2770 to 2465) 
(2 sigma, 95% probability) 

Intercept data: 

Intercept of radiocarbon age 
with calibration curve: cal BC 785 (Cal BP 273 5) 

1 sigma calibrated results : cal BC 805 to 765 (Cal BP 2755 to 271 5) and 
(68% probability) cal BC 61 5 to 590 (Cal BP 2565 to 2540) 
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References: 
C叫ra砂I lJ“叫匹
Edit,,rial Comm,:"' 

Stuiver, M., van der Plicht, H., /998， 脳di四arban 40(3)， 戸ii-xiii
INTCAL98 Rudiocarhon Age C叫r"'io"

Stuiver, M., et. al, 1998, Radiocarbon 40(3), pl04J-J083 
MAlhema血
A Sj呵1/ifu,dApproach ヽo Calibrばi”g C14 D““

Talma, A. S., Vogel, J. C., I 993, Radiocarbon 35(2), p31 7 -322 
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1 江別市対雁 2 逍跡放射性炭素年代測定結果報告•古

試料名 TK2-8 : F-33

124 

§ 
屈

CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

C 

(Variables :Cl 3/Cl 2=-24.2:lab mult. = l )  

Laboratory Number: Beta- 1 3 8 1 4 1  

onventional radiocarbon age: 2470 士 60 BP

Calibrated results: cal BC 795 to 400 (Cal BP 2745 to 2350) 
(2 sigma, 95% probability) 

Intercept data: 

Intercepts of radiocarbon age 
with calibration curve: cal BC 750 (Cal BP 2700) and 

cal BC 695 (Cal BP 2645) and 
cal BC 540 (Cal BP 2490) 

1 sigma calibrated results: cal BC 775 to 41 5 (Cal BP 2725 to 2365) 
(68% probability) 
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References: 
CaJibr“ゆn D“ub“�、
E“‘orial Co” 

S/uiver, M., van de1· Plicht, H., 1998, Radiocarbon 40(3), pxii-xiii 
JNTCAL98 即dioc“如nAge C叫hr"'ion

S/u/ver, M., et. al., 1998, Radiocarbon 40(3), pl041-/083 
Mal/rema血
A Si呵,liftedApproach ヽO O“bmi咄 C14 D““

Ta/ma, A. S., Voge� J. C., 1993, R叫ocarbon 35(2), p317 -322 
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VI 自 然科学的分析

試料名 TK2-9 : 67- 158 -c 

CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

(Variables:Cl 3/Cl 2=-23 .9:lab mult.=1) 

Laboratory Number: Beta- 1 3 8 1 42 

C onventional radiocarbon age: 2510 士 60 BP

Calibrated results: cal BC 805 to 410 (Cal BP 2755 to 2360) 
(2 sigma, 95 % probability) 

Intercept data. 

Intercept of radiocarbon age 
with calibration curve: cal BC 770 (Cal BP 2720) 

1 sigma calibrated results: cal BC 790 to 525 (Cal BP 2740 to 2475) 
(68% probability) 
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Referen匹s:
CallbrlJlion D“叫“.,.
E4“'rial Commou 

Stuヽver, M, van der Plicht, H., 1998, 邸diocarbon 40(3), pxii-xiit 
INT叫98 RlldiocllTb°” Age C血r叫0"

Stu/ver, M.. et. al., 1998, Radiocarbon 40(3), p104J-JD83 
M叫ema血
A SimplifiedAppro"凸 ヽo Calibrば幻g Clヽ D叫

Ta/ma, A. S., Vogel, J. C., 1993, Radiocarbon 35(2), p317-322 
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江別市対雁 2 遺跡放射性炭素年代測定結果報告苫

試料名 TK2- 10 : F- 120 

CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

(Variables :Cl 3/Cl 2=-25 .5 :lab mult.=l )  

Laboratory Number: 

Conventional radiocarbon a2e: 

Calibrated results: 
(2 sigma, 95% probability) 

Intercept data 

Intercept of radiocarbon age 
with calibration curve: 

1 sigma calibrated results: 
(68% probability) 

Beta- 1 3 8 1 43 

2560 士 60 BP

cal BC 820 to 515 (Cal BP 2770 to 2465) 

cal BC 785 (Cal BP 2735) 

cal BC 805 to 765 (Cal BP 2755 to 271 5) and 
cal BC 6 1 5  to 590 (Cal BP 2565 to 2540) 
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References: 
Calibr“如 D““如·e
E““'dalCom”“”‘ 

Stuiver, M., va,i der Plichr, fl., J 998, 邸diocarbo,i 40(3), pxii-xiil 
INT叫99 邸曲c匹bonAge C叫直ion

Stuiver,M., et. al., 1998, Radiocarbon 40(3), p/041-1083 
Maヽh£m“心
A Simplifi比dApproaclt 幻 C叫m血8 CI4D““

Ta/ma, A. S., V.咽•� .I. C., 1993, Radiocarbon 35(2), p317-322 
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VI 自 然科学的分析

試料名 TK2- 1 1 : 67- 158 -d 
CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

(Variables:Cl 3/Cl 2=-24.5 :lab mult.=l ) 

Laboratory Number: Beta- 1 3 8 1 44 

C onventiooal 『adiocarboo a2e: 2530 士 60 BP

Calibrated results: cal BC 810 to 415 (Cal BP 2760 to 2365) 
(2 sigma, 95% probability) 

Intercept data: 

Intercept of radiocarbon age 
with calibration curve: cal BC 775 (Cal BP 2725) 

1 sigma calibrated results: cal BC 795 to 750 (Cal BP 2745 to 2700) and 
(68% probability) cal BC 695 to 540 (Cal BP 2645 to 2490) 
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References: 
C叫““'on D“叫叩
E““'ri“l Com”“"‘ 

s/u匹r, M., van der Pllcht, H., 1_998， Radiocarbon 40(3), pxit-x1/1 
JNTCAL98 即diocurbu ,ヽ Age C叫br"'io"

Stu/匹r, M., et. aL, 1998, Radiocarbon 40(3), p104J-1083 
M“h“ 
A Surrp町“tiApproach Oヽ C叫m血g CI4 D““

Ta/ma, A. S., Vogel, J. C., 1993, Radiocarbon 35(2), p317-322 
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1 江別市対雁 2 逍跡放射性炭素年代測定結果報告吝

試料名 TK2- 12 : F-38

CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

(Variables:Cl 3/Cl 2=-26. 7:lab mult.=l)  

Laboratory Number: Beta-1 3 8 1 45 

Conventional 1·adiocarbon age: 2540 士 60 BP

Calibrated results: cal BC 815 to 420 (Cal BP 2765 to 2370) 
(2 sigma, 95% probability) 

Intercept data: 

Intercept of radiocarbon age 
with calibration curve: cal BC 780 (Cal BP 2730) 

I sigma calibrated results: cal BC 795 to 755 (Cal BP 2745 to 2705) and 
(68% probability) cal BC 680 to 550 (Cal BP 2630 to 2500) 
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VI 自 然科学的分析

試料名 TK2-13 : 71- 158 -d 

CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

(Variables :Cl 3/Cl 2=-25. 1 : lab mult. =l)  

Laboratory Number: Beta-1 3 8 1 46 

C onventional radiocarbon age: 2450 土 40 BP

Calibrated results: cal BC 775 to 405 (Cal BP 2725 to 2355) 
(2 sigma, 95% probability) 

Intercept data 

Intercept of radiocarbon age 
with calibration curve: cal BC 525 (Cal BP 2475) 

1 sigma cali brated results: cal BC 760 to 63 5 (Cal BP 27 1 0  to 2585) and 
(68% probabil ity) cal BC 560 to 41 5 (Cal BP 25 10 to 23 65) 
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1 江別市対雁 2 酒跡放射性炭索年代測定結果報告宮

試料名 TK2- 14 : 71- 158 -d 

130 

§ 
柑

CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

C 

(Variables:Cl 3/C1 2=-29. 1 : lab mult.=1 ) 

Laboratory Number: Beta- 1 38 147 

onventional radiocarbon aee: 2540 士 40 BP

Calibrated results: cal BC 805 to 740 (Cal BP 2755 to 2690) and 
(2 sigma, 95% probability) cal BC 710 to 535 (Cal BP 2660 to 2485) 

Intercept data. 、

Intercept of radiocarbon age 
with cal ibration curve: cal BC 780 (Cal BP 2730) 

l si印na calibrated results: cal BC 790 to 765 (Cal BP 2740 to 27 1 5) and 
(68% probability) cal BC 6 1 5  to 590 (Cal BP 2565 to 2540) 

2540 土 iO BP CHARRED 11ATERIAL 
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VI
 

自 然科学的分析

試料名 TK2-15 : 66- 158 -d 
CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

(Variables :Cl 3/Cl 2=-24.7:lab mult. =l ) 

Laboratory Number: 

Conventional radiocarbon age: 

Calibrated results: 
(2 sigma, 95% probability) 

Intercept data. 

Intercepts of radiocarbon age 
with calibration curve: 

1 sigma calibrated results: 
(68% probability) 

Beta- 1 3 8 148  

2500 士 40 BP

cal BC 790 to 420 (Cal BP 2740 to 2370) 

cal BC 765 
cal BC 6 1 5  
cal BC 590 

(Cal BP 271 5) and 
(Cal BP 2565) and 
(Cal BP 2540) 

cal BC 780 to 740 (Cal BP 2730 to 2690) and 
cal BC 710  to 535 (Cal BP 2660 to 2485) 
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1 江別市対雁 2 追跡放射性炭素年代測定結果報告苫

試料名 TK2- 16 : 71- 159 -a 

CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

(Variables :C l 3/C I 2=-2 1 :lab mult. = l )  

Laboratory Number: Beta-1 3 81 49 

C onventional radiocarbon age: 2920 士 50 BP

Calibrated results: cal BC 1280 to 975 (CaJ BP 3230 to 2925) 
(2 sigma, 95% probability) 

Intercept data: 

Intercept of radiocarbon age 
with calibration curve: cal BC 1 1 1 5  (Cal BP 3 065) 

1 sigma calibrated results : cal BC 1 205 to 1 020 (Cal BP 3 1 5 5  to 2970) 
(68% probability) 
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VI 自 然科学的分析

試料名 TK2- 17 ： 土器集 中 1

g 
咎” 
g に

CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

C 

(Variables:C1 3/C1 2=-26.2:1ab mult.=1)  

Laboratory Number: Beta- 1 3  8 1 50 

onventional radiocarbon age: 2510 士 40 BP

Calibrated results: cal BC 795 to 500 (Cal BP 2745 to 2450) and 
(2 sigma, 95% probability) cal BC 465 to 425 (Cal BP 2415 to 2375) 

Intercept data. 

Intercept of radiocarbon age 
with calibration curve: cal BC 770 (Cal BP 2720) 

1 sigma calibrated results: cal BC 785 to 750 (Cal BP 273 5 to 2700) and 
(68% probability) cal BC 695 to 540 (Cal BP 2645 to 2490) 
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1 江別市対雁 2 遺跡放射性炭素年代測定結果報告占

試料名 TK2- 19 ： 土器集 中3

CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE T O  CALENDAR YEARS 

(Variables :Cl 3/Cl 2=-22. l :lab mult.=l) 

Laboratory Number: Beta-1 3  8 1 52 

C onventional radiocarbon age: 2810 士 40 BP

Calibrated results: cal BC 1040 to 845 (Cal BP 2990 to 2795) 
(2 sigma, 95% probability) 

Intercept data: 、

Intercept of radiocarbon age 
with calibration curve: cal BC 940 (Cal BP 2890) 

1 sigma calibrated results: cal BC 1 000 to 9 10  (Cal BP 2950 to 2860) 
(68% probability) 
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VI 自 然科学的分析

試料名 TK2-20 ： 土器集 中4

§ 
岳

CALIBRATION OF RADIOCARBON AGE TO CALENDAR YEARS 

C 

(Variables:Cl 3/Cl 2=-23.7: lab mult.=l ) 

Laboratory Number: Beta- 1 3 8 1 53 

onventional radiocarbon age: 2520 士 40 BP

Calibrated results: cal BC 795 to 515 (Cal BP 2745 to 2465) 
(2 sigma, 95% probability) 

Intercept data 

Intercept of radiocarbon age 
with calibration curve: cal BC 770 (Cal BP 2720) 

1 sigma calibrated results: cal BC 785 to 755 (Cal BP 2735 to 2705) and 
(68% probability) cal BC 680 to 550 (Cal BP 2630 to 25 00) 
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写 真 図 版



図版 II - 1

N E → SW 

遺跡遠景
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図版 JI - 2 
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検出状況 S → N  

噴砂に よ り 分断 さ れ だ焼土 （ F -29) SW → N E 

噴 砂

検出状況 S → N  
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図版 III - 1 

＇伍忌涵天亨. !-- . . � 
＇ ！ヽ ム

1 58ラ イ ン (65-1 58) SE → NW 

71 ラ イ ン (71 - 1 53) SW → NE 

基本土層
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図版 皿 ー 2

調査開始状況 SE → NW

ト レ ン チ調査開始状況 NW → SE 試掘穴 (1 7-1 ) の再調査 SE → NW 

調査風景 ( 1 )
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W→ E 

S → N  

調査風景 ( 2 )
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図 版 Ill - 4 

· 、. . . . s 

NW→SE 

降雨後排水作業風景 SE → N W 深掘 り 部分士層確認作業 N E →SW 

調査風景 ( 3 )
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図版 III - 5 

W→ E 

NW → SE NE → SW 

埋め戻 し 作業
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図版N - 1

146 

P - 1 検出状況 SW -» NE 

P - 1 土暦断面 SW → NE 

P - 1 完掘 SW → NE 

P-1 · 2 

P - 2 検出状況 w→ E 

P - 2 土層断面 NW →SE 

P - 2 完掘 N→S 



P - 3 土歴断面 SE → NW 

P - 4 完掘 W→ E 

P - 3 · 4 • 6  

図版 N - 2

P - 3 検 出状況 E →W 

P - 6 完掘 S → N  
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図版N- 3

P - 5 完掘 N → S  P - 5 土層断面 S → N  

P - 7 完掘 NE → SW P - 8 完掘 E →W 

P- 5 • 7 • 8 
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図版N - 4

遺物 出土状況 E → W 

P - 9 
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図版N - 5

F -48 · 47 · 41 · 78 · 80断面 SE → NW 

F -25 · 38 · 71 断面 E →W 

焼 土 ( 1 )

1 50 



図版N - 6

F -84 · 62 · 89 ·  72断面 SW → N E 

F -69 · 83断面 SW → N E F -58断面 NW → SE 

—L . ・

F -58 · 75 ·76 · 77 · 78検出状況 N → S 

焼 土 ( 2 )

1 5 1  



図版 N - 7

F -88断面 SE → NW 

F - 1 1 7断面 S E → N W F -90・ 1 04 · 1 05断面 S → N  

F -92断面 NW → SE 

焼 土 ( 3 )

1 52 



図版N - 8

石囲 い炉検出状況 N W→ S E 

灰集中検出状況 S W→ N E 灰集中断面 S W→ N E 

石囲い炉 ． 灰集 中
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図版N - 9

． 
． ． 

し』

S - 1 検 出 状況 NW → SE s - 2 検出状況 N W→ S E 

s - 3 検出状況 S W→ N E 

S - 1 · 2 · 3 

1 54 



S - 4 検 出状況 S → N  

s - 6 検 出状況 E →W 

S-4 · 5 · 6 · 7 

図版N - 1 0

S - 5 検 出状況 S W→ N E  

S - 7 検出状況 w→ E 
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図版N - 1 1

NE → SW 

土器集中 1 ( 1 ) 
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土器集中 1 ( 2 )  

157 



図版N - 1 3

158 

骨片検 出状況 w→E W→E 

石鏃出土状況 S→N S→N 

W→E 調査風景 N→S 

土器集中 1 ( 3 )  



図版 N - 1 4

士器集中 2 検 出状況 S E → N W  

士器集中 3 調査風景 W→ E 

土器集中 2 • 3 • 4 

1 59 



図版 V - 1

土 器 ( 1 )
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図版 V - 2
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図版 V - 3
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土 器 ( 3 )
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1 2  

土 器 ( 4 )

図版 V - 4
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図版 V - 5

、 1 5

1 8  

1 6  
20 
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21 

土 器 ( 5 )

1 64 



図版V - 6
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土 器 ( 6 )
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図版 V - 7
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土 器 ( 7 )
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土 器 ( 8 )

図版V - 8
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図版V - 9

こ51 
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61 

土 器 ( 9 )
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図版 V - 1 0

62 64 

土 器 (1 0)
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図版 V - 1 1

土製品
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図版 V - 1 2
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1 0  

1 5  

遺構の石器等 ( 1 )
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図版 V - 1 3

1 6  1 9  

22 24 
23 

1 7 21 

25 
26 

遺構の石器等 ( 2 )
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図版 V - 1 4

30 

33 

34 

遺構の石器等 ( 3 )
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図版 V - 1 5

1 6  
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22 

25 

包含層の石器等 ( 1 )
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図版 V - 1 6

包含層の石器等 ( 2 )
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図版 V - 1 7

35 

包含層の石器等 ( 3 )
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図版 V - 1 8
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包含層の石器等 ( 4 )
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図版V -1 9

4 1  42 

43 44 

包含層の石器等 ( 5 )
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ふ り が な つ い し か り 2 いせ き
所 収 遺 跡 名 対 雁 2 遺 跡
ふ り が な ほ っ かい ど う え べつ し こ う え い ち ょ う
所 在 地 北海道 江別市 工栄町
市町村 コ ー ド 0 1 2 1 7 
選 跡 番 号 A - 0 2 - 1 1 0  
北 緯 ・ 東 経 43度07分34秒 ・ 141度31分21秒
調 査 期 間 19990601 - 1 9990930 
調 査 面 積 2 , 000m2 

調 査 原 因 河川改修に伴 う 事前調査
種 別 散布地
主 な 時 代 縄文時代晩期 ・ 続縄文時代初頭

土 坑 ： ， 
焼 土 ： 1 6 1 
集 石 ： 7 

主 な 遺 構
土器集中 ： 4 
灰 集 中 ： 1 
石 囲 い 炉 ： 1 
土器が約 9 割 を 占 め る 。 内訳は縄文時代晩期後葉がそ の90 % 、 続縄文時代初頭が

主 な 遥 物
10 % 。 石 器 は 少量で、 石鏃、 石槍 ・ ナ イ フ 、 ス ク レ イ パ ー 、 R フ レ イ ク 、 U フ レ
イ ク 、 石斧、 た た き 石、 台石 な どがあ る 。
他 に は 、 ク マ と 見 ら れ る 土製品 1 . 土製品 ・ 石製品 ・ コ ハ ク ・ ベ ン ガ ラ な どが出土。
＊包含層 が厚 く 、 し か も かた く し ま っ て い る た め 、 最下層 の調査 に至 っ て い な い

特 記 事 項
＊縄文時代晩期 ～ 続縄文時代初頭の重複す る 焼土群や土器集中 を 確認
＊縄文時代晩期 の ク マ と 見 ら れ る 土製品が出土
＊調査区内全域 に 縄文時代晩期以降の噴砂 （砂脈） がみ ら れ る 。
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